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周 知 の よ うに,我が 国 で は人 口の 高齢 化 が進行 して い る。 高齢 者 人 口
(65歳以 上 の人 口)の増加 率 を 見 てみ る と,最初 の 国勢 調 査 が行 われ た
大 正 9年(1920年)に約 294万人,太平洋 戦 争 直 後 に実 施 され た 昭 和 25
年 (1950年)に約 4H万人 で あ つ た の に対 し,平成 22年(2010年)に
実施 され た第 21回国勢 調 査 で は約 2925万人 とな り,戦後 約 7倍の増 加
とな つ て い る (総務 省,2006,20H)。戦 後 か ら現 在 ま で の 日本 人全 人 口
の増 加 率 が約 1.5倍(それ ぞ れ 約 8320万人,約1億2800万人)であ る
の に比 べ る と,いか に高齢 者 人 口が増 加 して い るの か一 目瞭 然 で あ る。
こ う した人 口増 加 は,高齢 者 の 中で も特 に 85歳以 上 の 「超 高齢 者 」
層 で 著 しい。 先 の 国勢調 査 のデ ー タ を見 て み る と,第1回調 査 時 に は約
15万人 だ つ た の に対 し,第21回調 査 で は約 380万人 と,高齢 者 人 口全
体 に 占め る割 合 自体 は小 さい もの の ,その増カロ率 は約 26倍とな つて お り ,
高齢 者 人 口の 中で も特 に急 速 に増加 して い た年齢 層 で あ る。
ま た,平均 寿命 を見 てみ る と,平成 22年(2010年)の完 全 生命 表 に
よれ ば,男性 は 79.6歳で世 界第 4位,女性 は 86.3歳で 世 界 第 一位 で あ
る。今 後 も平均 寿 命 は伸 び続 け,平成 62年(2050年)には 90歳を超 え
る との推 測 もあ る (WHO,2000)。実 際 平均 寿 命 あた りま で 生 きた 高齢 者
の平 均 余命 は女性 で は約 7.5年で あ り,この年 齢 ま で 生 きた 女 性 は 90歳
を超 えて 生 存す る可能性 が か な り高 い の で あ る。
この よ うに わ が 国 で は 「誰 もが長 生 きで き る社 会 」 が現 実 の もの とな
りつ つ な る。 た だ,問題 が な い わ けで は な い。 高齢 に な る ほ ど寝 た き り
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率や 認 知症 の有 病 率 が上 昇 す る傾 向に あ る こ とが報 告 され て い る。厚 生
省 が行 つた 平成 10年度 国 民生 活 基礎 調 査 に よれ ば,65歳以 上 全 体 にお
け る寝 た き り率 が人 口千対 比 18.1なの に対 し,85歳以 上 で は 89。9とな
つて い る (厚生省 ,1999)。また,認知 症 の有 病 率 につ い て,柄澤 (1993)
の推 計 で は 65-69歳で は男性 で 2.1%,女性 で 1.1%なの に対 し,85歳以
上 で は 男性 で 22.1%,女性 で は 29.8%と報 告 され て い る (柄澤 ,1993)。
ま た,90歳を過 ぎ る と,女性 で は 50%を超 え る とす る報 告 もあ る (本間 ,
1999)。栗 田 (2009)は,認知 症 高齢者 の数 と有 病 率 を推 計 し,後期 高齢
者 人 口の増カロを背景 に,認知 症 高 齢者 の有病 率 も急 激 に上 昇 す る こ と ,
ま た そ の ピー クが過 去 推 計 され た よ りも早 い 時期 に訪 れ る こ とを報 告 し
て い る。 す なわ ち,より年 齢 の 高 い高齢 者 層 が増加 す る こ とで寝 た き り
高齢 者 や 認 知症 高齢 者 の増加 に もつ なが る こ と とな る。
そ の 一 方 で,長寿 化 が健 康 寿 命 の伸 延 を意 味す る との報 告 もあ る。 金
子 (2010)によれ ば,高齢 者 人 口の増加 お よび 平均 寿 命 の伸 び は,高齢
者 の死 亡年 齢 が上昇 した た め と考 え られ るが,生存 最 長 年 齢 が大 き く変
わ つて い な い た め,生存 曲線 が「矩形 化 」して い る と言 う (金子 ,2010)。
つ ま り,多くの人 が長 い期 間生 存 し,非常 に限 られ た年 齢 範 囲 の 間 に死
亡す る人 数 が集 中す る とい う状 況 にな って い る。加 えて,金子 (2010)
は,高齢 者 人 口の増 加 を意 味す る 「人 口の高齢 化 」 は,平均 寿命 の伸 延
を意 味 す る 「長 寿化 」 と混 同 され が ちで あ るが,人口高齢 化 を引 き起 こ
す 最 大 の 要 因 は少子 化 で あ り,長寿化 は無 関係 で は な い もの の,むしろ
人 口高齢 化 の もた らす 課 題 に対 処 す る方 策 とな り得 る と論 じて い る。 金
子 (2010)は,平均 余命 等 価 年齢 を試 算 す る と:現在 の 高齢 者 は過 去 の
高齢 者 に比 し健 康 で活 動 的 な期 間 が長 くな る こ とが期 待 で き る こ とか ら ,
長 寿 化 は 単 な る死亡 の延 期 だ けで は な く,健康 寿命 の伸延 を意 味す る と
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述 べ て い る。WHOの報 告 に よれ ば, 日本 人 の健 康 寿命 は 2007年で 男性
73歳,女性 78歳と され,平均 寿命 と同 じく,健康 寿 命 にお い て も世 界
一 で あ る (WHO,2009)。
長 寿 化 が社 会 に どの よ うな影 響 を及 ぼす の か を考 え る上 で,加齢 に よ
り人 の健 康 状 態 や機 能状 態 が ど う変化 す るの か につ い て,包括 的 なデ ー
タの収 集 が必 要 不 可欠 で あ る。この 目的 に対 し,100歳以 上 の 高齢 者 (百
寿者)を対 象 と した研 究 が貢 献 し得 る と考 え られ る。 権 藤 (2007a)は,
施 策 策 定 の た め の人 口統 計 学 的 な観 点 と,学際的観 点 か ら,百寿 者 研 究
の意 義 と重 要 性 を述 べ て い る。 前 者 は,今後 訪 れ るで あ ろ う超 高 齢 社 会
にお け る 1つの メル クマ ー ル と して,百寿 者 の機 能 状 態 を理 解・ 予 測 す
る こ との重 要性,後者 は,領域 縦 断 的 な学 問 的知識 と各領 域 の連 携 が必
要 とされ る百寿 者 研 究 の進 展 は 「老化 」 の解 明 に対 して,広範 に寄 与 し
うる点 で あ る。
超 高 齢 者 人 日の増加 が 著 しい こ とは先 述 したが,百寿 者 人 口も顕 著 に
増力日して い る。 厚 生 労働 省 に よつて報 告 され た百 寿者 に 関す る統 計 に よ
れ ば,首寿 者 人 口は近年 10%ずつ 増 加 し続 け,平成 24年度 に は五 万 人
を突破 した (51,376名,厚生 労働 省 ,2012)。
従 来,百寿 者 は健 康 長 寿 のモ デ ル と考 え られ て きた 。 しか し,百寿 者
の大 半 は健 康 とは言 い が た く,身体 的虚 弱や 認 知機 能 の低 下 を示 す
(Gondo et al.,2006)。そ の一 方,健康 な 百寿 者 も存 在 し,一口で 百 寿 者
とい っ て もそ の様 態 は多様 で あ り,大半 の 百寿者 は超 高齢 期 ま で健 康 だ
つ た人 が 多 い (escaperまた は dclayer:Evcrt et al.:2003;Takayama ct al.,
2007)ことや,100歳を超 え る と死 亡 率 が低 下す る (権藤,2007b)など ,
百 寿者 は特殊 な人 々 と考 え る こ とも可能 で あ る。
新 井 (2009)は,105歳以 上 の超 百寿者 (Scmi―super centenarian)を対
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象 と した調 査 と対比 しな が ら,100歳高齢 者 を対 象 と した 百寿 者 研 究 は
正 常加 齢 の 究極 像 を見 て い る もの との 考 え を示 して い る。 権 藤 (2007a)
は,百寿 者 研 究 の 目的 を 「加 齢 プ ロセ ス の解 明」 と 「長 寿 要 因 の探 索 」
に分 類 し,方法 論上 の 限 界 を指 摘 しつ つ も,機能 レベ ル や 病歴 に よって
百寿 者 を分 類 す るこ とで加 齢 の最 終段 階 の様 態 を明確 にす る こ とが可能
で あ る と述 べ て い る。
す な わ ち,百寿者 の状 態 像 の多様 性 とそ の 関連 要 因 を検 討 す る こ とで ,
高齢 期 ま た は超 高齢 期 か ら 100歳に至 るまで の加 齢 プ ロセ ス と,loo歳
以 降最 長 寿 命 に到達 を可 能 にす る要 因 の解 明 が期 待 で き る。
しか し,百寿 者研 究 は 「百寿者 」 を対 象 とす るが た め に い くつ か の研
究 上 の 問題 点 を抱 えて い る。
ひ とつ に は,権藤 (2007a)が方 法論 上 の問題 点 と して指 摘 す る よ うに ,
百寿 者 は,百年 生 きた とい うだ けで非 常 に偏 った サ ンプル,と言 える。
百寿 者 人 口は急 激 に増加 した とは言 え,日本 の全 人 口の O.03%に過 ぎな
い (第21回国勢 調査,総務 省 ,20H)。
ま た,百寿者 の機 能 的様 態 の多様 性 の た め に, どの状 態 を典 型 的 な 百
寿 者 の状 態 と考 えて い い の か,定義付 けが しに くい。
この点 にっ い て,Rowe&Kahn(1987)の提 案 が参 考 に な るか も知 れ
な い。 彼 らは,加齢 研 究 にお け る健 常性 (Normality)の概 念 につ い て ,
Usual agingとSuccessful agingとに 区別 す る こ とを提 案 して い る。 一般
に,病的 な変化 を分 離 した加 齢 状 態 が健 常加 齢 と見 な され るが,病的状
態 を排 除 して さえ高齢 者 の状 態 は非 常 にバ ラエ テ ィに富 ん で い る。 この
時 に,若い 年齢 群 と比 較 して も機 能 的 に低 下 が示 され な い集 団 は
Succcssfulな一 群,一方,機能 障害や 低 下 が存在 して い た と して もそ の
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集 団 内 で平均 的 な状 態 で あ る集 団 は Usualな一群 と考 え る こ とが で き る
(Rowe&Kahn,1987)。
Rowe&Kahnも述 べ て い る よ うに,一般 的 に健 常 とは ,「障 害 の無 い状
態 」 で あ り,その よ うな状 態 は確 か に若 い世 代 で は そ の年 齢 集 団 の 中で
マ ジ ョ リテ ィを 占め る こ とか らも Normalな状 態 と言 え るか も しれ な い。
しか し,先述 した よ うに,百寿 者 の大 半 は何 らか の機 能 障 害 を有 して お
り,むしろ 「障 害 が ない 状 態 」 の方 が マ イ ノ リテ ィで あ る。 つ ま り,こ
の よ うに定義 され た健 康 や 正 常 な状 態 は,百寿者 に とつ て は 「優 れ た 状
態 (Succcssful)」と言 え る。 で は,百寿者 に 一般 的 な状 態 で あ る障 害 の
あ る状 態 を健 康 ま た は正 常 な状 態 と言 つて よいの だ ろ うか。
百寿 者 集 団 の機 能 的状 態 を記 述 す る試 み は ,Evcrt et al.(2003)やGondo
et al.(2006)で行 われ て い る。加 齢 が 高度 に進行 した年 齢 集 団 で あ る百
寿 者 の機 能 把 握 は,人間 の加 齢 の ゴー ル 地 点 を示 す とい う意 味 で,その
前 段 階 で あ る高齢 者 ・超 高齢 者 集 団 の機 能 状 態 を評 価 す る上 で重 要 な意
味 を持 つ と言 え る。
本 研 究 で は,いくつ か の機 能 的側 面 の うち,特に認 知機 能 につ い て着
日 した。認 知機 能 は,Succcssful agingを規 定 す る重 要 な要 因 の ひ とつ で
あ る (Rowe&Kahn,1997)。ま た将 来 的 な超 高齢 者 人 口の増カロと結 び つ
く形 で認 知 症 高齢 者 の増 加 が懸 念 され てお り,超高齢 者 の認 知機 能 の標
準 的状 態 を把 握 す る必 要 が あ る。Gondo et al.(2006)の機 能 分 類 で は ,
心身機 能 だ けで な く,認知機 能 を組 み 合 わせ るこ とで,外的 要 因 と高 い
関連 を もつ 分 類 を行 うこ とに成 功 して い る。
次節 で は,百寿 者 にお け る認 知機 能研 究 につ い て の先 行 研 究 を レ ビュ
ーす る。 ひ とつ に は,パフォー マ ンス検 査 を用 い た 全 般 的認 知機 能 の記
述 と評 価 につ い て,また,認知 症 の臨床 的判 定基 準 や ス ク リー ニ ン グ検
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査 を用 い た認 知 症 有 病 率 に 関す る報告 につ い て概 観 す る。 これ らに は ,
百 寿者 とい う年 齢集 団 にお け る多様性 や Usua1/successfulな状 態 を記
述 して い る研 究 が多 く含 まれ る。 続 い て,主にパ フ ォー マ ンス検 査 を用
い て,認知機 能 を複 数 の領 域 に分 けて加 齢 変 化 の違 い を検 討 した研 究 を
概観 す る。 これ らに含 まれ る研 究 のい くつ か で は,百寿者 を機 能 状 態 で
分 類 して比 較 す るこ とで,認知機 能 に対 す る健 常加 齢 の影 響 を検 討 して
い る研 究 が含 まれ て い る。
(2)先行 研 究 の レ ビュー
認 知機 能 は,加齢 に ともな って 変化 す るが,認知領 域 に よって低 下す
る側 面 と,維持 ・獲 得 され る側 面 が あ る こ とが 知 られ て い る。 例 えば ,
Horn&CatteH(1967)が提 案 した流 動性 知能 ―結 晶性 知 能 モ デ ル で示 さ
れ た加 齢 パ ター ンは そ の代 表 的 な もの で あ る。 新 奇 な問題 解 決 場 面 へ の
柔 軟 な対 応 や 情 報 の 素 早 い処 理 を反 映す る 「流 動性 知 能 」 は比 較 的若 い
年 齢 で ピー ク を迎 え,加齢 に ともない急 速 に低 下す る一方,蓄積 され た
経験や知識 を反 映す る 「結 晶性 知能」 は,能力 の ピー クを迎 える年齢 が
比較 的遅 く,高齢期 まで低 下が小 さい。 これ ら知能 の 2側面 の加齢パ タ
ー ンの違 いは,他の研 究 で も確認 され てい る (例えば,Wechsler,1958;
Schalc,1996など)。
他 に,低下 を示す認 知領 域 の例 と して は,エピソー ド記憶 (Craik&
Janine,1992),作動記 憶(Craik&Janine,1992),処理速度(Salthouse,1996),
な どを挙 げ る こ とが で きる。一方,維持 。獲 得 され る認知領 域 と して ,
意 味記憶 (Craik&Janine,1992;Light,1992),潜在 記憶 (Park&Shaw,
1992),などを挙 げ るこ とがで きる。
また,TOmbaugh&Mclntyre(1992)は,認知症 の スク リーニ ング検査
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と し て 広 く 用 い ら れ て い る Mini_Mental State Examination(MMSE)
(Folstcin et al.,1975)のレ ビュー にお い て,高齢 者 で は項 目に よ り正 答
率 に差 が あ り,遅延 再 生,計算/逆唱,図形 模 写,時間 の 見 当識 とい つ
た項 目で誤 答 が 多 い 一方,場所 の見 当識,即時再 生,物品呼称 や 文 章 反
復 の よ うな言 語 課 題 で は誤 答 は稀 で あ る こ とを報 告 した。
この よ うに,認知機 能 に対す る加 齢 の影 響 は一様 で は な く,影響 の大
きい側 面 と小 さい側 面 が あ る。
上 記 の加 齢 変 化 は主 に 80歳代 ま で に観 察 され た もの で あ る。 さ らに
加 齢 が進 行 した 百寿 者 で も同様 の変 化 が観 察 され るの で あ ろ うか。
百寿者 の認 知機 能 を評 価 す るツー ル と して よ く用 い られ るの は ,
MMSEや改訂 版 長 谷 川 式 簡 易 ス ク リー ニ ン グ検 査 (HDS―R)(加藤 ら,1991)
とい つた認 知 症 ス ク リー ニ ング検 査 で あ る。 また,Clinical Dcmentia
Rating(CDR;Hughcζ ct五1.,1982)やDiagn6stic and Statistical Manual of
Mental Disordcr(DSM)―Ⅳ (Amcrican Psychiatric Association,1994)と
い った 臨床 的診 断基 準 も よ く用 い られ る。
ス ク リー ニ ン グ検 査 を用 いた研 究 で は,認知機 能 を数 量 的 に測 定 し ,
算 出 され た得 点 を も とに全般 的 な認 知機 能 を報 告 して い る もの と,カッ
トオ フ値 を利 用 した もの が あ る。 ス ク リー ニ ング検 査 の カ ッ トオ フ値 の
利 用 の仕 方 には,認知 症 ま た は認 知 障 害 の 占有率 (有病 率)を報 告 す る
研 究 と,対象 者 を選 別 す る (一定水 準 以 上 の認 知機 能 を保 持 した 対 象 者
を選 ぶ,など)目的 の研 究 が あ る。 臨床 的診 断基 準 を用 い た研 究 で は ,
カ ッ トオ フ値 と同様 の利 用 の され 方 を して い る。
そ れ ぞ れ の評 価 方 法 に は長 所 と短 所 が あ り,研究 の 目的 に よ つ て使 い
分 け られ て い る:スク リー ニ ン グ検 査 は,簡便 に実施 が で き,数量 的 に
デ ー タ を扱 うこ とが 可能 で あ るが,臨床 診 断 と して用 い るに は,障害 や
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症 状 の一側 面 (つま り,認知機 能)しか捉 え るこ とがで きない とい う短
所 があ る。一方,臨床診 断基 準 は,認知機 能 を含 む よ り幅広 い観 点 か ら
認 知症や症状 を把握 で きるた め診 断の確度 は高 いが,評価者 に高度 な専
P5`l■と知識 が要求 され る こ と,評価 をす るの に多大 な時 間を要す る こ と
が短所 と して挙 げ られ る。 また,百寿者 に用 い る際 には,これ 以外 に も
注意 しな けれ ばな らない点 が存在す るが,それ につ いて は後述す る。
1)百寿 者 の全 般 的認 知機 能 に関す る報 告
Tombaugh&Mclntyre(1992)はMMSEを用 い た調 査 を レ ビュー し ,
多 くの研 究 がMMsE得点 が加 齢 に ともな い低 下す る こ とを示 して い る と
報 告 した。 この傾 向 は,ランダ ムサ ンプ リン グ手続 き を用 い た地域 サ ー
ベ イ研 究,認知 症 。せ ん妄 。うつ の な い対 象 者 の研 究,病院 の患者 を対
象 に した研 究 で報告 され て い る,として い る。わ が 国 で も,Ishizaki et al.
(1998)やFujiwara ct al.(2002)が地域 サ ンプル を対 象 に MMSEを実
施 し,カロ齢 に よ り総 得 点 が低 下す る こ とを報 告 した。Ishizaki ct al:(1998)
が,コミュニ テ ィベ ー ス の 65歳以 上 サ ンプル 2,266名を対 象 と した調 査
で,得点 の 中央 値 が 65-69歳で 28点,70-74歳で 27点,75-79歳で 26
点,80-84歳で 25点,85歳以 上 で 23点とな り,年齢 が上 が る とMMSE
得 点 が低 下す る こ とを報 告 して い る。
百寿者 の認 知機 能 検 査 の得 点 に関 して,柄澤 (1972)の報 告 はわ が 国
で最 初 の もの で ない か と思 われ る。 百寿 者 103名に対 して長 谷川 式簡 易
知 的評 価 ス ケ ー ル (HDS)を実施 した とこ ろ平 均 得 点 12.5点で あ っ た。
16点未 満 の低 得 点者 が 多 い が,高得 点者 が わず か で は あ るが認 め られ た
(最高得 点者 は 29.5点が 1例)と報告 され て い る。Hasegawa(1990)は,
同 じく HDSを用 い て,100…105歳115名(男性 20名,女性 95名)を調
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査 し,平均 得 点 が 12.5点と報 告 して い る。Hasegawaは,百寿 者 と 70歳
代 (26.4点),80歳代 (23.6点),認知 症 高齢 者 (平均 10.1点)と比 較
して,百寿 者 の得 点 の ピー クは 70-80歳代 高齢 者 よ り約 20点低 く,認知
症 高齢 者 とは差 が な か つた,として い る。 中里 ら (1992)は,HDSを用
い て,百寿 者 174名,60歳代 93名,70歳代 294名,80歳代 188名を比
較 し,百寿 者 で は高齢 者 よ りも得 点 が低 い こ と;また 男性 よ りも女性 で
得 点 の低 下 が急 激 で あ つた こ とを報 告 した。
MMSEを用 い た報 告 で は,Dёllo Buono et al。(1998)は,100歳以 上
38名(平均 101.13±1.52歳,女性 32名)を対 象 に 13.32点(SD6.66),
EIsner(2001)は101‐115歳21名(平均 105.1歳)で18.6点(SD4.80),
Tafaro et al.(2001)は百寿者 43名で 17.08点と報 告 して い る。Dello Buono
et al.(1998)はま た,75-85歳38名(平均 79.24±2.53歳,女性 32名),
86-99歳38名(平均 88.44±3.51歳,女性 32名)との 比較 で,百寿 者 の
得 点 が彼 らの得 点 (それ ぞれ 26.07±2.63点,21.97±2.38点)より有 意
に低 か った こ とを確 認 した。
Davey et al.(2010)は, Georgia Centcnarian Studyにお い て収集 され
た MMSEを含 む認 知機 能 検 査 につ い て,百寿者 244名の性 別,教育 年 数
別 の規 範 デ ー タ を報 告 した。MMSEにつ い て,性別 の平 均 は男性 18.81
±7.75点(得点範 囲 0-30),女性 15.73±8.92点(得点 範 囲 0…30),また
教 育 年 数 別 で は,8年以 下 12.19±8.99点(得点範 囲 0…28),9-H年18.55
±7.58点(得点範 囲 0-29),12年17.53±7.76点(得点 範 囲 0…30),13年
以 上 20.38±7.12点(0-30)であ うた。認 知機 能 は,女性 に比 べ 男 性 で よ
り良 く,また教 育年 数 が長 い ほ ど得 点 が 高 い傾 向 に あ り,これ は他 の変
数 を調 整 して も影 響 を及 ぼ して い た こ とが報 告 され て い る。
Dcllo Buono et al.(1998)は,100歳以 上 38名(平均 101.13±1.52歳,
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女性 32名)を75…85歳38名(平均 79.24±2.53歳,女性 32名),86-88
歳 38名(平均 88.44±3.51歳,女性 32名)と認 知機 能 を比 較 した。MMsE,
LEIPADのCognitive functioning scalc(自己評 価 , 15点満 点 , 得 点 が 高
い ほ ど状 態 が悪 い)を尺 度 と して用 い た。MMSE(75-85歳26.07±2.63
点,86-99歳21.97±2.38点,10o歳13.32±6:66点,p<0.000):LEIPAD(75-85
歳 4.16±2.44点, 86-99歳4.23±2.64点, loo歳5.48±2.86点,p<0.05)
ともに,百寿者 で成 績 が悪 か つ た。
これ らの研 究 で は,百寿 者 にお け る認 知症 の有 無 は考慮 され て いな い
た め,百寿 者 の認 知機 能 を過 小 評 価 して しま う危 険性 が あ るが,認知 的
に健 常 な百寿 者 のみ を分 析 対 象 と した場 合 に も,全体 的 な得 点 の低 下 が
観 察 され て い る。Holtsberg ct al.(1995)は,MMsEを用 い て,認知 的
に健 常 な (MMsE21点以 上)百寿 者 を,60歳お よび 80歳の対 照 群 と ,
合 計 得 点 な らび に項 目ご とに得 点 を比 較 し,合計 得 点 で の低 下 を認 め た。
Paolisso et al.(1995)は,MMSEを用 い て,主要 な老 人 病 にか か って い
ない歩 行 可 能 な百寿 者 (100歳以 上)15名と,高齢 者 (75-99歳)40名
とを比 較 した。 性 別 の比 較 を した ところ,男性 で は,百寿 者 (3名)17
±3.1点,高齢 者 (H名)25±1.1点,女性 で,百寿者 (12名)21±3.3
点,高齢 者 (24名)26±2.1で,同性 ご との比較 で 百寿 者 の得 点 が有 意
に低 か った。 また彼 らの別 の報 告 (Pa01isso et al.,1997)では,高齢 者
(75-99歳)30名,百寿 者 19名を対 象 に,アル ツハ イ マー 型 認 知 症等 の
対 象 者 は除外 して,MMsE得点 を比較 した。百寿者 群 (18.3±.1点)は,
高齢 者 群 (27.0±2.1点)に比 べ 有 意 に低 い こ とが確 認 され た。
認 知 症 の重 症 度 ご とに比 較 した研 究 で は,当然 の結 果 で は あ るが,百
寿者 で あ って も,認知症 が認 め られ な い,また は重 症 度 が軽 度 の ケー ス
で は,重症 度 が高 い ケー ス よ りも得 点 が高 くな る と報 告 され て い る。
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本 間 ら (1992)は,面接 可能 だ った 218例の うち HDSを実 施 した 172
名 につ い て,CDRの重症 度 別 に HDSの平均 得 点 を算 出 した。 認 知 症 の
な い群 で 26.2±4.1点,認知 症 疑 い群 で 17.5±6.8点,軽度認 知 症 群 で 12.0
±6.7,中等 度 の認 知 症 群 で 6.5±5.0,高度 な認 知 症 の群 3.0±2.5と報 告
した。 ま た,稲垣 ら (1996)はHDSを用 い て,百寿 者 36例(男性 10
例,女性 26例,100-H4歳,平均 101.4歳)を評価 した。そ の結 果,HDS
得 点 は認 知症 の ない例 で 18.86±5.22点,軽中等度 の認 知 症 例 で 9.60±
2.54点,高度 な認 知 症 例 で 0131±0.83点で あ つた。
Ravaglia ct al.(2000)は,百寿 者 66名に MMSEを実施 し,認知 症 の
タイ プ別 に得 点 を報 告 した。認 知 症 な し 13名,認知 障 害 の あ る非認 知 症
例 10名,アル ツハ イ マ ー型 認 知 症 (AD)34名,脳血 管性 認 知 症 (VD)
5名,その他 の タイ プ の認 知 症 4名で あ つた。MMSE平均 得 点 は,それ
ぞれ 非認 知症 23.1点,認知 障害 20.6点,AD6.1点,VD3.6点,その他 の
タイ プ 9.2点とな つた。
先 に紹 介 した Ishizaki et al.(1998)の報 告 に示 され る よ うに,MMSE
を高齢 者 に実施 した場 合,認知 的 に問題 の な い対 象 者 な らば満 点 近 くの
ス コア な るた め,全体 の得 点 の分布 は高得 点 域 に偏 る こ とに な る。 とこ
ろが,百寿者 で は低 得 点域 に も分 布 が散 らば り,全体 に平 坦 な分布 に な
る こ とが報 告 され て い る (例えば,AndersOn et al.,1998;
Anderscn―Ranbcrg ct al.,2001;Elsncr,2001;Xic ct al.,2008;Richmond et
al.,2011)。
カ ッ トオ フ値 や 得 点域 の分 け方 が研 究 に よ り異 な つ て い るが,高い得
点 域 (22点～24点以 上)の百寿 者 は約 22-25%とす る報 告 が 多 か っ た。
Richmond ct al.(20H)では,21点以 上 が 66%と報 告 され て い る。 低 い
得 点 域 で は,Andersen¨Ra bcrg ct al.(2001)では 9点以 下 が 10%,Richmond
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et al.(2011)で10点以 下 11%と報 告 され て い る。
ま とめ る と,一般 にMMSE得点 は加 齢 に ともない低 下す る傾 向 に あ り ,
よ り加 齢 が進 行 した と考 え られ る百寿 者 で は,認知 症 が な い と判 定 され
た場 合 で も,若年 の 高齢 者 に比 べ 得 点 が低 い。 また,得点 の分 布 は,高
得 点域 だ け で な く,低得 点域 に も広 が つて い る こ とが特 徴 と して 挙 げ ら
れ る。
2)認知 症 有 病 率 の推 定
続 い て,百寿 者 に お け る認 知 症 有 病 率 を報 告 して い る研 究 を概 観 し ,
用 い られ た 判 定 基 準,対象者 の情 報,推定 され た有 病 率 につ い て 表 1に
ま とめた。 作 成 に あ た り,Calvert et al。(2006)が行 った 百寿 者 の認 知
症 有 病 率 に 関す る レ ビュー も参 考 に した。
有 病 率 の報 告 は,0%から 100%とま ち ま ちで あ るが,50-70%とす る
報 告 が 多 い。ま た,対象 者 につ い て も 90歳代 の高齢 者 が混 じっ て い る研
究 が あ うた り,百寿 者 だ けで あ って も対象 者 数 が少 なか った りす る。
判 定 基 準 は様 々 で あ る。 ま た,同じ対 象 者 を扱 っ た調 査 で あ って も ,
異 な る診 断 基 準 を適 用 す る こ とで,認知 障 害 の有 病 率 が異 な つて い る場
合 もあ る。
MMSEのカ ッ トオ フ値 に基 づ い て有 病 率 を報 告 して い る研 究 も見受 け
られ るが,カッ トオ フ値 が研 究 に よっ て様 々 で あ る。MMSEのカ ッ トオ
フ値 は オ リジナル で は 20/21点(Folstein et al.,1976),その後 の検討 で
妥 当 と され て い るの は 23/24点で あ る (Anthony et al.,1982)。
カ ッ トオ フ値 を明記 して い る研 究 を表 2にま とめた。一番 低 い得 点 で ,
17/18点で あ っ た。 ま た,教育歴 を考 慮 して設 定 した研 究 もあ り,教育
年 数 が 13年以 上 で 29/30点とか な り高 く設 定 され て い る。 しか し,やは
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リー般 に使 用 され て い る 23/24点を採 用 して い る研 究 が多 か っ た。
しか し,いくつ か の研 究 で は,臨床 的 な基 準で は認 知 症 の な い 百 寿 者
で さえ,スク リー ニ ン グ検 査 の カ ッ トオ フ得 点以 下 の成 績 を示 す こ とを
報 告 して い る。
先 述 した PaOlisso et al.の報告 (1997)では,ADや認 知 症 の対 象 者 を
除 い て も,百寿者 の MMSE得点 (18.3±.1点)は,高齢 者 群 (27.0±2.1
点)に比 べ 有 意 に低 か っ た (p<0.02)。稲 垣 ら (1992)は,認知 症 の な い
百寿者 で HDSの平均 得 点 が 17.3±9.6点,MMSEでは 17.0±8.0点と報 告
した。 両研 究 とも,認知 症 が な い 百寿 者 を対 象 と して い るに もか か わ ら
ず,百寿者 の 平均 得 点 は設 定 され て い るカ ッ トオ フ値 を下 回 つて い た。
また,Ravaglia st al.(1997)の90…106歳84名を対 象 と した報 告 で は ,
DSM―Ⅲ‐Rの基 準 で,認知症 と診 断 され た ものは 0名だ つ た の に対 し ,
MMSEのカ ッ トオ フ値 23/24点を基 準 と した場合,認知 症 が な か っ た の
は全 体 の 10.7%(男性 4人,女性 5人)に過 ぎず,診断 基 準 と認 知 テ ス
トに よ る診 断 が大 き く乖 離 して い た。
ま とめ る と,百寿者 の認 知 症 の有 病 率 で は 50-70%とす る報 告 が 多 く ,
これ は若 年 高齢 者 よ りも高 い傾 向 に あ る。 た だ,研究 に よ り判 定 基 準 ,
対 象者 数 が 多様 で あ る。 ス ク リー ニ ン グ検 査 を用 い て い る研 究 で も,採
用 して い るカ ッ トオ フ値 は統 一 され て い な い。
も うひ とつ の大 き な問題 点 と して,臨床 的 判 定 基 準 とパ フ ォー マ ンス
検 査 の カ ッ トオ フ値 に よ る判 定 に は乖 離 が示 され る こ とが あ り,一般 の
高齢 者 か ら算 出 され た カ ッ トオ フ値 を百 寿者 にそ の ま ま適 応 して よい の








































































































































































































対象  ・  カットオフ値
Margrett,」.A.ら(2011)      百寿者77名   17点以上の対象者を選択
Huang,C.Q.ら(2009)      90-108歳709名  18点以下で認知障害あり
Padbso,G.ら(1997)      百寿者19名   20点以下で「認知障害あり」
Hottsberg,PA.ら(1995)     百寿者67名   20点以上の場合「認知的に健常」
Richmond,R.L.ら(2011)     百寿者188名.  21点以下で障害あり
Eにner,R.J.(2001)       1017115歳21名 23点以上を「健常」
Ravaglb,G.ら(1997)       90-106歳84名   23/24点
Anderson,H.R.ら(1998)     百寿者41名   23/24点
Nybo,M.ら(1998)        百寿者41名  23/24点もしくは24/25点
Andersen…Ranberg,K.ら(2001)  百寿者156名   24点以上の90%以上が「痴果がない」
教育年数でカットオフ値を調整 .
Ravaglb,G.ら(1999)      百寿者92名   4年以下19/20点,5-8年23/24点,
9-12年7/28点,13年以上29/30点
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3)認知 領 域 ご との 特徴
前 項 で概 観 した よ うに,百寿 者 の認 知機 能 全般 を評 価 した場 合,パフ
オー マ ンス検 査 にお い て得 点 が低 下す る こ と,認知 症 の有 病 率 が 高 くな
る こ とが報 告 され て い る。 す な わ ち,健常加 齢 に よ る認 知機 能 の低 下 と
病 的変 化 の増加 が観 察 され る。 た だ し,先述 した よ うに,認知機 能 に対
す る加 齢 の影 響 は一様 で は な く,高齢 期 にお い て低 下 しや す い認 知機 能
と,低下 しに くい認 知機 能 が あ る。 百 寿者 は,より加 齢 が進 行 した状 態
に あ る と考 え られ るが,先行研 究 には,認知 領 域 に 関係 な く低 下 が示 さ
れ た とす る報 告 もあれ ば,認知領 域 ご とに加 齢 パ ター ンが異 な る とす る
報 告 もあ る。
まず は,すべ て ま た は大 半 の認 知領 域 で低 下 を報 告 して い る先 行研 究
につ い て概 観 す る。
Baltcs et al.(1999)の報 告 で は,70-100歳を対 象 と して wAIS―Rの一
部 の課 題 を実施 し,高齢 期 にお い て は従 来 の知 見 の通 り加 齢 に と もな う
結 晶性 知 能 と流 動性 知能 の乖離 が観 察 され た が,超高齢 者 で は,結晶性
知 能 にお け る低 下 も示 され た。 超 高齢 期 に は,結晶性 一流 動性 とい う知
能 の 因子 構 造 の分化 が曖 味 に な り,一般 知 能 因子 の影 響 が大 き くな つて
個 々 の 因子 間 の 関連 が強 くな る,脱分 化 (dediffercntiate)傾向 が示 され
る と して い る。
Samuelsson et al.(1997)は, 1単言吾リス ト (CVB verbal test, WAIS―R
単語),数唱 (順唱,逆唱),図形 の記 憶, 5物品 の記 憶 テ ス ト,学習 ―
検 索 テ ス ト,単純反 応 時 間 の課 題 につ い て,百寿 者 100名と成 人 また は
高齢 者 と比 較 した。そ の結 果,単語 リス トテ ス ト (言語 能 力)では 16-57
歳 群 よ り,また数 唱 (短期 記 憶)では 70‐80歳代 よ り成 績 が悪 か った こ
とを報 告 した。 また,図形 の記 憶 で は,28名が 8図形 の うち平均 2.5再
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生 で き,35名が 平均 3.3図形 を複 写す る こ とがで きた (37名は再 生 も コ
ピー もで き な か つた )。 5物品 の記 憶 テ ス トで は,妨害 刺 激 (distraction)
が あ る場合 平 均 2.6個,なしの場 合 3.3個思 い 出す こ とが で きた。 学 習
―検 索 テ ス トで は,これ ま で知 らな か っ た 単語 4つを学 習 す るの に平 均
5.2試行 か か つた。 別 のテ ス トを行 い 平 均 42分後 に思 い 出 した の は,平
均 1.7語だ ら た。 単 純 反 応 時 間 で は,平均 反 応 時 間 は 1秒を わず か に超
え,70歳代 の平 均 (0.42秒)より遅 か つた。
Poon et al.(1992)は,結晶性 知 能 (WAIS―R単語,算数),流動 性 知
能 (WAIS―R絵画 配 列,積木 模 様),情報 の獲 得 (1次的記 憶)および検
索 (2次的記 憶)(高頻 度 語 お よび低 頻 度 語 の対連 合 学 習 課 題),よく知
つて い る情 報 の検 索 (3次的記 憶)(最近 の大 統領 6人の名 前 と顔 のテ ス
ト),実際 の 問題 解 決 能 力 (多くの人 が遭 遇 す る 日常 生活 上 の 問題)を
60歳代,80歳代 の 高齢 者 と比較 し,百寿 者 の成績 は,実際 の 問題 解 決 を
除 くす べ て の項 目で,正答 率 が低 か つた こ とを報 告 した。
Hagberg&Samuclsson(2008)は,100名の百寿者 を 100歳の誕 生 日後
か ら 2カ月 以 内 に調 査 した。 た く さん の調 査 項 目の 中 で,言語 能 力,記
憶 テ ス ト,反応 時 間 の課 題 を用 い て,認知機 能 を評 価 した。 認 知機 能 検
査 の平 均 得 点 は いず れ も,70歳代,80歳代 の群 よ りも低 か っ た。一般 的
に,若い年 齢 群 よ りも高齢 の年 齢 群 で平 均 的 な認 知 的 パ フォ ー マ ンス は
低 くな るが,言語性 また は経 験 と関連 す る能 力 で は個 人 間 で パ フォー マ
ンス の 幅 が広 くな る こ とが見 出 され た。 対 照 的 に,流動性 ま た は処 理 に
関連 す る能 力 で はパ フォー マ ンス の幅 が狭 くな る こ とが 見 出 され た。
次 に,低下す る認 知領 域 と低 下 しな い認 知領 域 が あ る こ とを報 告 して
い る先 行研 究 につ い て概 観 す る。
以 下 の研 究 で は,項目に よつて 正答 率 に違 いが あ る こ とが報 告 され た。
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柄 沢 (1972)は,百寿 者 103例につ い て,HDS項目ご との成 績 を報 告
して い る。 自分 の名 前 や 出生 地 は ほ とん どの人 が正 しく答 え られ るが ,
場 所 の 見 当識,年齢,即時記 憶 は正答 率 が 70-90%,一般 的 知 識 (1年の
日数 ),時間 見 当識,最近 の 出来 事 で 30-50%,現在 の総 理 大 臣,引き算 ,
数 字 の逆 唱,終戦 日は正 答 者 が 30%以下 とな った。Lcuba ct al.(2001)
は,100歳前後 の超 高齢 者 21名の うち,全く認 知 的 障 害 の 兆候 が なか っ
た 10名(男女 5名ず つ,それ ぞ れ 平 均 96.4±2.3歳,97.0±2.6歳,全員
が CDRO,MMSE平均 29.5±0.5)につ い て ,「記憶 」「言 語 ス キル 」「精 神
運 動 能 力 」「視 空 間能 力 」 がチF常に よ く維 持 され て い た と報 告 した。
Giannakopoulos ct al.(1996)は,認知 的 障 害 の ない 百 寿者 13名(CDRO,
MMSE29.5点)では,記憶,言語 的 ス キル,精神 運 動 能 力,視空 間能 力
が よ く維 持 され てい た と報 告 して い る。 ま た,非常 に軽 度 な認 知 障害 の
あ つ た 15名(CDRO.8,MMSE28.5点)では,即時再 生,時間 め見 当識
で 障 害 が示 され,古い記 憶,場所 の見 当識,言語,精神 運 動 能 力,視空
間能 力 は維 持 され て い た と報 告 した。
高 齢 者 との比 較 にお い て,認知領 域 ご との成 績 の違 い を報 告 した研 究
につ い て紹 介 す る。
Luczywek ct al.(2007)は,言語機 能 (ことわ ざの想 起 と解 釈,語の
流 暢性 ),不条 理 な絵 画,視空 間記 憶課 題 (Benton visual Retention Test),
プ ラ ンニ ン グ と視 空 間 の 同時遂 行 課題 (Tower of London(TOL))改訂 版 ,
や Witwicki Puzzle(WP))の各課 題 を,認知症 が な く視 聴 覚 に 問題 の な
い 百寿 者 10名(100-103歳)に実施 した。 対 照群 は,教育歴 を対応 させ
た 60歳代 の高齢者 20名(62-68歳)であ った。 そ の結 果,語の流 暢性
とこ とわ ざの解 釈 は有 意 差 が あ った が,非言語 的 図形 の再 認 や 不 条理 の
知 覚 は,両群 で差 は なか った。wPやTPLでは,最小 回数 の移 動 で解 決
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す る数 に有 意 差 は な いが,WPテス トで の 間違 った 移 動 は 百寿者 で少 な
か っ た。ま た,百寿者 は完成 す るま で に時 間 が か か り,BVRT,WP,TOL
テ ス トで は有 意 差 が あ つた。 彼 らは,百寿者 が 同時 ま た は継 時 的 な ス ト
ラテ ジー の利 用 を伴 うプ ラ ンや 複 雑 な視 空 間課題 を解 決 す る能 力 や 非 言
語 的 な 図形 を正 しく知 覚 す る能 力 が維 持 され てい る と報 告 した。
Holtsberg ct al.(1995)は,MMSEを用 い て,認知 的 に健 常 な (MMSE21
点 以 上)百寿 者 を,60歳お よび 80歳の対 照 群 と,合計 得 点 な らび に項
目ご とに得 点 を比較 した。 そ の結 果,合計得 点 で の低 下 が認 め られ る と
ともに,ある認 知機 能 は維 持 され,別の認 知機 能 は低 下 す る こ とが 見 出
され た。 百寿 者 の得 点 は,見当識,即時 再 生,および 図形 模 写 で 両群 よ
り低 く,連続 引算/逆唱 お よび遅 延 再 生 で 60歳群 よ り低 か っ た。物 品 呼
称,文章反 復,3段階指 示,視覚 指 示,および 文 章 作 成 で は,3群間 で 有
意 差 は見 られ なか つ た こ とを報 告 した。
ま とめ る と,場所 の 見 当識,プラ ンニ ン グや 遂 行 機 能 , 日常 的 知 能 ,
遠 隔 記 憶 は維 持 され,時間 の見 当識,作業記 憶 は低 下 して い る よ うで あ
る。 これ らは,高齢 期 ま で の認 知加 齢 に 関す る先 行 研 究 とも一 致 した結
果 で あ り,そうした 変化 が進 行 ま た は維 持 され た結 果 が,百寿者 の認 知
機 能 状 態 で あ る と考 え られ る。 一 方,百寿者 研 究 間 で異 な る結 果 が報 告
され て い るの は,即時再 生,言語 機 能,視空 間機 能,近時 記 憶 (最近 の
出来 事,遅延 再 生)であ る。 これ らが,高齢 期 ま で の加 齢 変 化 の延 長 線
上 に あ る とす るな らば,即時再 生,言語機 能 は百寿 者 で維 持 され,視空
間機 能,近時記 憶 は低 下 してい る こ とが予想 され る。
続 い て,認知症 高齢 者 との比 較 を行 つた研 究 につ い て概 観 す る。
稲 垣 ら (1992)は,HDSの総 得 点 を一 致 させ た 臨床 的 に認 知症 の な い
百寿 者 と認 知 症 の高 齢 者 の 間で個 々 の項 目の得 点 を比 較 した ところ,正
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答 の 出現 率 が各 項 目で異 な って い た こ とを報 告 した。 認 知 症 の な い 百寿
者 (17.3点)と認 知 症 高齢 者 (16.1点)の項 目ご との比較 で,自分 の い
る場 所,年齢,出生 地 は 百寿者 例 で全 員 正解,最近 の 出来 事 で有 意 に成
績 が 高 か った が,月日,常識 問題 (1年何 日,総理 大 臣)は有 意 に低 か
つた。別 の研 究 (稲垣 ら,1996)では,百寿者 の HDS得点 を認 知 症 の重
症度 別 に報 告 した。HDSの平均 得 点 はそれ ぞ れ,非認 知症 例 (H例)で
18.86±5.22点,軽中等度 の認 知 症 例 (5例)9.60±2.54点,高度 の認 知
症 例 (16例)0.31±0.83点で あ っ た。 項 目ご とにみ る と,非認 知 症 例 と
認 知 症 例 の 間 で,また重 症 度 に よ って異 な る特 徴 が示 され た。 非認 知 症
例 で は,場所,年齢,出生 地,1年何 日で は全 員 正解 して い るが,月日 ,
終 戦 年,総理 大 臣,引算,数字 の 逆 唱 で成 績 が低 か った。 ま た,月日 ,
場 所,年齢,最近 の 出来 事,出生 地,終戦年,1年何 日,総理 大 臣の正
解 率 で認 知 症 の ない例,軽中等 度 例,高度 例 の 間 に有 意 差 が示 され た。
また,引算 で は,非認 知 症 例 と高度例 間 で,物品記 銘 で は高度 例 と非 認
知症 例 。軽 中等 度 例 間 で有 意 差 が あ った。
中里 ら (1992)は,HDSを用 い て,百寿 者 174名を,健常 な高齢者 群
だ けで な く,認知症 の外 来 患者 98名との 比較 を行 って い る。 そ の結 果 ,
認 知 症 と判 断 され た 百寿 者 は,外来認 知症 患 者 よ りも得 点 が低 く,項目
ご とに見 る と,場所,年齢,最近 の記 憶,引き算,逆唱,物品呼称 で認
知 症 百寿者 は外 来患 者 よ り得 点 が低 か った。
Fromholt et al.(2003)は,いくつ か の認 知 テ ス ト (3単語 の保 持, 3
つ の絵 の保 持 ,語の流 暢性 テ ス ト,触覚機 能,名前 の書記,時計 テ ス ト)
につ い て,認知 症 の ない 百寿者 15名とアル ツハ イ マ ー 型認 知 症 患者 30
名 (平均 80.5歳)の比較 を行 った。記 憶 能 力 に関 して,記憶 され た項 目
の数 や 記 憶 の細 か さの程 度 (1文で表 現 され た 出来 事, 3つの情 報 の補
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足 部 分 につ い て の 出来 事 ,よ り精 巧 な 内容 を持 つ 出来 事 の 3点で得 点化 )
は,百寿 者 の成 績 は アル ツハ イ マ ー型 認 知 症 患者 と差 が な か つた が,記
憶 の反 復 に 関 して,百寿者 はアル ツハ イ マ ー 型認 知 症 患 者 とは違 っ た傾
向 を示 し,アル ツハ イ マ ー型 認 知 症 患 者 が既 に話 した記 憶 の繰 り返 しを
頻 繁 に行 つた の に対 し,百寿者 で そ うで は な か らた と報 告 して い る。
この よ うに,百寿 者 にお け る認 知 的低 下 のパ ター ンは認 知 症 にお け る
変化 と異 な っ て いた。
(3)本研 究 の 目的
本研 究 の 目的 は,加齢 が高度 に進行 した対象で あ る百寿者 の認 知機 能
の状態 を記述す るこ とで,認知機 能 に対す る健 常加 齢 の効果 を検討 す る
こ とで あ る。
百寿者 の認 知機能 に関す る先行研 究 を概観 す る と,第一 に,パフォー
マ ンス検 査 で評価 した場合,一般 の高齢者 よ りも平均得 点が低 い傾 向 に
あ る。 また この こ とを反 映 して,得点 の分布 は,一般 高齢者 よ りも低 い
得 点域 まで広 が り,MMSEでは平坦 な分布 となる。 第 二 に,認知症 の臨
床 的判 断基準 を用 いて評価 した場合,認知症 の有病 率 は 50-70%とす る
報告 が多 く,丁般 高齢者 よ りも高 い傾 向 にあ る。 ス ク リー ニ ング検 査 の
カ ッ トオ フ値 を利用 した場合 で も同様 で あ る。第 二 に,一般 高齢者 で は
認 知機 能 に よつて加齢 の影響が異 な るこ とが報告 され てい るが,百寿者
では,全領 域 での低 下 を報告 してい る研 究 と,領域 ご とに異 な る変化 を
報告 して い る研 究が あ る。 また,認知領 域 に よつて は高齢期 まで に見 出
され た知 見 と一致 してい る結果 もあ るが,一致 しない結果 が報告 され て
い る こ ともあつた。 高齢者 を対象 と した研 究 と結果 が一貫 しない認 知領
域 にお いて は,百寿者 を対象 と した研 究 で も結果 が一貫 してい ない。
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従 来 の 百寿 者 研 究 に は,いくつ か の 問題 点 が指 摘 で き る。 それ は,百
寿 者 とい う集 団 の特 異性 に起 因す るのか も しれ な い。
ひ とつ に は,評価 方 法 の 問題 で あ る。 先 行 研 究 を概 観 す る と,研究 に
よ り使 用 され るパ フ ォー マ ンス検 査や 判 定 基 準 が様 々で,このた め に統
一 的 な知 見 を得 に く くな って い る。 また研 究 間 で 同 じ検 査 を用 い て い て
も,採用 して い るカ ッ トオ フ値 が統 一 され て い な い場 合 もあ る。 パ フ ォ
ー マ ンス検 査 にお け るカ ッ トオ フ値 に 関 して は,臨床 的 な判 定基 準 に よ
る判 定 との乖 離 が示 され る こ とが あ り,一般 の 高齢 者 か ら算 出 され た基
準 を百寿 者 にそ のま ま適 応 して よいの か とい った 問題 も挙 げ られ る。 ま
た 高齢 で あ るが 故 の身 体虚 弱 の た めに,採用 で き る調 査 方 法 は短 時 間 で
実 施 で き る もの,身体 的負 担 が少 ない もの に限 られ て く る。 どの よ うな
評 価 方 法 が最 適 か につ い て,百寿 者 の年 齢 標 準 的 な状 態 を勘 案 し,研究
者 間 で コ ンセ ンサス を構 築す る こ とが必 要 で あ ろ う。
次 に,サンプ リング に 関す る問題 が挙 げ られ る。そ もそ も百寿者 は 100
歳 ま で生 き残 つた とい う特 異 な集 団で あ るた め,対照群 の設 定 が簡 単 で
は な い。 例 え ば, 日本 の 百寿 者 は,増加 した とは い え,全人 口の 0.03%
に過 ぎな い うえ に,男性 の比 率 が 13%と男女 比 に大 き な偏 りが み られ る。
異 な る年 齢 群 を対照 群 と して設 定す る場 合 を考 えてみ る。 対 照群 を設 定
す る上 で ,検討 したい 要 因以 外 の属性 は群 間 で で き るだ け統 一 した いが ,
百寿 者 の男 女 比 に対 照群 を揃 え よ うとす る と,対照群 の代 表 性 が損 な わ
れ て しま う。 一 方 百寿者 の男 女 比 を変 えて も同様 の 問題 が発 生す る。 解
決 策 のひ とつ と して,ある側 面や 基 準 を用 い て集 団 を分 類 し比較 を行 う
方 法 が考 え られ る。 た だ し,この た め に もや は り,百寿 者 とい う年 齢 集
団 にお け る標 準 的状 態 像 の解 明 が必要 で あ る と考 え られ る。
本 研 究 で は,先に掲 げた 目的 に関 して,以下 の 点 の検 討 を行 う。
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ひ とつ に は,MMSE,CDRによ る認 知機 能 評価 の 記 述 統 計 的 なデ ー タ
を提 示 し,それ らに基 づ い て,百寿 者 にお け るMMSEカッ トオ フ値 の推
定 を行 う。
ふ たつ め と して,MMSEで沢1定され る複 数 の認 知 領 域 に 関 して,認知
的 に健 常 な 百寿 者 と前期 お よび 後 期 高 齢 者 とを比 較 し,健常 百 寿 者 の認
知機 能 にお け る特徴 を検 討 す る。 こ こで示 され る百 寿者 の機 能 状 態 は ,
健 常加 齢 の結 果 と して考 え られ るの で,この報告 で は認 知機 能 に対 す る
健 常加 齢 の影 響 を示 す こ とが で き るだ ろ う。
最 後 に,認知 障害 を有 す る百寿 者,高齢 者 を含 め て,MMSEによつ て
測 定 され る認 知 領 域 ご との差 異 を検 討 す る。 本報 告 に よ り,健常加 齢 の
影 響 だ けで な く,アル ツハ イ マ~型認 知 症 に代表 され る病 的変 化 の影 響
を検 討 す る こ とがで き る。 特 に,健常 百寿者 と認 知 症 高齢 者 の比 較 に よ
り,健常加 齢 と病 的変化 の差 異 が浮 き彫 りに され る と期 待 で き る。
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方 法
本 研 究 は,平成 11～13年度 長 寿 科 学 総 合研 究 事 業「百寿 者 の多 面 的検
討 とそ の 国 際 比較 」(代表研 究者 :広瀬 信 義),ならび に平成 17～18年度
長 寿 科 学 総 合 研 究事 業 「健 康 長 寿 に関与 す る要 因 の研 究 ―超 百寿 者 及 び
長 寿 Sib調査 」 (代表 研 究者 :広瀬 信 義)で行 われ た 「東 京 百寿 者 調 査 」
のデ ー タの一 部 を使 用 して い る。 調査 は,東京都 老 人 総 合 研 究所 (現。
東 京都 健 康 長 寿 医療 セ ン ター研 究所),慶応 義 塾 大 学 医学 部,沖縄 長 寿 科
学研 究 セ ン ター,浜松 医科 大 学,神戸 大 学 医学部,愛知 医科 大 学,理化
学研 究所,愛媛 大学 医学 部 の共 同研 究 と して 実施 され た。
本 章 で は,百寿者 を対 象 と した調 査 の方 法 につ い て述 べ る。 個 別 の分
析 の際 に,個々 に採 用 され た方 法 や 対 象 者 (例えば,対照 群 の設 定,分
析 方 法 な ど)につ い て は,当該 の 章 で それ ぞ れ に記 載 す る。
(1)対象 者
対 象 者 の選 出 (図 1のフ ォ ロー チ ャー トを参 照)には厚 生 労働 省 か ら
発 行 され て い た全 国 高齢 者 名 簿 を用 い た。2000年度 お よび 2001年度 全
国高齢 者 名 簿 には,東京 都 23区在 住 です で に 100歳を超 えて い るか 2001
年 度 末 ま で に 100歳にな る高齢 者 が 1785名記載 され て い た。 この うち ,
住 所 が判 明 した 1194名(66.9%)に郵 送 で調 査概 要 の説 明 と協 力 依 頼 を
行 った。 この調 査協 力依 頼 に対 し,本人 も しくは家 族 か ら同意 が得 られ
た の は 513名だ った。訪 問調 査 に 同意 が得 られ た 304名(男性 66名,女
性 238名)につ いて,訪問調 査 を実施 した。 残 りの 209名につ い て は郵
送調 査 のみ 実 施 した。
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訪 間調 査 に参 加 した 304名の うち,極度 に視 力 や 聴 力 が 悪 い な どの機
能 的 理 由 (13名),拒否 な ど (13名)の理 由 に よつ て,MMSEがま っ た
く実 施 で き ない か ,大部 分 の項 目が 実施 で き な か つた 26名は分 析 か ら除
外 した。
そ の結 果,最終 的 な分 析 対 象 は,MMSEを実施 した の は 278名(男性
59名,女性 219名)であ つた (表3)。平 均 年 齢 は 101.1歳(SDl.70)で
あ った。 な お,この分 析 対 象 者 の うち,44名は寝 た き りで あ つた り,も
しくは呼び か け に対 す る応 答 が な か つた りで あつた た め,MMSEは0点
と して算 出 した。
訪 問対 象者 につ い て,郵送 のみ の対 象 者 と,年齢 お よび 基本 的 日常
生活 動 作能 力 (Basic activities of daily living,以下,B―ADL)を性 別 と
の 2要因 の分 散 分 析 を用 い て比 較 した。 B―ADLは,Barthel indcx(100
点満 点,高い ほ ど ADL機能 が高 い)によつて評価 した。年 齢 は,訪問 対
象者 が 101.o±1.97歳,郵送 のみ対 象者 で 100.7±1.18最で,訪問対 象 者
で有 意 に高 か った (F[1,513]=8.440,′0 004)。B¨ADLは,訪問対 象者 が
44.1.0±34.82,郵送 のみ 対 象 者 で 34.4±32.7で,訪問対 象 者 で有 意 に 高
か っ た (F[1,513]=7.852,′=0 005)。この こ とか ら,訪問対 象 者 は,百寿























図 1 対象者選出のフローチャー ト































※教 育年 数 が不 明 だ つた 8名を 除 い て 計 算
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(2)認知機 能評価
認 知 機 能 評 価 に は,MMsE(Mini―Me tal Statc Examination: Folstein et
al.,1975)と CDR(Clinical Dementia Rating: Hughcs et al.,1982)を用
い た 。
MMSEは11項目 (時間 の 見 当識,場所 の 見 当識,即時 再 生,計算 ・ 逆
唱,遅延 再 生,物品 呼 称 ,文章 反 復,視覚 指 示 ,聴覚 指 示,文章 作 成 ,
五 角形 模 写 )からな る認 知 症 の簡 易 ス ク リー ニ ン グ検 査 で あ る。30点
満 点 で,開発 した Folstcin et al.(1975)では,20点以 下 で認 知 障害 が あ
る と され て い るが,その後 の検 討 で,多くの研 究 で 23/24点をカ ッ トオ
フ値 とす るの が一般 的 に な っ て い る (Anthony et al.,1982;Tombaugh&
Mclntyre,1992)。項 目を表 4に示 した。
MMSEに関 して因 子 分 析 行 った研 究 で は,MMSEは3ない し 5因子 を
含 ん で い る こ とを示 して い る (Jones&Gallo,2000;Hill&Backman,1995;
Tinklenbcrg et al.,1990)。Joncs&Gallo(2000)は,地域 在 住 高齢 者 の大
規 模 サ ンプル (50-98歳,n=8556)を分析 し,5因子解 が最 も妥 当で あ る
こ とを見 出 した (表 5)。 た だ し,文章反 復 課 題 は どの 因子 か らもほ とん
ど影 響 を示 さな かっ た。本 研 究 で は,Jones&Ga1loの5因子 を MMSEに
よ つて評 価 され る個 別 の認 知領 域 と考 え,下位 項 目を合 計 した得 点 を算
出 し,それ ぞ れ の認 知領 域 の得 点 と した。
上 記 の5因子 は,特定 の認 知機 能 を反 映 して い る と考 え られ る。 第 1領
域 :Concentrationは,連続 引算/逆唱 (5点満 点)に対 応 し,作業記 憶
(working memOry)を反 映 す るだ ろ う。 第2領域 :Language&Praxisは,
物 品呼称,視覚 指示,聴覚 指 示,文章作 成,図形模 写 か ら構 成 され (8
点),言語 能 力 (verbal ability)および遂 行機 能 (executive function)を
反 映す るだ ろ う。第 3領域 :OrietttatiOnは時 間 見 当識 と場所 見 当識 か ら構
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成 され (10点),見当識 と呼 ばれ る能 力 を反 映 して い るが,見当識 は記
憶 や 空 間認 識 とい つた複 数 の認 知機 能 が 関連 し,また ライ フス タイル や
社 会 的状 況 に よ って影 響 され る複 合 的 な機 能 で あ る。 第4領域 :MemOry
は遅 延 再 生 (3点)で,長期 記 憶 (sccondary memory)を反 映 して い る。
第5領域 :Attentionは即 時再 生 (3点)で短 期 記憶 (primary memory)を
反 映 して い る と考 え られ る。文章 反 復 課 題 は どの領 域 に も含 まれ な い が ,
短 期 記 憶 ま た は言 語機 能 との 関連 が想 定 され る。
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表 4 MMSEの項 目一 覧




a駒 離 の 「鍵」「硬貨」「たばこ」を思い出し,言う.
am″″の 「時計」「鉛筆」の実物を見て,その名称を言う.







表 5 Jones&Gal16(2000)の因子分 析 結 果 に基 づ く 5つの認 知 領 域
因子 項 目 勧 簿
Concentration 計算/逆]昌 作業記憶









CDR(Clinical Dementia Rating)は,認知 症 の 臨床 的 判 定 基 準 と して
用 い た。
CDRは,対象者 の行 動観 察 か ら, 6つの領 域 (記憶,見当識,判断 力
お よび 問題 解 決,社会適 応,家庭 状 況 。趣 味,セル フケ ア)に関 して 5
段 階 (CDRO:健康 ～CDR3:高度 認 知 症)で認 知 症 の重 症 度 を判 定す る
尺度 で あ る。 また,CDR3以上 の重 症 度 につ いて領 域 を超 えた基 準 で さ
らに 2段階,CDR4と5が設 定 され て い る。
実 際訪 問 して対 象 者 本 人 に面接 した検 査者 を含 む,老年 心 理 学 者 3名
が,訪問後 の ミー テ ィン グで,VTRで記 録 され た 百寿 者 の面 接 場 面や 参
加 者 家 族 か ら聴 取 され た 日常 生 活 にお け る活 動や 状 態 に も とづ き,6つ
の CDR領域 ご との ボ ックス得 点 を評 価 し,CDRの総 合 得 点 を決 定 した。
CDRの総 合 得 点 は,標準 的 な方 法 と して (目黒,2004),記憶 得 点 を基 に
して以 下 の よ うに計 算 され た。 も し記 憶 を除 く 3つ以 上 の項 目が記 憶 得
点 と同 じか よ り軽 度 だ つ た な ら,総合 得 点 は記憶 得 点 と同 じに な る。 も
し 3項目以 上 記憶 得 点 よ り重 度 だ つた な ら,総合 得 点 は 3項目の得 点 と
同 じに され た。 しか し,社会 適 応,家庭 状 況 ・趣 味,セル フ ケ ア に 関 し
て,もし障 害 の原 因 が認 知 障害 に よ る もので は な く明 らか に身 体 的 障害
に よ る もの で あ る場 合,1から 2段階軽 度 に変 更 され た。
CDR判定 の 区分 につ い て は,図2に示 した。厳 密 に は CDR判定 だ け
で認 知 症 か ど うか の確 定 的 な診 断 はで き ない が,認知 症 の状 態 につ い て
「客観 的 で神 経 生 物 学 的 な病 変 とい う 「本 質 」 を,臨床 的 な「現 象 」に基
づ い て い か に近似 的 に判 断 で き るか とい う手 段 」 (目黒,2004,p15-16)
と して適 切 で あ る と考 え られ る。 本 報 告 で は ,「認 知 障 害 」 と 「認 知 症 」
を 区別 し,CDRl以上 を便 宜 的 に 「認 知症 」 あ りと した。CDRO.5につ い
て は,MCIとの 関連 か ら,「認 知 障害 は あ るが,認知 症 で は な い 」 と考
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え るか 「最 軽 度 認 知 症 」 と考 え るか,その両 方 の立場 が あ り,結論 は 出
て い な い (例えば, 日黒 ら,2003)。いず れ にせ よ,CDRl以上 は 「認 知
症 」 で あ る点 は一致 して い るた め,本稿 で は前者 の 立場 で論 考 を進 め ,
「認 知 障害 」 の有無 につ い て は,CDRが0か0.5以上 か で判 定 を行 い ,
「認 知 症 」 の有 無 につ い て は,CDRが0.5以下 か 1以上 か で判 定 を行 っ









騎 臨 鍋 難
認知症
Derlleョ剛哺a
図 2 CDRの7段階 と認 知 障 害 の 有 無 , 認 知 症 の 有 無 の 基 準
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(3)認知機 能 評価 以 外 の項 目
認 知 機 能 評 価 項 目以 外 に,基本 的 日常 生 活 動 作 能 力 (Basic Activities of
Daily L市ing;B―ADL),視聴 覚機 能,教育歴 を尋 ね た。
B―ADLは, Barthel lndex(MahOney&Barthcl,1965)を用 いて測 定 し
た。 バ ー セル 指 標 は ,「食 事 」「車 椅子 か らベ ッ ドヘ の移 動 」「整 容 」「 ト
イ レ動 作 」「入 浴 」「歩 行 」「階段 の昇 降」「着 替 え」「排 便 」「排 尿 」 の 10
項 目につ い て そ の 自立度 を 2段階 か ら4段階 で評 価 し得 点化 す る尺度 で
あ る。得 点 の範 囲は 0点か ら 100点で,得点 が 高 い ほ どADLが高 い こ と
を意 味 す る。
視 聴 覚 能 力 は,百寿 者 本 人 も しくは家 族 に よ って,5カテ ゴ リー に従
って評 価 され た。視 覚機 能 の 5カテ ゴ リー は,「問題 な し」「大 体 見 え る
が不 完 全 」「大 きな活 字 が分 か る」「顔 の輪 郭 が わ か る」 お よび 「ま った
く見 え な い」 で あっ た。 聴 覚機 能 の 5カテ ゴ リー は,「問題 な し」「大 声
で話 せ ば 聞 こえ る」「耳 元 で話 せ ば聞 こえ る」「耳 元 で 大 きな 声 を出せ ば
聞 こえ る」「ま った く聞 こえな い」 で あ った。
教 育 歴 は,最後 に卒 業 した学校 も しくは何 年 学校 に通 つた か を,百寿
者 本 人 も しくは家族 に尋 ね た。教 育年 数 に よって,3水準 に分 類 され た。
全 く通 つた こ とがな い (「未 就 学 」)も含 めて 9年以 下 を 「初 等 教 育 」,10
年 ～ 12年を 「中等教 育 」,13年以 上 を 「高等 教 育 」 と した。
(4)手続 き
面接 調 査 は,調査 時 に百寿者 が住 んで い る場 所,すな わ ち 自宅,介護
施設,病院 な どに訪 問 して 実施 した。 面接 で は,百寿 者 本 人 ま た は家族
に教 育 歴 や 視 聴 覚能 力 を含 む 背 景 情報 を聴 取 し,それ か ら個 別 に百寿 者
にMMSEを実施 し,CDRを評 価 す るた めの項 目を尋 ね た。
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CDRの評 価 及 び 得 点化 に あた つ て は,Hughes ct al.(1982),Morris
(1993),Gelb&St.Laurent(1993), 日黒 (2004)を参 考 に した。 百
寿者 に面接 の 際,いくつ か の項 目に関 して は,MMSEの類 似 の項 目 (遅
延 再 生,時間及 び場 所 の見 当識,計算,など)で代 用 した。 さ らに,い
くつ か の質 問 を追加 した。 記 憶 の評価 に際 して,我々 は最 近 及 び過 去 の
エ ピ ソー ド,職業,教育 水 準,家族 歴 を尋 ね た。見 当識 の評 価 に際 して ,
百寿者 と家 族 成 員 (も しくは介 護 者)との 関係 を尋 ね た。
判 断 力 お よび 問題 解 決 に 関す る評 価 は,かな り困難 で あ つ た。 一 部 の
対 象者 に は ワー ク シー トの質 問 を尋 ね た が,人数 は 多 くは な か つた。 む
しろ,イン タ ビュー の 中で;面接 の意 義 を理 解 して い るか ど うかや,対
象 者 個 人 の生 活 の 中で生 じる個 別 的 な 問題 に対 して意 見 を述 べ る こ とが
で き るか (どの よ うに対 処 す るか, した らよいか な ど),時事 問題 につ
い て意 見 を述 べ る こ とが で き るか な どを重視 して判 断 した。 ワー ク シー
トで設 定 され て い る よ うな仮 定 の場 面 を用 い る と,問題 が本 人 の生 活 状
況 と大 き くか け離 れ る こ とが あ る。 例 え ば, 日本 語 版 の質 問 で は,「知
らな い 町 に友 達 に会 い に行 く」 「近所 で火 事 が起 こ る」 とい つた仮 定 の
場 面 で の対 処 方 法 が 質 問 され るが,「足 が悪 くて 出 か け られ な い 」 「友
達 は全 員 死 ん だ 」 「 (ベッ ドか ら動 け な い の で)家族 に助 け を求 め る」
とい っ た 自分 の生活 状 況 に即 した 回答 が 見 られ る。 こ うした 回答 は ワー
ク シー トの判 定基 準 で は決 して正 解 とは言 えない が,彼らの個 々 の身 体
機 能 や 生活 状 況 を配 慮 す れ ば正解 で あ る。 そ のた め,個々人 の生 活 の 中
で の具 体 的 な行 動 を聴 取す るほ うが よ り妥 当で あ る と考 えた。 ま た 一 部
の対 象 者 は,調査者 の労 をね ぎ ら う 。お 茶 菓 子 をふ るま う,調査 内容 や
結 果 に 関 して質 問 をす る, 自分 の趣 味 につ い て熱 心 に語 るな ど とい らた
行 動 を示 し,評価 の参 考 と した。
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加 えて,判定 に際 して は家族 へ のイ ン タ ビュー も重視 した。 家族 に対
して,記憶 障害 の有 無 (数日前 の こ とを覚 えて い るか,主な身 内 の近 況
を把 握 して い るか,思い 出話 をす る こ とが で き るか,等),判断力 お よ
び 問題 解 決 能 力 (テレビや 新 間 の ニ ュー ス を見 て理 解 して い るか,人の
相 談 に乗 る こ とがで き るか,等),社会適 応 (留守 番 を任 せ る こ とが で
き るか, 日常 的 に して い る家 事 や 仕 事 が あ るか,人前 で身 な りに気 を使
うこ とが で き るか,等)を聴 取 した。 そ の他,職歴,趣味 の有 無, 日課
と して い る こ と,ADLおよび セ ル フケ ア につ い て も聴 取 した。 ま た,本
人 が話 したエ ピ ソー ドや 生活 状 況 が正 確 か ど うか を家族 に確 認 した。
最 終 的 に,各領 域 の機 能 が総 体 と して 日常 生活 の 中で 障 害 な く機 能 し
て い るか ど うか を考 慮 して,先述 した方 法 で 不 コア リン グ を行 い最 終 的
な重 症 度 を決 定 した。
(5)倫理 的配 慮
我 々 は,百寿者及 び家 族 に,この研 究 の 目的,個人 情 報 の保 護,およ
び拒 否 した場 合 もな ん ら不利 益 を受 け ない こ とを説 明 した。 それ か ら ,
百寿 者 も しくは家族 か ら書 面 で 同意 を得 た。
ま た,慶應 義 塾 大 学 医学 部 お よび東 京 都 老 人総 合研 究所 の倫 理 委員 会
で本 研 究 は承認 され た。
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3。 結果 (1)MMSE,CDRによる認 知機能評価 の概 要 とMMSEカッ
トオ フ値 の推 定
(1)目的
百寿者 に代 表 され る超 高齢 者 の認 知機 能評 価 に は MMSE(Mini―Mental
State Examination)などの認 知症 の簡 易 ス ク リー ニ ン グ検 査 が よ く用 い
られ る。 これ は,認知症 の簡 易 ス ク リー ニ ン グ検 査 が短 時 間 で 実 施 可能
で あ り,対象者 の 身 体 的 な負 担 が軽 い こ と,また,簡便 で あ りな が ら ,
認 知機 能 全 般 を評 価 で き る こ とか ら,超高齢 者 の認 知機 能 を沢1定す るの
に適 して い る と考 え られ るた めで あ る (Tombaugh&Mclntyre,1992;
Brayne,1998)。我 々 も MMSEを使 用 して認 知 機 能 評 価 を実 施 して い る。
しか し,こうした超 高 齢者 層 にお け る認 知 症 と健 常 を判 別 す るカ ッ ト
オ フ値 が何 点 で あ るか とい つた検 討 は これ ま で あま り行 われ て い な い。
百 寿 者 を対 象 と した先行 研 究 を概 観 す る と,おお む ね の報 告 で は,従来
の MMSEで用 い られ て きた カ ッ トオ フ値,例えば,MMSEを開発 した
Folstcin et al.(1975)は20/21点,また Anthony ct al.(1982)の検 討 以
降広 く使 用 され る よ うに な つた 23/24点の カ ッ トオ フ値 が そ の ま ま利 用
され て い る (例え ば, Andersen―Ra berg et al.,2001;Anderscn et al.,1998;
Nybo et al.,1998;Ravaglia et al.,1997など)。
これ ら従 来 用 い られ て きた カ ッ トオ フ値 は,65歳か ら 74歳ま で の前
期 高齢 者 や 75歳か ら 84歳ま で の後 期 高齢 者 を対 象 と して設 定 され て お
り,加齢 に よる機 能低 下 を考 慮 す れ ば,85歳以上 の超 高齢 者 にそ の ま ま
適 用 す る こ とは,この年 齢層 にお け る認 知症 高齢 者 数 を過 大 に見積 もつ
て しま うこ とに な り適切 で は な い と考 え られ る。 実 際,百寿者 を対 象 と
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し た 調 査 の 一 部 で,CDR(Hughes ct al。,1982)やDSM―Ⅳ (American
Psychiatric Association,1994)とい っ た 臨床 的 な診 断基 準 と MMSEでの
判 定 との 間 で 乖離 (認知 症 が な い と判 定 され な が ら,カッ トオ フ値 を下
回 るケ ー ス)が報告 され て い る (稲垣 ら,1992;Paolisso et al.,1995;
Paolisso et al., 1997)。
Tombaugh&Mclntyre(1992)は,MMSEを用 いて い る研 究 を レ ビュー
し,MMSE得点 が加 齢 に よ り低 下す る こ とを報 告 し,その こ とに よ り ,
年 齢 と独 立 に設 定 され た カ ッ トオ フ得 点 (例え ば,23/24)が,より高齢
な成 人 にお け る認 知 的 障 害 を過 大 評価 す る危 険性 を指 摘 して い た。今 後 ,
超 高齢 者 人 口は ます ます 増 加 す る こ とが 予想 され,それ に伴 い地 域 サ ン
プル を対 象 と した調 査 な どで も超 高齢 者 層 を対 象 と した ス ク リー ニ ン グ
検 査 の使 用 機 会 は 当然 増 え る こ とが考 え られ る。認 知 症 に よ らな い,加
齢 に よ る認 知機 能 の低 下 を考 えれ ば,超高齢 者 に使 用 す る場 合 の カ ッ ト
オ フ値 は,より若 い 高齢 者 に用 い る場 合 よ りも低 く設 定 され る必 要 が あ
る と考 え られ るが,現在 ま で の ところ,超高齢 者 に適 切 なカ ッ トオ フ値
は検 討 され て い ない。
上 記 を踏 ま え,本稿 で は,MMSEおよび CDRの基礎 集 計 デ ー タ を提 示
す る こ とで,わが国 にお け る百寿 者 の一般 的 な認 知機 能 の状 態 を示 し ,
それ らに基 づ き,ROC曲線 (rece市r Operating characteristic curvc)を利
用 して,百寿 者 にお け る MMSEのカ ッ トオ フ値 の検 討 を行 う。
(2)方法
1)調査 対 象
「第 2章 方 法 (1)対象 者 」 に示 した通 りで あ る。
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2)項目
「第 2章 方 法 2.認知機 能 評 価 」 な らび に 「同 3.認知機 能 評
価 以外 の項 目」 に示 した 通 りで あ る。
本 稿 で は,CDRで0(健常)と0.5(認知 症 疑 い)を「認 知 症 な し」,
CDRで1(軽度 認 知症)以上 を 「認 知 症 あ り」 と して分 析 した。
(3)結果
1)MMSE得点 の概 要
図 3にMMSE得点 の分 布 を示 した。 得 点範 囲 は 0点か ら 29点と幅 広
く,最頻 値 は 0,中央値 は 12だつた。Folstein ct al.(1976)のカ ッ トオ
フ値 (20/21点)に基 づ き,認知 障 害 の有 無 を判 定 した とこ ろ,認知 障
害 が な い と推 定 され る対 象 者 (21点以 上)は,全体 で 60名(21.8%),
男 女別 にみ る と,男性 で 24名(40.7%),女性 で 36名(16.5%)だつた
(図4)。教 育歴 別 にみ る と,認知 障 害 が な い と推 定 され る対 象者 (21
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MMSE合計 得 点 な らび に 下位 11項目,5つの認 知領 域 ご との平 均 得
点 に関 して,性別,教育歴 別 に計 算 した。
性 別 の結 果 を表 5に示 した。 男 性 (N=59)と女 性 (N=219)では ,
平 均年 齢 に有 意 差 は なか つた が,教育 年 数 (男性 10.32±4.48年,女性
8.89±3.49年, F[1,264]=6.5221,′=0.01 )と, Barthel index得点 (男
J性 61.69±34.95点, 力 性 39.82±32.86点, F[1,277]=20.047,′<0.001)
で,女性 に比 べ て男 性 で有 意 に高 か つた。
MMSE合計 得 点 は,全体 で 12.10±8.25点だ った。 男性 は 15.53±8.46
点,女性 は 11.17±.96点で,男性 で有 意 に得 点 が 高 か っ た (F[1,277]=
13.517,′<0.001)。下位 項 目ご とに性 差 を比 較 す る と,時間 見 当識
(F[1,277]=6.506,′0 011),場所 見 当識 (F[1,277]=19.871,′<0.001),
計 算・ 逆 唱 (F[1,277]=13.766,′<0 001),遅延 再 生 (F[1,277]=H.589,
ρ=0.001),文章 完 成 (F[1,277]=7.393,′0 007),五角 形 模 写 (F[1,277]=
23.627,′<0.001)の6項目で有 意 な性 差 が示 され,いず れ も女性 に比
べ 男性 で得 点 が 高 か つた。5つの認 知 領 域 ご とに性 差 を比 較 す る と ,
cOn6entration(F[1,277]=13.766,′<0.001),Language&praxis(F[1,277]=
7.783,′=0.006), Oricntation(F[1,277]=14.567,′<0.001), Ⅳ【emOry
(F[1,277]=H.589,′0.001)の4領域 で 有 意 な性 差 が示 され ,いず れ
も女性 に比 べ 男性 で得 点 が 高 か つ た。
次 に,教育 歴 につ い て,情報 が得 られ な か つた 8名を除 く 270名の
結 果 を表 6に示 した。 初 等 教 育 群 (N=153),中等 教 育 群 (N=63),高
等 教 育 群 (N=54)で,教育 年 数 に有 意 差 が 示 され た (F[2,269]=588.077,
′<0.001)が, 年 齢 , Barthcl indexイ尋′点に差 は ノ蟄か つた。
MMSE合計 得 点 は,初等教 育群 で 11.25±7.81点,中等教 育群 で 11.51
±8.48点,高等教育群 15。98±8.32点で,分散 分析 の結果,有意 な主効
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果 が 示 され (F[2,269]=7.211,′0 001),高等 教 育 群 が他 の 2群よ りも
得 点 が有 意 に高 か っ た。下位 項 目別 にみ る と,場所 の 見 当識 (F[2,269]=
7.623,′=0.001),即時再 生 (F[2,269]=3.614,′0.028),計算・ 逆 唱
(F[2,269]=7.319,′0 001), 物 品 呼称 (F[2,269]=3.125,′0 046), 文
章 反 復 (F[2,269]=8.913,′<0 001),文章 完 成 (F[2,269]=5.707,′0 0 4),
五 角 形 模 写 (F[2,269]=8.624,′<0.001)で有 意 な 主 効 果 が 示 され た。
下位 検 定 の結 果,場所 の 見 当識,計算 ・ 逆 唱,文章 完成 で は,高等 教
育群 が他 の 2群よ り得 点 が 高 か っ た。 即 時 再 生,文章反 復,五角 形模
写 で は,高等 教 育群 が初 等 教 育 群 よ りも得 点 が高 か った。 そ の他 の群
間 で は差 は なか った。 物 品呼称 で は,高等 教 育群 が 中等 教 育群 よ りも
得 点 が 高 く,その他 の群 間 で は差 が な か った。
認 知領 域 別 にみ る と, Concentration(F[2,269]=7.319,′=0.001),
Language&praxis(F[2,269]=4.626,′=0.011), Orientation(F[2,269]=
5.982,′=0.003),Attention(F[2,269]=3.614,′=0.0 8)で有 意 な主効果
が示 され た。 下位 検 定 の 結果,Concentration,Language&praxis,
Orientationでは,高等 教 育 群 が他 の 2群よ りも得 点 が 高 か った。
Attentionで高等 教 育 群 が 中等 教 育群 よ りも得 点 が 高 く,その他 の群 間
で は差 が な か っ た。
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表5 男女別のMMSE合計得点および下位項目,認知領域ごとの平均得点およびSD




































































12.10±8.25    ***
1.49=量1.80     *
2.17±1.84     ***
1.44±1.27     ns
l.33±1.73     ***
0.47=ヒ0.89     ***
1155=LO.80     ns
O.38=ヒ0.49     ns
2.31=Ll.18     ns
O.56ELO.50     ns
O.41 ELO.49     **
0.38=LO.49     ***
1.33±1.73     ***
5.21=L2.79     **
3.66EL3.35     ***
0.47=LO.88     ***
1.44±1.27     ns
O.38ELO.49     ns
101.10±.70    ns
9.20二L3.76     *




























12.26=L8.26    ***
1.52=Ll.81     ns
2.20±1.85     ***
1.46=量127     *
1.36±1.74     ***
0.47=LO.88     ns
l.56ELO:80     *
0.39=生0.49     ***
2.32±1.18     ns
O.57=LO.50     ns
O.41二LO.49     **
0.39=LO.49     ***
1.36±1.74     ***
5.26二L2.79     *
3.72=ヒ3.36     **
0.47=LO.88     ns
l.46二量1.27     *












































































CDRによ る認 知機 能 の評 価 ,すな わ ち臨床 判 定 基 準 に よ る認 知 症 の有
無 につ い て の推 定値 を,図6,図7に示 した。
「認 知 障 害 」が な い ,すな わ ち CDRが0と判 定 され た 百寿 者 は 24.8%,
認 知 症 で は な い が軽 度 の認 知 障 害 が あ る (CDRO.5)と判 定 され た 百 寿 者
は 13.3%だつた。CDRl以上 を 「認 知 症 」 が あ る と した場 合,上記 を除
い た人 数 が認 知 症 の 百寿 者 とな り,有病 率 は 61.9%と推 定 され た。 男 女
別 にみ る と,CDRl以上 は 男性 で 25名(42.4%),女性 で 147名(67.1%)
だ つた (図 6)。 教 育 歴 別 にみ る と,初等 教 育 101名(66.0%),中等 教 育
40名(63.5%),高等 教 育 23名(42.6%)であ つた (図7)。 ち なみ に ,
教 育年 数 が 不 明 だ つた 8名は 8名とも CDRが1以上 だ った。
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図 6
男性           女性
CDRによる認 知 障害 の重症度判 定 :男女別
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図 7
初等教育    中等教育    高等教育
CDRによる認知障害の重症度判定 :教育歴別
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3)CDRに基 づ く MMsEのカ ッ トオ フ値 の推 定
図 8は,CDR判定 にお け る認 知 症 の有 無 別 に MMSEの得 点 分布 を示 し
た もの で あ る。縦軸 は MMSE得点,横軸 は得 点 ご との人 数 分布 を%で示
した頻 度 を示 してい る。 図 8の左 側 が CDRO.5以下,すな わ ち 「認 知 症
な し」 群 の 分布 を,右側 が CDRl以上,すな わ ち 「認 知 症 あ り」 群 の分
布 を示 して い る。 ま た,図8には,カッ トオ フ値 20/21点を あ らわす 直
線 を引 い て い る。図 8の右 側 ,つま り認 知 症 あ り群 で は全 員 が 20点以 下
だ が,図8の左 側,つま り認 知 症 な し群 で は,全員 が 21点を上 回 つて い
るわ けで は な く,20点を 下 回 つて い る対 象 者 が 多 くい る こ とが分 か る。
CDRで認 知 症 な しと判 定 され な が ら,カッ トオ フ値 の 20点を下 回 つて
い る対 象 者 は 46名で,認知 症 な し群 の 43.4%にの ぼ る。
この CDR判定 を元 に,MMSEの各得 点 をカ ッ トオ フ値 に した場 合 の感
度 (sensitivity)および特 異 度 (spCCificity)をそ れ ぞれ 算 出 し, ROC
曲線 を作成 した。
ROC曲線 は,真陽性 率 (sensiti宙ty)と偽 陽性 率 (1-specificity)を
順 次 プ ロ ッ トした もの で,真陽性 率 を縦 軸 に,偽陽性 率 を横 軸 に プ ロ ッ
トし線 で結 ん だ もの で,診断感 度 お よび 特 異 度 を得 失 (tradc―o ff)の関
係 で 図示 した もので,診断精 度 の評価 や 比 較 に有 益 とされ る (松尾,高
橋 ,1994)。本研 究 の場 合 ,「感 度 」 は,正しく 目的 の対 象 を判 定 で き る
(「認 知 症 あ り」を認 知症 あ りと判 定 で き る)率で ,「1-特異度 」は,日
的 の対 象 で は な いの に 目的 の対 象 と判 定 して しま う (「認 知症 な し」な の
に認 知 症 あ りと判 定す る)率で あ る。図 9は,作成 した ROC曲線 を示 し
て い る。 この ROC曲線 を元 に,(1)「感 度,特異度 が ともに 0.80以上
(1-特異 度 が 0.20以下 )」,かつ,(2)「CDR判定 との一 致 率 が最 大 」
に な る, とい う設 定規 準 を満 たす カ ッ トオ フ値 を推 定 した。 そ の結果 ,
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17/18点が,百寿者 にお け るカ ッ トオ フ値 と推 定 され た。 この とき,感
度=0.97, 1-特異 度 =0。18であ つ た。
図 10は,認知症 の有 無 別 に NII M S E得点 の分布 を示 した グ ラ フ に,本
研 究 で推 定 され た新 しい カ ッ トオ フ値 を加 えた もの で あ る。 カ ッ トオ フ
値 17/18点と した場 合,185名(66.6%)がMMsEで認 知 症 あ り と判 定 さ
れ た 。カ ッ トオ フ値 17/18点で の判 定 とCDR判定 との 一 致 して い た の は ,
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百寿者 で は,MMSEの平 均 点 が低 く,分布 も平 坦 な た め,従来 の カ ッ
トオ フ値 20/21点で は認 知 症 で ない の に認 知 症 と判 定 され て しま う率 (1
-特異 度)が高 く,従来 の カ ッ トオ フ値 を利 用 した 場 合 適 切 な ス ク リー
ニ ン グが で き ない と考 え られ る。 そ こで,本研 究 で CDR判定 を元 に ,
ROC曲線 を利 用 して 百寿 者 にお け る MMSEのカ ッ トオ フ値 を推 定 した。
そ の結 果,最適 の カ ッ トオ フ値 は 17/18点と推 定 され た。 この結 果 は ,
百 寿者 の カ ッ トオ フ値 を従 来 の値 よ りも 3点か ら 6点引 き下 げ る必 要 が
あ る こ とを示 唆 して い る。
先 行 研 究 にお い て も,臨床 像 か ら認 知 的 に健 常 と判 定 され た 百 寿 者 で
あ つて も,MMSEの得 点 が, よ り若 い 高齢 者 よ りも低 くな る こ とが報 告
され て い る (稲垣 ら,1992;Holtsberg et al.,1995;Paolisso et al.,1995;
Paolisso et al。,1997など )。 加 齢 に ともな う認 知機 能 の低 下 は起 こ り うる
もの で あ り,認知機 能 検 査 を用 い て ス ク リー ニ ン グ を行 う場 合 に は,加
齢 の影 響 を考 慮 に入 れ て カ ッ トオ フ値 の 見直 す こ とが 必 要 で あ る と思 わ
れ る。本 稿 で は百寿者 を対象 と した場 合 の MMSEカッ トオ フ値 を検 討 し
た が,この こ とは 85歳以 上 の超 高 齢 者 を対象 と した 場 合 も,百寿 者 ほ ど
で は な い に しろ,カッ トオ フ値 を 引 き下 げ る必要 の あ る こ とが 考 え られ
る。 今 後,超高齢 者 人 口の増加 を背 景 に,超高齢 者 を対 象 と した ス ク リ
ー ニ ン グ検 査 の使 用 場 面 も増加 す る と考 え られ るが,年齢 を考 慮 した カ
ッ トオ フ値 を見 直す こ とが必 要 で あ る と示 唆 され る。
た だ し,本研 究 で は,MMSE得点 の分布 や 平均 得 点,また CDRによ る
認 知 症 の有 病 率 を報 告 した が,本研 究 の分析 対象 者 は,身体 的 に健 康 な
サ ンプル に偏 つて い る可 能 性 が あ る (第2章(1)対象 者 を参 照)ため ,
認 知機 能 を高 く見積 もつ て い る可能性 が あ る こ とは 否 定 で きな い。
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結 果 (2)MMsEによる前期 お よび後期 高齢者 との比較
(1)目的
日本 の人 口の急速 な高齢 化 を背 景 に,百寿 者 の数 が顕 著 に増加 して い
る。 厚 生 労働 省 に よ って報 告 され た 百寿 者 に 関す る統 計 に よれ ば,百寿
者 人 口は近 年 10%ずつ増加 し続 けて い る。 しか し,百寿者 の大 半 は健 康
とは言 い が た く,身体 的虚 弱 と同様,認知機 能 も低 下が 示 され る (Gondo
et al.,2006)。
百 寿者 の認 知機 能 に関す る研 究 の多 くは,Clinical Dcmentia Rating
(CDR:Hughes et al.,1982)やDi gnostic and Statisticalヽ4anual of Meital
D isordcr(DSM)―Ⅳ (Amcrican Psychiatric AssociatiOn,1994)とい っ た
臨床 的診 断 基 準や,Mini_Mental Statc Examination(MMSE:F61stein ct al.,
1975)や改 訂 版 長 谷川 式 簡 易 ス ク リー ニ ン グ検 査 (HDS―R:加藤 ら,1991)
とい つ た ス ク リーニ ング検 査 を用 いて認 知症 の有病 率 を報 告 して い る。
こ うした研 究 の 多 くは,有病 率 を 50 7¨0%と報 告 して い る (第1章表 1
を参 照 )。 また,多くの報 告 に よれ ば,若年 高齢 者 よ りも認 知 症 の割 合 は
多 い とは言 え,百寿 者 の 30-50%は認 知 的 に健 常 と考 え られ る。
しか し,MMsEやHDS―Rとい った認 知 症 の ス ク リー ニ ン グ検 査 を用 い
た先行 研 究 は,認知 的 に健 康 な 百寿者 の得 点 は,若年 の高齢 者 よ りも低
い こ とを見 出 してい る (Holtsberg et al.,1995;Paolisso et al.,1995;
Paolisso ct al.,1997など)。 さ らに,いくつ か の研 究 は,臨床 的 な基 準
で は認 知症 の な い百寿者 で さえ,スク リー ニ ン グ検 査 のカ ッ トオ フ得 点
以 下 の成 績 を示 す こ とを報 告 して い る (稲垣 ら,1992;Paolisso et al.,
1995;Paolisso et al.,1997)。稲 垣 ら (1992 は,総得 点 を一 致 させ た 臨
62
床 的 に認 知 症 の ない 百寿 者 と認 知 症 の 高齢 者 の間 で個 々 の項 目の得 点 を
比 較 した とこ ろ,正答 の 出現 率 が 各 項 目で異 な つて い た。 す な わ ち,百
寿 者 にお け る認 知 的低 下 のパ ター ンは認 知 症 にお け るそ れ と異 な っ て い
た。
認 知 症 の な い 百寿 者 の認 知機 能 は,健常加 齢 の結 果 出現 した もの と考
え られ る。 この認 知 的状 態 の特徴 につ い て,Holtsberg et al.(1995)は,
MMSEを用 い て 60歳お よび 80歳の対 照 群 との項 目ご とに得 点 を比 較 し
て認 知 症 の な い 百寿 者 で あ る認 知機 能 は維 持 され,別の認 知 機 能 は低 下
す る こ とを見 出 した。 百寿 者 の得 点 は,見当識,即時 再 生,および 図 形
模 写 で 両群 よ り低 く,連続 引算/逆唱 お よび 遅 延 再 生 で 60歳群 よ り低 か
った。 物 品 呼称,文章反 復,3段階指 示,視覚指 示,および 文 章 作 成 で
は,3群間 で有 意 差 は見 られ なか つた。Tombaugh&Mclntyre(1992)
に よ る レ ビュー に よれ ば,高齢 者 は遅延 再 生,計算/逆唱,図形模 写 ,
時 間 の 見 当識 とい つ た項 目で誤 答 が 多 く,場所 の見 当識,即時 再 生,物
品呼称 や 文 章 反 復 の よ うな言 語 課 題 で は誤 答 は稀 で あ る。Holtsbcrgらの
結 果 は,百寿 者 の認 知機 能 は,即時 再 生 を除 けば,100歳よ り前 の年 齢
まで に起 こっ て い る変化 が進 ん だ状 態 で あ る こ とを示 して い る。 本 研 究
で は,認知 障 害 の な い 百寿 者 の認 知機 能 の状 態 を記 述 す る こ とに よ つて ,
高度 に加 齢 が進 行 した状 態 で の認 知機 能 にお け る年 齢 の効 果 を確 か め る。
H01tsbcrgらと同様 ,百寿 者 と 60-80歳代 の高齢 者 との 間 で MMSE得点 を
横 断 的 に比較 した。 しか し,本研 究 の方 法 は,Holtsbergらの もの とは重
要 な点 で異 な つ て い た。
本 研 究 で は,認知 症 の よ うな病 的変化 に よ る影 響 を除 くた め に,認知
障 害 の ない 百 寿 者 を選 択 す るの に Clinical Dementia Rating(CDR)を用
い た。Holtsbergらは,認知 障害 の あ る百寿 者 を除外 す るた め に,MMSE
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の カ ッ トオ フ値 を用 い た。 MMSEは認 知 症 に対 して 高 い感 度 を示 す が ,
百 寿者 にお い て認 知 障 害 はMMSE得点 だ けで診 断 す る こ とは 困難 で あ る。
第 1に,オリジナル の カ ッ トオ フ値 が 百寿者 に対 して も妥 当で あ るか は
明 らか で は な い。 我 々 の分析 で は 17/18点が妥 当 で は な い か と推 測 され
て い る (第3章を参 照 )。 第 2に,MMSEだけ で は認 知症 の一側 面,すな
わ ち認 知機 能 を評価 して い るに過 ぎず,社会 的機 能 や 日常 生活 を送 る能
力 を処 理 す る こ とが で き ない。 それ ゆ え,我々 は,認知 障 害 の な い百 寿
者 を 同定 す るた めに臨床 像(CDR)を用 い る こ とが 妥 当で あ る と考 えた。
低 下 した認 知機 能 お よび維 持 され た認 知機 能 を確 か め るた め に,我々
は,全て の項 目ご とで は な く,MMsEの項 目に よっ て反 映 され るい くつ
か の認 知機 能 ご とに得 点 を比 較 した。MMSEは通 常,カッ トオ フ値 に 関
して判 断 され た総得 点 を用 い て ス ク リー ニ ン グ検 査 と して使 用 され る。
しか し,先行 の MMSEの因子 分 析 は,MMSEは3ない し 5因子 を含 ん で
い る こ とを示 してい る (Jones&Gallo,2000;Hill&Backman,1995;
Tinklcnberg et al.,1990)。Jones&Gallo(2000)は,地域 在 住 高齢 者 の大
規模 サ ンプル (50-98歳,n=8556)を分 析 し,5因子解 が最 も妥 当で あ る
こ とを見 出 した。5因子 は,Conccntration(計算/逆唱),Language and
Praxis(視覚 指 示 ,聴覚 指 示 ,文章 作成 ,図形模 写,物品呼称 ),Orientation
(見当識),Memory(遅延 再 生),Attention(即時 再 生)だった。文 章反
復 は どの 因子 か らもほ とん ど影 響 を示 さなか った。我 々 は,Joncs&Gallo
の 5因子 を MMSEによつ て評 価 され る認 知機 能 と考 え,項目の得 点 を合
計 した。
上 記 の5因子 は,特定 の認 知機 能 と同等 で あ る と考 え られ た。
Conccntrationは作業 記 憶 (working memOry)を反 映 し,MemOryは長 期 記
憶 (sccondary memory)を反 映す るだ ろ う。 こ う した認 知機 能 は年 齢 と
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ともに低 下す る こ とが報 告 され て い る (Craik&Jennings,1992,Craik,
2000)。Language&Praxisは,言語 能 力 (vcrbal ability)および 遂 行 機
能 (exccutive function)を反 映 し,Attentionおよび 文 章 反 復 は短 期 記 憶
(primary memory)を反 映 して い るだ ろ う。 こ う した認 知機 能 は年 齢 の
影 響 を受 け に くい と報 告 され て い る (Craik&Jennings,1992;Craik,2000;
Wcchsler,1958,Schaie,1996)。見 当識 は,時間 と場 所 を 同 定す る能 力 を
測 定 して い るが,年齢 に ともな う変 化 は 明 らかで は な い。 とい うの は ,
この能 力 は記 憶 や 空 間認 識 とい つた複 数 の認 知機 能 が 関連 して お り,ま
た ライ フ ス タイル や 社 会 的状 況 に よつ て影 響 され るか らで あ る。
上 記 を踏 ま え,本研 究 で は,MMSE合計 得 点 は前 期 高齢 者 お よび 後 期
高齢 者 よ りも低 い だ ろ うと予想 した。 しか し,合計 得 点 の低 下 は全 て の
認 知領 域 が 同 じよ うに低 下 した結 果 で は な い。Concentration,Orientation,
お よび MemOryは年 齢 効 果 が強 く,百寿 者 の得 点 は よ り若 年 の 高齢 者 よ
りも低 くな るだ ろ う。Languagc&Praxis,Attcntionにお い て は,年齢 の





百寿 者 につ い て第 2章で記 述 した対 象 者 の うち,認知 障 害 の な い 百寿
者 (CDRO)68名(男性 27名,女性41名)を分析 対 象 と した。
対 照 群 と して健 常 高齢 者 のデ ー タを用 いた。60-74歳96名,75-89歳46
名 で,東京 都 内在住 し,自立 生活 を送 る高齢 者 で あ る。 年 齢 と教 育年数
を表 7に示 した。 百寿 者 は対 照 群 と教 育年 数 に有 意 差 は な か った
(F[2,161]=1.823,′=0。16).
2)項目お よび 手続 き
百寿 者 に 関 して は,第2章を参 照 され た い
`
対 照 群 は,彼らの居 住 地 域 内 の公 民館 に来 て,MMSEを受 けた。 分 散
分 析 (ANOVA)によって,年齢 群 (75歳未 満,75歳以 上,百寿者),性
別,教育歴 (初等,中等,高等 教 育)で平 均得 点 を比 較 した。 多 重 比較
は,p値が0.005を有 意 と定 義 した。
3)倫理 的配 慮
参加 者 及 び 家族 に,この研 究 の 目的,個人 情 報 の保 護,および拒 否 し
た場 合 もな ん ら不利 益 を受 け な い こ とを説 明 し,書面 で 同意 を得 た。 ま
た,慶應 義 塾 大 学 医学 部,東京都 老人 総 合研 究 所 で の倫 理 委 員 会 の承認
を得 た。
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表 8に示 す よ うに,75歳未 満 ,75歳以 上,百寿 者 のMMSE総得 点 の平均
及 びSDはそれ ぞれ,27.2±.04点,26.2±.60点,22.3±.32点だ った。
これ は,有意 な年齢 群 の効 果 を示 した (F[2,,192]=24.173,′<0.001)。百
寿 者 の得 点 は,対照 群 よ り有 意 に低 か っ た (′<0.001,Tukey)。性 別 の
効 果,教育 歴 の効果,及び 交 互 作 用 は有 意 で は な か っ た。
表 8には,5認知領 域 及 び 文 章反 復 に関 す る平 均 得 点 及 びSDも示 した。
有 意 な年 齢 群 の効果 が,Orientation(F[2,192]=24.222,′<0.001),MemOry
(F[2,192]=7.925,′<0.001), Attention(F[2,192]=6.412,′<0.005)て,示
され た。 百寿 者 の得 点 は,Conccntration(F[2,192]=1.683,′=0. 89)及び
Language&Praxis(F[2,192]=0.296,′=0.744)を除 き,全て の領 域 で対 照
群 よ り低 か っ た。 文 章反 復 課題 に 関 して,年齢 群 の効 果 は,有意 水 準 が
0.05以下 だ つた (F[2,192]=3.974,′0.020)。
Language&Praxisに関 して,教育水 準 の効 果 が有 意 だ った
(F[2,192]=7.201,′<0 0 )。初 等 教 育 だ けの対 象者 は,高等 教 育 を受 け
た対 象 者 に比 べ得 点 が低 か つた (′く0.001,Tukey)。他 の認 知 領 域 に 関
して は,有意 な主効 果及 び 交 互 作 用 は な か った。
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表 8 各年 齢 群 にお け る MMSE合計 得 点 と 5つの認 知 領 域 ご との 平 均 得
点 お よび SD
前期高齢者 後期高齢者   百寿者
合計得点  27.2±2.04 26.6±2 0 〉 22.3±.32 *
C°器瑞 i°n 3.76±1.67 3.57±1. 6   2.38±1.71
1諄竃暮鼻型声・ 79±056 ■76±057 ■60±063°rli墨』冒:IFn    9・82=ヒ0.41    9.59」ヒ0 6    〉  7.90±1.87   *
鵠 蓄  1.97±0.85  1.89±0. 7 〉 1.32±1.13 *
棚 曹 2.93±0.30 2.83±0.53 〉2.31±0.93 *




か な り高齢 の対象 者 にお け る認 知機 能 を確 か め るた め に,認知 的 に健
常 な 百寿 者 と若 年 の 対 照 群2群との間 でMMsE得点 を横 断 的 に比 較 した。
百寿 者 の合 計 得 点 は若 年 の対 照群 よ り低 か った。MMsEによ って測 定 さ
れ る5つの認 知領 域 それ ぞれ にお け る得 点 に 関 して,Conёentration,
Languagc&Praxis,および 文 章反 復課 題 にお い て は有 意 な差 は な か っ た
が,orientation,Memory,Attcntionにお い て は百寿 者 の得 点 が低 か った。
認 知 的 に健 常 な百寿者 のMMSE得点 が,それ に もか か わ らず,悪い と
い うこの結 果 は,先行研 究 の知 見 と一 貫 して い る (稲垣 ら,1992,
Holtsberg et al., 1995,Paolisso et al., 1995,Paolisso et al., 1997) 。 本研 究
の対 象 者 は,彼らの行 動 の観 察 に 関 して 臨床 的 に評 価 され る こ とに よ っ
て認 知 的 に健 常 だ っ た が,彼らのMMSE得点 (22.5点)は,Folstein et al.
(1975)によっ て確 立 され た カ ッ トオ フ値 (20/21点)に近 い ほ ど悪 化 し
て い た。 す な わ ち,MMsEにお い て,彼らの認 知機 能 は,認知症 の水 準
に近 い と ころ ま で低 下 して い た, と言 え る。 この結 果 は,MMSE総得 点
で反 映 され る全 般 的 な認 知機 能 は,健常加 齢 の影 響 を受 け低 下す る こ と
を示 して い る。つ ま り,100歳で は,心理 検 査 のパ フォー マ ンス上 は,認
知 的 に障 害 の あ る状 態 に近 づ く。
MMSEによ って測 定 され る認 知機 能 の領 域 に焦 点 を 当て た比 較 は ,
Concentration,Language&Praxis,文章反 復 課 題 に関 して,百寿 者 75
歳 以 下 の対 照 群,75歳以 上 の対 照群 の 間 で差 は示 さな か った が ,
Orientation,Memory,Attentionに関 して,百寿者 の得 点 は対 照 群 よ りも
低 か った。Tombaugh&Mclntyre(1992)は, MMsE研究 の彼 らの レ ビュ
ー にお い て,遅延 再 生,連続 引算/逆唱,五角 形模 写,時間 の見 当識 は
加 齢 に と もな っ てエ ラー が増加 す るが,場所 の 見 当識;即時 再 生,物品
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呼 称 や 文 章反 復 の よ うな言 語 項 目は ほ とん ど低 下 しな い とま とめて い る。
遅 延 再 生 や 見 当識 は加 齢 に ともない低 下す るが,こう した機 能 は認 知 症
に よつて も影 響 を受 け,遅延 再 生 は特 に顕 著 に低 下す る こ とが 報 告 され
て い る (Tombaugh&Mclntyre,1992)。この結果 は,これ らの機 能 に お
い て は,健常加 齢 に よ る究極 の低 下 は認 知 症 に よ つて 引 き起 こ され る も
の と類似 す る こ とを示 して い る。
本 研 究 は,加齢 に ともな う言語 的能 力 の低 下 を示 さな か っ た。しか し ,
Language&Praxisに関 して,教育歴 の効 果 が有意 だ つた。 言 語 能 力 を含
む 結 晶性 知 能 は,高齢 者 にお い て維 持 され,その代 りに教 育 の よ うな 環
境 要 因 に よつて影 響 を受 け る こ とが広 く知 られ て い る。加 齢 の 限界 ま で ,
こ う した能 力 が維 持 され,教育歴 の影 響 を受 けた と考 え られ る。
McmoryとOrientationは,加齢 に ともな つ て低 下 して い た。長 期 記 憶 に
お け る低 下 は,年齢 に 関連 した認 知 的変 化 と して顕 著 で あ る。 百 寿者 に
お け るMcmOryは,もつ と若 い 高齢 期 か ら徐 々 に低 下 して い き,現在 の 状
態 ま で変 化 した,と考 え られ る。 さ らに,OrientationはMemoryにお け る
低 下 に よつて影 響 を受 けて い る と考 え られ る。加 えて, 日付 や 場 所 に 関
す る情 報 は 日本 の百 寿者 の 日常 生 活 にお い て ほ とん ど実 用 的 に使 用 され
な い。 この た め,廃用 性 の低 下 で あ る可能性 もあ る。
AttcntionおよびConcentrationに関 して,本研 究 にお け る百寿 者 のパ フ
オー マ ンス は,先行 研 究 とは異 な つて い た。
本 研 究 の百寿 者 にお け るAttentionは,Holtsberg et al.(1995)の結 果 と
一 貫 して い た が,Tombaugh&Mclntyrc(1992)によ つて レ ビュー され た
高齢 者 の結 果 とは一 致 しなか つた。 文 章反 復 課題 の よ うな多 くの 単語 を
含 む 1つの文 章 を繰 り返 す ほ うが,Attcntionの課 題 の よ うな 3つの無 関
係 な単語 を記 銘 す る こ とよ り簡 単 な の か も しれ な い。ま た,concentration
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課 題 で は ,参カロ者 は先 に提 示 され た数 字 と 7とい う数 字 を記 憶 す るの で ,
ConcentratiOnの結果 は文 章反 復 課 題 の それ と同 じだ った の か も しれ な い。
Tombaugh&Mclntyre(1992)のレ ビュー で は短 期 記憶 は人 生 の か な り遅
くまで維 持 され る と考 え られ て い るが,本研 究 の結 果 は短 期 記 憶 さえ も
百 寿者 で は加 齢 に よって影 響 され る こ とを示 して い る。
期 待 に反 して,Concentrationは3つの年 齢 群 の 間で差 は な か った。 こ
の知 見 は,Holtsberg et al.(1995)の結 果 と一 致 して い な か った。 2つ
の研 究 間 の対 照 群 にお け る違 い が原 因 か も しれ な い。H01tsbergらは,百
寿 者 の得 点 は80歳代 の被 験者 のそ れ と差 が なか っ た が,60歳代 の被 験 者
の得 点 よ りも低 か った こ とを報 告 して い る。 他 方,本研 究 で は 百寿者 と
75歳以 下 ま た は75歳以 上 の高齢 者 群 との 間 に違 い は見 られ な か ったι 最
も若 い群 で70歳以上 の対 象者 を含 む こ とは,H01tsbergらの70歳代 の群 と
違 って,我々 の研 究 にお い て 百寿 者 とは違 い が少 な か った の か も しれ な
い。 先 行 研 究 は,一貫 して,高齢 者 で は加 齢 に ともな って作 業 記 憶 が低
下す る こ とを報 告 してお り (Craik&Jcnnings,1992;Craik,2000),百寿
者 にお け る作 業 記憶 は さ らに低 下 して い る こ とを示 して い る。 しか し ,
本 研 究 の結 果 は違 って い た。 一 つ の解 釈 は,記銘 や 想 起 の よ うな記 憶機
能 はloo歳近 くで急 激 に低 下す るが,即時 再 生や 短 期 の情 報 処 理 に 関す る
能 力 は,維持 され るか ゆ っ く り低 下す る可能性 で あ る。 別 の解 釈 は,作
業 記 憶 はす で に60歳代 や 70歳代 で低 下 し始 めて お り十 分 得 点 が低 く,百
寿 者 の得 点 とは差 は あ るが,その差 は統 計 的 に有 意 に な るほ ど大 き くは
な か っ た 可 能性 で あ る。 さ らに,認知 症 を持 つ 高齢者 で は,聴覚 情 報 を




本研 究 の結 果 は,百寿 者 は認 知 症 の 高齢 者 とは異 な っ て お り,情報 を
保 持す る能 力 は低 下 し,情報 を処 理 す る能 力 が維 持 され る こ とを示 して
い る。 この相 違 点 が,健常加 齢 と病 的加 齢 の 大 きな違 い で あ る と考 え ら
れ る。
最 後 に,この研 究 の 限界 を考 え る必 要 が あ る。 ひ とつ は,対照 群 の設
定 に関 して で あ る。 本研 究 で は,対照群 の健 常 高齢 者 を,地域 社 会 で 自
立 して生 活 して い る とい う基 準 で選 定 を した が,CDRによ る判 定 を行 っ
て い な い。 認 知 症 の要件 のひ とつ で あ る 「生 活 障害 」 が無 か っ た こ とか
ら,例え認 知 障 害 が あった と して もそ の程 度 は小 さい もの で あ る と考 え
られ るが,厳密 にい えば,CDRO.5また は 1の高齢 者 も含 まれ て い た か も
しれ な い。 ふ たつ め と して,使用 した検 査 に 関す る限 界 で あ る。 本 研 究
で は認 知機 能 の側 面 を特 徴 づ け るの にMMSEを用 い た が,MMSEは認 知 症
の ス ク リー ンの た め に開発 され ,おもに使 用 され て い る。そ の た め,個々
の認 知領 域 につ いて の情 報 は考 え られ る よ りもわず か しか提 供 され な い
か も しれ ない。 それ に もか か わ らず,ほとん どの百 寿 者 は身 体 的 に虚 弱
で あ るの で,簡便 か つ短 時 間 で のMMSEは妥 当なテ ス トか も しれ な い
(Tombaugh&Mclntyrc,1992;Brayne C,1998)。本 研 究 で は い くつ か 不
正 確 な部 分 は あ る とは考 え られ るが,全て の認 知領 域 にお け る機 能 状 態
を評 価 で きた と考 えてい る。
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5。 結果 (3)MMSEによる認 知 障害 を有す る高齢者 との比較
(1)目的
高齢 期 に は,加齢 に ともな っ て認 知機 能 が 変化 す る。 認 知症 な どの病
気 よ る影 響 を排 除 した場 合 の そ うした 変化 は,健常加 齢 (Normal Aging)
と考 え られ て い るが,先行研 究 は,加齢 変化 に と もな っ て認 知機 能 が全
体 的 に低 下す るだ けで な く,加齢 め影 響 が認 知領 域 ご とに一様 で な く ,
影 響 を強 く受 け る認 知領 域 と受 けに くい領 域 が あ る こ とを示 して い る。
例 えば,流動性 知能 と結 晶性 知 能 (Horn&Cattele,1967)にお け る加 齢
パ ター ンの違 い は よ く知 られ て い る。また ,長期 記 憶 (secOndary mcmory),
作 業 記 憶 (working memory)は加 齢 に ともな い低 下す る こ とが知 られ て
い る (Craik&Jennings,1992;Craik,2000)。そ の一 方,言語 能 力 (vcrbal
ability)や遂行 機 能 (exccutive function), 短 期 記 憶 (primary memOry)
は年 齢 の影 響 を受 け に くい こ とが と報 告 され て い る (Craik&Janinc,
1992;Light,1992;Tombaugh&Mclntyre,1992)。
認 知 症 の ス ク リー ニ ン グ検 査 で あ る MMSEをレ ビュー した Tombaugh
&Mclntyre(1992)の報 告 の 中で も,ラン ダ ムサ ンプ リング手 続 きを用
い た 地域 サ ーバ イ研 究,認知 症 。せ ん妄 。うつ の な い対 象者 の研 究,病
院 の患者 を対 象 に した研 究 等,多くの研 究 で MMsE得点 が加 齢 に ともな
い低 下す る こ とが示 され て い る。 また,同じ レ ビュー で は項 目ご との傾
向 もま とめ られ て い る。 す な わ ち,健常 の対 象者 で は,一般 的 に最 もエ
ラー が多 か った の は,遅延 再 生,計算・逆 唱,五角 形,時間 の見 当識 で ,
特 に 3単語 の再 生 で最 もエ ラー数 が多 く報 告 され た一方 ,場所 の見 当識 ,
即 時再 生,個々の言 語 的 な課 題 (物品 呼称,文章 反 復,視覚 指 示,聴覚
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指 示,文章作 成)でエ ラー が少 な か つた。
一 方,認知機 能 に影 響 す る病 的変 化 と して Alzheimer's disease(AD)
に代 表 され る認 知症 が あ る。 初 期 の ADでは長期 記 憶,見当識 が低 下 す
る こ とが報 告 され て い る (Tombaugh&Mclntyrc,1992;Galasko et al.,
1990;川畑 ら,2001;り|1畑ら,2003)。
先 に も紹介 した Tombaugh&Mclntyre(1992)のレ ビュー で は,アル
ツハ イ マ ー病 患者 の分 析 で は,健常 高齢 者 が低 下 を示 す 4項目の認 知 領
域 で一 貫 してエ ラー数 が 多 く,また 同様 に遅 延 再 生 が最 もエ ラー の率 が
高 い こ とが報 告 され て い る。 残 りの 3項目で は困難 さに一 貫 した結 果 は
出 てお らず,研究 間 で の認 知 症 の重 症 度 の差 異 が反 映 され て い るの で は
な い か と考 察 され て い る。Galasko et al,(1990)では 様々 な年齢 や 教
育 水 準 に 関 して 一 対 比 較 法 を採 用 し,健康 な対照 群 とアル ツハ イ マ ー 病
患者 の得 点 を比 較 して い る。 彼 らの報 告 で は,初期 の ADでは 時 間 の 見
当識,場所 の見 当識,3単語 の記 憶 の項 目で成績 が悪 い こ とが 見 出 され
て い る。 川 畑 らの 一 連 の検 討 (川畑 と後 藤 ,2001;り|1畑ら,2001)では ,
軽 度 ADでは,MMSE,ADAS¨cogに共 通 して低 下 が示 され た項 目は,遅
延 再 生,見当識 (時間 の 見 当識,場所 の 見 当識)であ つ た。MMSEを用
い た検 討 で は計 算・ 逆 唱,聴覚 指 示 (3段階 の命 令)でも低 下 が示 され
た。
著者 らは, 日常 生 活 レベル で認 知 障 害 の な い と判 定 され た 百 寿 者 の認
知機 能 を MMSEによつて評 価 した (第4章及 び Inagaki et al.,2009を参
照 )。 前期 ―後 期 高齢 者 との 比較 にお い て,百寿者 の認 知機 能 は,MMSE
の合 計得 点 が有 意 に低 い こ とに加 え,長期 記 憶,見当識,短期 記 憶 の低
下 と,言語 。遂 行 機 能 及 び作 業 記 憶 の維 持 とい う特 徴 が 見 い だ され た。
短 期 記 憶 の低 下 は 百寿者 に特 有 の変 化 と考 え られ た が,長期 記 憶 や 見 当
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識 の低 下 は,初期 ADの特 徴 と合 致す る もの で あ った。
百寿 者 の認 知機 能 は,より若 い 高齢 者 よ りも得 点 が低 下 して い るだ け
で な く,いくつ かの研 究 は,臨床 的 な基 準 で は認 知 症 の な い 百寿者 で さ
え,スク リー ニ ング検 査 の カ ッ トオ フ得 点 以 下 の成 績 を示 す こ とを報 告
して い る (稲垣 ら,1992,Paolisso et al.,1995;Paolisso et al.,1997)。
以 下 の先行 研 究 で は,百寿 者 が認 知症 高齢 者 とは,認知機 能 検 査 にお
い て異 な る特 徴 を示 す こ とが報 告 され て い る。 例 えば,稲垣 ら (1992)
は,HDSを用 い て,認知 症 の な い 百寿者 4例 (17.3点)と認 知 症 の 高齢
者 87例(16.1点)を項 目ご とに比較 して い る。 そ の結 果,百寿 者 例 で
は 自分 の い る場 所,年齢,出生 地 とい った場 所 見 当識 や 自己認 識,遠隔
記 憶 に は全 員 正 解 し,最近 の 出来 事 で 正答 率 が有 意 に 高 か った が ,月 日 ,
常 識 問題 (1年は何 日か,総理 大 臣の名 前),すな わ ち時 間見 当識 や 一般
的 な知 識 で は有 意 に正 答 率 が低 か った こ とを報 告 して い る。 ま た,認知
症 の 百寿 者 と認 知症 の 高齢 者 とで HDSの得 点 を比 較 した 中里 ら (1992)
の調 査 で は,百寿者 で全 体 的 に得 点 が低 い こ と,項目別 には,場所,年
齢,最近 の記 憶,引き算,逆唱,物品 の記 憶 で成 績 が悪 か った (場所 の
見 当識,近時記 憶,ワー キ ン グメモ リー)ことが報 告 され て い る。
健 常 百 寿者 に 関 して,先行 研 究や 我 々 が報 告 した認 知機 能 の低 下 は健
常加 齢 に起 因す るもの と考 え られ る。 一 方 で,健常 百寿 者 で示 され た特
徴 は,病的変 化 で あ る認 知 症 にお け る初 期 の認 知 障 害 の特徴 と も類似 し
て い る。 健 常加 齢 が 高度 に進 行 した状 態 とは,病的変化 =認知 症 な の で
あ ろ うか ?しか し,稲垣 ら (1992)を見 る限 り,両者 で は異 な る特 徴 が
あ る こ とが示 唆 され る。 さ らに,中里 ら (1992)が報 告 して い る認 知 症
の 百寿 者 の状 態 は,健常加 齢 に よ る変化 と病 的変 化 が加 算 され た結 果 と
解 釈 され るか も しれ な い。 イ メー ジモ デル を図 11に示 した。
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本 研 究 は,百寿 者 と一般 高齢 者 間 にお け る年齢 の差 異,また認 知 障 害
の有 無 に ようて,認知領 域 ご との状 態 の差 異 を検討 し,病的 変 化 に よ る
状態 との比 較 か ら,認知機 能 に対 す る健 常加 齢 の影 響 を検 討 す る こ とを
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百寿 者 につ い て第 2章で記 述 した 対 象 者 の うち,MMSEや教 育歴 に欠
損 値 の な く,CDRが0,また は,0.5～1の者 を分析 対 象 と した,健常 百 寿
者 群 と してCDRO(認知 障 害 な し)66名,軽度 認 知 障 害 百 寿 者 群 と して
CDRO.5～1(軽度認 知 障害 あ り)69名で あ つ た。
健 常 高齢 者 につ い て は,東京都 A地区 に在 住 で,この地 区 で 実施 され
て い る運 動 プ ロ グ ラム の参加 者 に協 力 を依 頼 し,CDROの者 79名を分 析
対 象 と した。
軽 度 認 知 障 害 が あ る高齢 者 は,上記 プ ログ ラム参加 者 の うち CDRO:5-1
だ った者 8名お よび東 京都 老 人 医療 セ ン ター 物忘 れ 外 来 の患 者 に協 力 を
依 頼 し,CDRが0.5-1の者 53名を分 析 対 象 と した。
対 象 者 の基 本 属性 は表 9に示 した。
2)項目
認 知機 能 を評 価 す る項 目と して,MMSE(Mini=Mcntal Statc Examination)
お よび CDR(Clinical Dementia Ratittg)を用 いた。
そ の他 に,教育歴,視聴 覚 能 力,および Barthcl indexを用 い て基 本 的
日常 生 活 動 作 能 力 を評 価 した。
詳 細 につ い て は,第2章を参 照 され た い。
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表 9 対象者 の基本 属性
百寿者 若年高齢者
健常  認知障害  健常  認知障害
N                66        69        79        61
女性  39    55    45    47  ns →
女性%  59.1%   79.7%   57.0%   77.0%
年齢    平均  100.8   100.8   74,7   77:2  *** D
SD   l.47      1.45      5.81      6.52
ADL     平均   77.2     54.9     99.6     96.9   *** b)
SD    24.13       30.19       2.15        11.41
教育歴  中等教育以上   37     29     74     41
初等教育以下   29     40      5      20   *** a)
初等以下%  43.9%    58.0%    6.3%    32.8%
視力    問題なし   32      30      59      48
あり   34      39      20      13   *** a)
問題なし0/o   51.5%      56.5%      25.3%      21.3%
聴力    問題なし   25      21      66      50
あり   41      48      13      11    **本 a)
問題あり%  62.1%    69.6%    16.5%    18.0%
**七p〈0.001,*たp〈001,壮pく005,ns no sLnncant a)カイニ乗検定,b ANOVA
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3)手続 き
健 常お よび認 知障害 を有す る百寿者 に関 しては,第2章を参照 され た
い 。
健 常 高齢 者 は,彼らの居 住 地 域 内 の公 民館 に来 て,MMSEを含 む研 究
課題 を受 けた。MMSEの実 施 と,CDRの聴 取 お よび判 定 は,認知 症 の 専
門 医 が 実施 した。 そ れ 以外 の項 目につ い て は,対象 者 本 人 に 自記 して も
らい,その後 面接 会 場 にて 心 理 士 が 内容 を確 認 した。
認 知 障 害 を有 す る高齢 者 は,東京 都 老 人 医療 セ ン ター (現:東京 都 健
康 長 寿 医療 セ ン ター)もの忘 れ 外 来 に て,研究課 題 を受 けた。MMSEお
よび CDRの聴 取 お よび判 定 は認 知 症 の専 門 医 が実施 した。そ れ 以 外 の項
目につ い て は,心理 士 が本 人 お よび 患 者 家族 か ら聴 取 した。
4)分析 方 法
MMSE得点 は Joncs&Ga1lo(2000)によつて報 告 され た 5つの認 知 領
域 に した が つて 下位 項 目の得 点 を合 計 した (第2章参 照 )。 総 得 点 お よび
各領 域 の合 計 得 点 に 関 して,学歴 (初等 教 育,中等 教 育,高等 教 育 ),
B―ADL(Barthel index得点),視覚 能 力 ,聴覚 能 力 を共 変 量 とす る,性別 ,
年 齢 群 (高齢 者 vs百寿 者),認知機 能 障 害 (健常 vs軽度 障 害)の3要因
の分 散 分析 を用 いて 比較 した 。
5)倫理 的配 慮
参加 者 及 び 家族 に,この研 究 の 目的,個人 情報 の保 護,および拒 否 し
た場 合 もな ん ら不利 益 を受 け な い こ とを説 明 し,書面 で 同意 を得 た。 ま
た,慶應 義 塾 大 学 医学 部,東京 都 老 人 総 合 研 究所 お よび 東 京 都 健 康 長 寿
医療 セ ン ター研 究所 で の倫 理 委 員 会 の承 認 を得 た。
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(3)結果
各 群 の MMSE総合 得 点 お よび 5つの認 知領 域 ご との平 均 得 点 お よび
SDを表 10に示 した。
MMSE合計得 点 に 関 して,年齢 と認 知 障害 の主 効 果 が それ ぞ れ 有意 だ
つた (年齢 :F[1,263]=68.915,′<0 001;認知 障害 :F[1,263]=154.331,
ρ<0.001)。年 齢 に関 して 百寿 者 は高齢 者 よ り得 点 が低 く,認知 障 害 に 関
して は,認知 障 害 が あ る群 で無 い群 よ りも得 点 が低 か った。 交 互 作用 は
有 意 で は な か っ た (F[1,263]=0.149,′= ,700)。結 果 を図 12に示 した。




群 は,高齢 者 群 に比 べ て 得 点 が低 か った。 文 章反 復 課 題 で は有 意 な傾 向
が示 され た (F[1,263]=5.873,′0 016)。
一 方,認知 障 害 の主 効 果 は,Attentionを除 く 4つの認 知領 域 で示 され
た (それ ぞ れ , Concentration:F[1,263]=12.531,′<0.001, Languagc&
praxis:F[1,263]=11.217,′=0.001,Orientation:F[1,263]=108.434,ρ<0.001,
Memory:F[1,263]=147.976,′<0.000)。認 知 障 害 の あ る群 で,無い 群 よ り
も得 点 が 低 か つ た。 文 章 反 復 課 題 で は 有 意 な傾 向 が 示 され た
(F[1,263]=4.000,′=0 47)。
Language&praxisとMemoryでは,交互 作 用 が 示 され た (それ ぞ れ ,
F[1,263]=7.509,′=0. 07, F[1,263]=6.772,′=0.010)。 Languagc&praxis
で は,認知 障 害 の あ る 百 寿 者 が 他 の 3群に 比 べ て 得 点 が 低 か つ た 。
Memoryでは,4群間 で 差 が 示 され,健常 高 齢 者 が 最 も得 点 が 高 く,次に
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健 常 な 百 寿者,認知 障害 の あ る高齢 者 と続 き,認知 症 の あ る百寿 者 が 最
も得 点 が低 か った。 そ の他 の認 知 領 域 お よび 文 章反 復 課 題 で は,交互 作
用 は示 され な か った。
各認 知 領 域 な らび に文 章 反 復 課 題 の結 果 を 図 に示 した。 交 互 作用 が有
意 で あ つた Language&praxisは図 13:Mcmoryは図 14に示 した。 年 齢
と認 知 障 害 の 主効 果 が それ ぞれ 有 意 だ っ た ConcentrationとOrientation
の結 果 をそれ ぞれ 図 15と図 16に示 した。 年 齢 の 主 効 果 の み が 有 意 だ つ
た Attcntionを図 17に示 した。ま た,文章反 復 課題 の結 果 を図 18に示 し
た。
性 差 の主効果お よび性 差 と年齢,認知 障害 との交互 作用 はいずれ も有
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図 18 年 齢 群,認知 障害 の 有無 別 の文 章反 復 課題 の 得 点
1.97
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次 に,年齢 群 と認 知 障 害 の有 無 の組 み合 わせ か ら,「健 常 高 齢 者 」,「健
常 百 寿 者 」,「認 知 障害 高齢 者 」,「認 知 障 害 百寿 者 」の 4群を設 定 し,MMSE
の合 計 得 点 お よび 5つの認 知領 域 ご との得 点 を,性別 との 2要因 に よ る
分散 分 析 を用 い て比 較 した。
そ の結 果,合計 得 点 と,Attcntionを除 く 4つの認 知 領 域 で群 の主 効 果
が有 意 だ つた。Attcntionおよび 文 章反 復 課 題 で も有 意 な傾 向 が示 され た。
性 別 の 主効 果 お よび 交互 作 用 は有 意 で は な か つた。
群 間 の得 点 差 に 関 して,下位 検 定 を行 つた結果,以下 に示 す 3つのパ
ター ンが示 され た。 表 11に,パター ン を一 覧 にま とめ て示 した。
第 1のパ ター ン (パター ン A)は,Languagc&Praxis,文章 反 復 課 題
で示 され た。 これ らで は,認知 障 害 を有 す る百寿者 が,他の 3群に比 ベ
て得 点 が低 く,残りの 3群間で は得 点 に差 が なか つ た (それ ぞれ ,
F[3,275]=5.199,′=0.002,F[3,275]=2.746,′=0.043)。
Memory,Orientationは第 2のパ ター ン (パタァ ン B)を示 した。 これ
らの認 知領 域 で は,健常 高齢者 が最 も得 点 が 高 く,続い て健 常 百 寿 者 ,
次 に認 知 障 害 高齢 者,そして認 知 障害 百寿 者 で最 も得 点 が低 か つ た (そ
れ ぞれ , F[3,275]=60.078,′<0.001 F[3,275]=37.969,′<0.001)。
第 3のパ ター ン (パター ン C)は,Conccntrationと合 計 得 点 で示 され
た。 このパ ター ンで は,健常高 齢 者 で最 も得 点 が高 く,認知 障 害 百寿 者
で最 も低 い点 は,パター ン Bと同 じだ が,健常 百寿 者 と認 知 症 高齢 者 の
間 に得 点 に差 が ない 点 が 異 な っ て い た (それ ぞれ,F[3,275]=6.478,
′<0.001,F[3,275]=65.488,′<o.001)。
Attcntionでは,同一年齢群 にお いては健 常 ―認 知 障害 間で差 はないが ,























百 寿者 の認 知機 能 の特徴 に 関す る先行 研 究 では,臨床 的 な判 定基 準 に
お い て認 知機 能 に障害 が ない と され る百寿 者 で,長期 記 憶 お よび 見 当識
にお い て低 下示 す こ とが報 告 され て い る (Inagaki et al.,2009,Holtsbcrg
et al.,1995)。これ は,アル ツハ イ マ ー型 認 知 症 の初 期 の 特 徴 と合 致 す る
もの で あ った。 臨床 的判 定 基 準 で健 常 と され た百 寿 者 の認 知機 能 の状 態
は健 常加 齢 の結 果 と解 釈 され るが,認知機 能 に対 す る年 齢 お よび認 知 障
害 の有 無 の影 響 を合 わせ て検 討 した結 果,健常百 寿者 と認 知 障 害 の あ る
高齢 者 間 で の得 点 差 のパ ター ンは,後述 す る よ うに認 知 領 域 ご とに異 な
って い た。 この こ とか ら,健常加 齢 と病 的変 化 は認 知 機 能 に異 な る影 響
を与 えて い る こ とが示 唆 され る。
MMSE合計得 点 に関 して,年齢 と認 知 障 害 の主 効 果 が それ ぞ れ 有 意 で
あ り,百寿 者 は高齢 者 よ り得 点 が低 く (それ ぞれ ,18.74±4.83点,25.74
±4.27点),認知 障 害 が あ る群 で無 い群 よ りも得点 が低 か つ た (それ ぞ れ ,
15.43±.51点,22.20±3.38点)。 これ らは先 行研 究 の 結 果 と一 致 して い
た (Dello Buono et al.,1998;Holtsberg et al.,1995;Paolisso et al.,1995;
Paolisso et al., 1997;Inagaki ct al.,2009)。
認 知領 域別 にみ る と,年齢 の主効果 は,すべて の認 知領域 で有意 で あ
つた。いずれ も,百寿者群 は,高齢者群 に比べ て得 点が低 か つた。また ,
認 知 障害 の有無 の主効果 は,Attentionを除 く 4つの認 知領域 で有意 で あ
った。 いずれ も,認知 障害 のあ る群 で,無い群 よ りも得 点 が低 か つた。
Language&praxisとvemOryの2領域 では,交互作 用 が示 され た。
Language&praxisでは,認知 障害 の あ る百寿者 が他 の 3群に比べ て得 点
が低 か つたg MemOryでは,4群間で差 が示 され,健常 高齢者 が最 も得 点
が高 く,次に健 常 な百寿者,認知 障害 の あ る高齢者 と続 き,認知症 の あ
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る百寿 者 が 最 も得 点 が低 か らた。 そ の他 の認 知領 域 お よび 文 章反 復 課 題
で は,交互 作 用 は示 され な か っ た。
続 い て,年齢 群 と認 知 症 の有 無 を組 み合 わせ で 4群を設 定 し得 点 を比
較 した。 そ の結 果,群間 の差 異 に 4つのパ ター ンが見 出 され た。
第 1のパ ター ン (パター ン A)は,認知 障害 百寿者 のみ 得 点 が低 く ,
他 の 3群間 で得 点 に差 が ないパ ター ンで,Language&Praxis(言語 お よ
び 遂 行 機 能)および 文 章反 復 課 題 で示 され た。 言 語機 能 や 遂 行機 能 は ,
一般 高齢 者 を対 象 と して研 究 で は,加齢 に よ り低 下 しに くい こ とが示 さ
れ て い る (Craik&Jennings,1992;Craik,2000;Wechsler,1958;Schaie,
1996)。ま た,百寿者 で も同様 に低 下 しに くい こ とが多 くの先 行研 究 で報
告 され て い る (Holtsberg et all,1995,GiannakOpou10s et al.,1996;Leuba ct
al.,2001;Luczywek ct al.,,2007;Inagaki et al.,2009)。MMSEを用 いた研
究 で は,アル ツハイ マ ー型 認 知 症 の初 期 に も低 下 しに くい認 知領 域 と考
え られ る(Tombaugh&Mclntyre,1992;GalaskO et al.,1990;り|1畑ら,2001)。
本 研 究 にお い て も,認知 障害 の あ る百 寿者 で のみ 低 下 が認 め られ る こ と
か ら,言語機 能 や遂行機 能 はカロ齢 変化 に対 して も病 的 変 化 に対 して も強
固 な認 知領 域 で あ り,これ ら 2つの変 化 が合 算 され て初 めて低 下す る も
の と考 え られ る。
第 2のパ ター ン (パター ン B)は,健常 高齢 者,健常 百寿者,認知 症
高齢 者,認知症 百寿者 の順 で得 点 が低 くな り,各群 間 で得 点 に差 が あ る
とい うもの で あ る。 このパ ター ンは,McmOry(長期 記 憶)とOrientation
(見当識)で示 され た。 この 2つの認 知領 域 にお け る健 常 百寿 者 と認 知
症 高齢 者 の 変化 パ ター ンが,本研 究 の 出発 点 で あ った が,詳細 に比較 す
る と,健常 高齢 者 に比 べ 両群 とも得 点 は低 か った が,健常 百寿者 の ほ う
が得 点 は 高 く維 持 され て い た。 この 2領域 は,先行研 究 で示 され て い る
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よ うに加 齢 の影 響 も病 的 変化 の影 響 も受 けや す い (Tombaugh&Mclntyre,
1992;Craik&Jennings, 1992;Craik,2000;Rabbitt&Lowe, 2000; Galasko
ct al.,1990;川畑 ら,2001;り|1畑ら,2003)が,特に病 的 変 化 に対 して セ
ンシテ ィブ で あ る こ とが示 唆 され た。 ま た,健常 百 寿 者 で は,この 2領
域 が病 的 な水 準 ま で は低 下 して い ない こ とが ,「健 常 」と判 定 され る決 定
因 とな つて い る可 能性 が 示 唆 され た。
第 3のパ ター ン (パター ン C)は,健常高 齢者 で最 も得 点 が 高 く,健
常 百 寿 者 と認 知 症 高齢 者 が続 き,認知 症 百寿 者 が最 も得 点 が低 く,健常
百寿 者 と認 知症 高齢 者 で得 点 に差 が な いパ ター ンで あ る。 このパ ター ン
は,Concentration(作業 記憶)および 合 計得 点 (総合 的 能 力)で示 され
た。 作 業記 憶 は,加齢 の影 響 を受 けや す い認 知領 域 で あ る こ とが よ く知
られ て お り (Craik&Jennings,1992;Cralk,2ooo),百寿 者 で も低 下す る
こ とが先行 研 究 で報 告 され て い る (Holtsberg et al。,1995, 中里 ら,1992)。
筆 者 らの先 の報 告 (第5章,Inagaki et al.,2009)では健 常 百寿者 と健 常
高齢 者 間で 差 は示 され な か つた が,本報 告 で はそれ 以 外 の先 行 研 究 と同
じ結 果 が示 され て い る。 す なわ ち,作業 記 憶 は,健常加 齢 の影 響 も病 的
変化 の影 響 も受 けや す く,同程 度 の低 下 を示 す。 この こ とか ら,いず れ
の変 化 に対 しも非 常 に脆 弱 な認 知領 域 で あ る と考 え られ る。
四つ めは,Attention(短期 記 憶)で示 され たパ ター ンで,年齢 の効 果
のみ が示 され るパ ター ンで あ る。 す な わ ち,2つの 高齢 者 群 間 で 差 は な
く,その 2群よ りも 2つの 百寿 者 群 で得 点 が低 く,かつ 2つの 百寿 者 群
間 で得 点 に差 が な い。 短 期 記 憶 につ い て は,一般 高齢 者 を対 象 と した研
究 で は,加齢 の影 響 や認 知症 の影 響 を受 けに くい と され て い るが,百寿
者 を対 象 と した研 究 で は これ らが低 下す る こ とが示 され て お り
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(Holtsberg et al.,1995;Inagaki ct al。,2009),本研 究 で も同様 の結 果 が示
され た と言 え る。
ま とめ る と,百寿 者 の認 知機 能 の特徴 と して,短期 記 憶 が低 下す る こ
と,長期 記 憶 と見 当識 は,低下 は示 す もの の健 常 レベ ル で維 持 され る こ
と,の2点が示 され た。 ま た,言語 。遂 行 機 能 お よび 作 業 記 憶 は,一般
高齢 者 で示 され る加 齢 変 化 と同様 の特 徴 を示 し,前者 で は低 下 しに く く ,
後 者 は低 下 しや す い こ とが示 され た。
最 後 に,本研 究 の 知 見 の 限 界 を述 べ る。 ひ とつ に は,先の 報 告 同様 ,
MMSEを使 用 した こ とに よ る限界 で あ る。MMSEは簡 便 かつ 短 時 間 に実
施 可 能 で あ るの で,身体 的 に虚 弱 で あ る対 象 者 が多 い 百寿者 に用 い るに
は妥 当 だ と考 えてい る し,得られ た知 見 は有 益 な もの と考 えて い る。 そ
れ で も,より詳 細 な評 価 を行 うに は,より複 雑 な知 能 検 査 や 神 経 心理 学
的検 査 を用 い る必要 が あ るか も しれ な い。ふ たつ め に,本研 究 で は MMsE
や CDRを用 い た が,これ らはそ もそ も よ り若 い 高齢 者 を対 象 に開発 され
た もの で あ り,百寿 者 にそ の ま ま適 用 して も よい か ど うか の検 討 は な さ
れ て い な い。 この問題 は,簡単 に は解 決 しない だ ろ う。 今 後 デ ー タ を積
み 重 ね た上 で,百寿 者 にお け る 「健 常 」 を定義 し (年齢標 準 的 か年 齢 普
遍 的 か),既存 の 尺度 や 基 準 を見 直 し (例え ば,MMsEカッ トオ フ値 や
CDRにお け る記 憶 障 害 にお け る年 齢 補 正,等),研究者 間 で コンセ ンサ
ス を構 築す る こ とが必 要 だ ろ う。 また,必要 な らば新 規 に尺 度 を作成 し




本 研 究 の 目的 は,高度 に加 齢 が進 行 した対 象 で あ る百 寿 者 の認 知 機 能
の状 態 を記 述 し,認知機 能 に対 す る健 常加 齢 の効 果 を検 討 す る こ とで あ
る。 まず は,MMSE,CDRによ る認 知 機 能 評 価 の記 述 統 計 的 なデ ー タ を
提 示 し,それ らに基 づ い て,百寿者 にお け る MMSEカッ トオ フ値 の推 定
を行 った。
一般 高齢 者 に MMSEを実施 した場 合,高得 点域 に分布 が集 中 し,カッ
トオ フ値 を下 回 る対 象者 は少 な い が,百寿者 で は分 布 は 高得 点 か ら低 得
点 ま で全 域 に及 び,全体 に フ ラ ッ トな分布 とな る (Andersonet al.:1998;
Andcrscn―Ranbcrg et al.,2001;Elsncr,2001;Xie et al.,2008;Richmond,et
al.,2011)。本研 究 で も同様 の結 果 が示 され た 。本 研 究 の 百 寿者 の MMSE
平 均 得 点 は 12.10±8.25点で,一般 高齢 者 を対 象 と した研 究 と比 較 して低
い得 点 とな つて い る。 ま た,男女別 にみ る と男性 15.53±8.46点,女性
H.17±.96点で あ った。教 育 歴 別 にみ る と初 等 教 育群 11.25±7.81点,中
等 教 育群 11.51±8.48点,高等 教 育群 15.98±.32点で あ つた。Davcy ct al.
(2010)が報 告 した Normat市e dataと比 べ る と,得点 はや や低 い よ うで
あ るが,男女差 や 教 育歴 に よ る差 に関 して は 同様 の結 果 が 示 され た。
Dogde et al.(2009)は,教育歴 を 同等 に した 日米 の 高齢 者 コホー ト間 で
項 目に よつて は得 点 に差 が 出 る こ とを報 告 し使 用 言 語 が持 つ性 質 との 関
連 と,検査 の妥 当性 検 証 の重 要性 を論 じて い る。 本 研 究 にお け る得 点 差
も こ う した社 会 文化 的 な背 景 に よ る可 能性 と,使用 され て い る尺 度 が使
用 言 語 に よつて等 質 で な い 可能 性 の双 方 が考 え られ,今後 検 討 を要 す る
課 題 で あ るか も しれ ない。
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本 研 究 で は cDRを用 い て認 知症 の 重症 度 を評 価 した。CDRl以上 を「認
知 症 」 の 可能性 が あ る者 と定義 し,有病 率 を算 出 した ところ 61.8%と推
定 され た。 百寿 者 に お け る認 知 症 の有 病 率 を報 告 して い る先 行研 究 を概
観 す る と,様々 な判 定基 準 が用 い られ て はい る もの の ,507¨0%とす る研
究 が多 い。 我 々 の推 定 も この範 囲 内 に あ り,この推 定 は妥 当 な もの と判
断 で き た。 有 病 率 につ い て も男 女 差や 教 育歴 に よ る差 が見 られ た。
これ らの結 果 に基 づ き,ROC曲線 に よ り,CDRを外 的基 準 とす る百寿
者 の MMSEカッ トオ フ値 の推 定 を行 った。そ の結 果,最適 の カ ッ トオ フ
値 は 17/18点と推 定 され た。 す な わ ち,百寿 者 の カ ッ トオ フ値 は従 来 の
値 (20/21点また は 23/24点)よ りも 3点か ら 6点引 き下 げ る必 要 が あ る。
こ うした結 果 は,認知機 能 検 査 を用 い て ス ク リー ニ ン グ を行 う場 合,加
齢 に よ る認 知機 能 の低 下 を考慮 に入 れ て カ ッ トオ フ値 を設 定 す る必 要 の
あ る こ とを示 唆 して い る。
次 に,MMSEで測 定 され る複 数 の認 知 領 域 に 関 して,認知 的 に健 常 な
百寿者 と前期 お よび 後期 高齢 者 との比 較,そして認 知 障害 を有 す る百寿
者,高齢 者 を含 めて の比 較 に よっ て,各認 知 領 域 に対 す る健 常加 齢 お よ
び病 的 変 化 の影 響 の差 異 を検 討 した。
認 知 的 に健 常 な百 寿者 のMMSE得点 が,健常 な高齢 者 に比 べ て悪 い と
い う結 果 は,先行研 究 の知 見 と一 貫 して い た (稲垣 ら,1992;Holtsberg et
al.,1995;Paolisso et al.,1995;Paolisso et al.,1997)。臨床 的評 価 に よっ
て認 知 的 に健 常 だ っ た が,MMs合計 得 点 は,Folstein et all(1975)によ
つて確 立 され た カ ッ トオ フ値 (20/21点)に近 い ほ ど悪化 して い た。実 際 ,
障 害 を有 す る高齢者 との比 較 で は得 点 に差 が 見 られ ず,健常 百寿者 の認
知機 能 で あ って も,一般 高齢 者 の認 知症 の水 準 に近 い ところま で低 下 し
て い る こ とが示 され た。MMsE合計得 点 が反 映 して い る全 般 的 な認 知機
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能 は,健常加 齢 の影 響 を受 け低 下 し,高度 に加齢 が進 行 した段 階 で は ,
心理 検 査 の パ フォー マ ン ス上 は,認知 症 な どの病 的 変 化 に よ る状 態 に き
わ めて近 い 状 態 に な る こ とが示 唆 され た。
しか し,MMSEによ つて測 定 され るい くつ か の認 知領 域 ご とに見 て み
る と,健常加 齢 の影 響 が それ ぞれ 異 な る こ とが示 され た。 健 常 百 寿 者 と
健 常 高齢 者 との比 較 で は,Concentration,Language&Praxis,および 文
章反 復 課 題 にお い て は有 意 な差 は な か つた が,Orientation,Memory,
Attentionにお い て は百寿 者 の得 点 が低 か ら た。す な わ ち,作業 記 憶,言
語機 能 及 び 遂 行機 能 で は 百寿 者 で は低 下 は示 され ず ,見当識 ,長期 記 憶 ,
短期 記 憶 で低 下 が 示 され た。
Tombaugh&Mclntyre(1992)のMMSE研究 の レビュー に よれ ば,遅延
再 生,連続 引算/逆唱,五角 形模 写,時間 の見 当識 は加 齢 に とも な っ て
エ ラー が増 加 し,場所 の 見 当識,即時 再 生,物品 呼称 や 文 章反 復 の よ う
な言 語 項 目は ほ とん ど低 下 しな い と され て い る。 ま た,遅延 再 生 や 見 当
識 は加 齢 だ けで な く,認知 症 に よつ て も影 響 を受 け,遅延 再 生 は 特 に顕
著 に低 下す る。
本 研 究 で は,健常 百寿 者 の言 語 機 能 や 遂 行 機 能 は低 下 を示 さな か つ た。
これ らの機 能 は,認知 障 害 を有 す る高 齢 者 で も低 下 は示 され ず,認知 障
害 の あ る百 寿者 で得 点 が低 くな って い た。 言 語機 能 や 遂 行機 能 は,高齢
者 を対 象 と した研 究 (Tombaugh&Mclntyrc,1992;Horn&Cattcll,1967;
Rabbitt&Lowe,2000)でも,百寿者 を対 象 と した研 究 (Hagberg&
Samuelsson,2008;Lcuba et al.,2001,Giannakopoulos ct al., 1996;
Holtsberg et al。,1995)でも低 下 が しに くい機 能 で あ る こ とが報 告 され て
お り,本研 究 の結 果 は先 行 研 究 と一 致 して い る。 ま た,一部 の先 行 研 究
で は,実際 の 問題 解 決 能 力 (多くの人 が遭 遇 す る 日常 生 活 上 の 問題)で
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は低 下 は起 きな い こ と (Poon et al..,1992)や,同時 的 ま た は継 時 的 な ス
トラテ ジー の利 用 を伴 うプ ラ ンや 複雑 な視 空 間課題 を解 決 す る能 力 や 非
言 語 的 な図形 を正 し く知 覚 す る能 力 が維 持 され て い た こ と (Luczywek et
al.,2007)を報 告 して い る。 これ らの認 知機 能 は,本研 究 の報 告 で示 さ
れ た遂 行機 能 が拡 張 した能 力 と解 釈 す る こ ともで き る だ ろ う。 言 語 。遂
行 機 能 は高 度 に加 齢 が進 行 した状 態 で も維 持 され,加齢 の影 響 と病 的変
化 の影 響 が重 な って初 めて低 下す る,かな り 「強靭 な 」認 知機 能 で あ る
こ とが示 され た。
一 方,見当識 と長 期 記 憶,短期 記憶 は低 下 を示 した。 長 期 記 憶 や 見 当
識 (特に,時間 の見 当識)にお け る低 下 は,年齢 に 関連 した認 知 的変化
と して顕 著 で あ り (Tombaugh&Mclntyre,1992;Craik&Jennings,1992;
Craik,2000;Rabbitt&Lowe,2000),百寿者 で は 高齢 者 よ りも さ らに低 下
した状 態 を示 す (Poon et al.,1992;Hagberg&Samuelsson,2008;Holtsberg
et al.,1995)。百寿者 にお け る長期 記憶 は,高齢 期 か ら徐 々 に低 下 して い
き,現在 の状 態 まで変化 した,と考 え られ る。 また,見当識 は長 期 記憶
にお け る低 下 に よっ て影 響 を受 けてい る と考 え られ る。加 えて, 日付 や
場 所 に 関す る情 報 は 日本 の 百寿者 の 日常 生活 にお い て ほ とん ど実 用 的 に
使 用 され な い た め,廃用 性 の低 下 を示 して い る可能 性 も考 え られ る。 さ
らに,長期 記 憶 お よび見 当識 はアル ツハ イ マ ー 型認 知 症 の初 期 に低 下 し
や す い こ とが知 られ て い る (Tombaugh and Mclntyre,1992;Galasko,1990,
川 畑 ら,2001;川畑 ら,2003)。本研 究 で は,認知 障 害 を有 す る高齢者 と
の比較 を行 い,健常 百寿 者 のパ フォー マ ンス は認 知 障 害 高齢 者 よ りも高
い こ とが示 され た。 この こ とか ら,これ ら 2つの機 能 に対 す る健 常加 齢
の影 響 は,病的 変化 よ りも小 さい こ とが示 唆 され た。 す なわ ち,健常加
齢 に よ り低 下す るもの の,病的水 準 に は至 らず,健常 レベ ル で維 持 され
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る こ とを示 して い る。
短 期 記 憶 に 関 して は,認知 障 害 の 有 無 に 関 わ らず,百寿 者 の パ フ ォ ー
マ ンス は高齢 者 よ りも低 い こ とが示 され た。 高齢 者 にお い て は,認知 症
患 者 で あ って も,短期 記憶 は低 下 しに くい (Craik&Jennings,1992;Craik,
2000;Wechsler,1958;Schaic,1996;Tombaugh&NIIclntyre,1992)ことが 幸反
告 され て い るが,百寿者 を対 象 と した研 究 で は,認知 的 に健 常 な もの で
あ つて も,低下す る こ とが報 告 され て い る (Samuclsson ct al.,1997;
Holtsberg et al.,1995)。本研 究 で は,認知 障 害 を有 す る高齢 者 との 比 較
にお い て も年 齢 の効 果 しか認 め られ な か つ た。す な わ ち,この認 知 領 域
で 示 され る低 下 が 百寿 者 の認 知機 能 の特 徴 と言 え る。
最 後 に,作業記 憶 に 関す る結 果 につ い て 考 察す る。 先 行 研 究 は,一貫
して,高齢 者 で は加 齢 に ともな つて 作 業 記 憶 が低 下す る こ とを報 告 して
お り (Craik&Jennings,1992;Craik,2000,Tombaugh&Mclntyre,1992),
百 寿者 にお け る先行 研 究 も,同様 に作 業 記 憶 が低 下す る こ とを示 して い
る (Holtsberg ct al。,1995;中里 ら,1992)。本 研 究 で は,健常 高齢 者 との
比 較 にお い て,差が示 され な い結 果 (第4章)と示 され る結 果 (第5章)
が報 告 され た。 多 くの先 行研 究 を鑑 み る と,作業 記 憶 は加 齢 に よ り低 下
す る認 知 領 域 で あ り,健常 高 齢 者 との差 異 が示 され な か つた 結 果 に は ,
何 らか の 問題 点 が あ つた と考 え ざる を得 な い。原 因 の一 つ は,対照 群 と
して設 定 され た 「健 常 高齢 者 」 で あ る。 第 4章で は,対照群 を地域 社 会
で 自立 して生 活 して い る とい う基 準 で選 定 を した が,CDRによ る判 定 を
行 って い なか つた。 認 知 症 の 要件 のひ とつ で あ る 「生活 障害 」 が無 か つ
た こ とか ら,例え認 知 障 害 が あ った と して もそ の程 度 は小 さい もの と考
え られ るが,厳密 にい えば CDRO.5また は 1の高齢 者 が含 まれ て い た 可
静 性が あ る。 一 方,第5章で健 常 と した の は,CDROの者 み で あ り ,
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認 知 障 害 の あ る対象 者 は か な りの確 率 で この群 か らは排 除 され て い る。
方 法 論 的 に も,百寿者 につ い て は 両報 告 とも CDRを用 い て グル ー ピン グ
して い るの で ,当然 な が ら対 照 群 も CDRで評 価 され て い る こ とが望 ま し
い。 作 業 記 憶 に 関 して,本研 究 で は矛 盾 した結 果 を報 告 す る こ とにな っ
て しま つ た が,以上 よ り,百寿者 で は作 業 記憶 は加 齢 に よ り低 下 して い
る と結 論 付 け る こ とが 妥 当 と考 え られ る。
ま た,認知 障 害 を有 す る高齢 者 との比 較 にお い て は,健常 な 百寿者 の
パ フォー マ ンス は差 が示 され なか った。 低 下 のパ ター ン と して は,合計
得 点 と同様,健常高齢 者 よ りも低 く,認知 障害 百寿 者 よ りも高 い が,認
知 障 害 高齢 者 と差 が な い とい うもの で あ った。 この認 知 領 域 は,見当識
や 長 期 記 憶 と同様,健常加 齢 の影 響 も病 的 変化 の影 響 も どち ら も受 け ,
低 下す る よ うで あ るが,それ の 2者の影 響 力 は 同程 度 の もの と考 え られ
た。ま た,別の 見方 をす れ ば,どち らの変化 に対 して もセ ン シテ ィブ な ,
「脆 弱 な」認 知領域 と言 うこ とが で き るの か も しれ な い。
本 研 究 で得 られ た 知 見 を ま とめ る と,健常加 齢 の影 響 は,見当識 を含
む 「記 憶 領 域 」の認 知機 能 へ の影 響 が大 き く,「言 語機 能 」お よび 「遂 行
機 能 」 へ の影 響 は小 さい とい うこ とで あ る。 た だ し,記憶 領 域 につ い て
は,病的 水 準 ま では低 下 しな い こ とも示 され た。 健 常加 齢 に よ る変化 と
病 的変 化 を弁 別 す るに は,これ らの領 域 の課題 を使 用 す る こ とで可能 に
な るか も しれ な い。
百寿者 を対 象 と して得 られ た これ らの結 果 は,次の 2点にお い て一 般
高齢 者 を対 象 と した研 究 に も寄 与 し得 る と考 えて い る。 ひ とつ は,より
若 い 高齢 者 を対 象 と した研 究や 認 知症研 究 にお け る知 見 を補 強 で きた 点
で あ る。 す な わ ち,一般 高齢 者 の加 齢 変化 で も観 察 され た記 憶 領 域 の低
下,言語 。遂行 機 能 の維 持 とい う加 齢 パ ター ンの違 い は 100歳まで継 続
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す る もの で あ る こ とや,記憶 領 域 にお け る低 下が認 知 症 レベ ル ま で 達 し
ない とい う結 果 は,認知 症 に よ る病 的変 化 の特徴 を よ り明確 に して い た
と考 えて い る。ふ たつ め に ,「百寿 者 」 とい う,健常加 齢 の結 果 到 達 す る
状 態 を示 す こ とで,その前 段 階 で あ る超 高齢 者 や 高齢 者 の状 態 を評 価 す
るた め の基 準 が提 示 で きた と考 えて い る。
最 後 に本研 究 にお け る知 見 の 限界 と今 後 の課題 を述 べ た い。
ひ とつ めは,本研 究 が横 断 比較 に よ る検 討 しか行 つ て い な い 点 で あ る。
加 齢 変 化 は時 間経過 に ともな って起 こ る もの で あ るか ら,縦断 的 な 追 跡
調 査 は不 可欠 で あ ろ う。 本 研 究 で示 され た結 果 が縦 断 的方 法 で も確 認 で
き るか ど うか は今 後 の検 討 課 題 で あ る。
次 に,認知加 齢 に影 響 を及 ぼす で あ ろ うい くつ か の 要 因 を明確 に は分
析 に組 み 込 ん で い ない点 で あ る。 本 研 究 の 目的 は,認知機 能 に対 す る健
常カロ齢 の影 響 を検 討 す る こ とで あ つた。 そ の た め,年齢 以 外 の要 因 を で
き るだ け排 除 して分析 を行 って い る (第5章で は共 変 量 と して,統計 的
に影 響 を コ ン トロール した )。 例 外 は,認知 障 害 の有 無 に よ る影 響 を検 討
した こ とで あ る。 これ は,記憶 お よび 見 当識 にお け る低 下 が,アル ツハ
イ マ ー 型 認 知 症 初 期 の特徴 と類 似 して い る とい う理 由 か ら検 討 を行 っ た
もの で,最終 的 には健 常 百 寿 者 の認 知機 能 の特徴 が よ り明確 に な った と
考 えて い る。 しか し,第4章にお け る健 常 高齢者 との 比 較 で は,言語 。
遂 行 能 力 で は加 齢 の影 響 は示 され なか つた ものの,教育歴 に よ る効 果 が
示 され た。 言 語 能 力 を含 む 結 晶性 知 能 は教 育歴 等 の対 象 者 の経 験・ 環 境
要 因 の影 響 を受 けや す い こ とは よ く知 られ て い る し,百寿 者 で も影 響 が
あ る こ と が 報 告 さ れ て い る (Hagberg&Samuelsson,2008)。ま た ,MMSE
得 点 にお ける教 育歴 の影響 もよ く知 られ てお り (Tombaugh&Mclntyre,
1992;Ishizaki,1998),百寿者 で も教育歴 を考慮 して MMSEのカ ッ トオ フ
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値 を設 定す る試 み (Ravaglia ct al.,1999)も行 われ て い る。 この 点 に 関
し,Rowc&Kahn(1987)は,Normal agingの多様性 を生 み 出す 要 因 と
して,年齢 それ 自体 が持 つ 内 的 要 因 で は な く,外的 な要 因 の重 要 性 を述
べ て い る。 これ らの外 的 要 因 は,Usualには年 齢 の効 果 を修 飾 す る形 で
作 用 し,Successfulにはニ ュー トラル ま た は ポ ジテ ィブ に作 用 す る と述
べ て い る。 今 後 は教 育歴 を含 め,認知機 能 変 化 に影 響 を及 ぼす 要 因 (例
え ば, 視 聴 覚機 能,Holtsberg ct al.,1995,Andersen―Ranberg et al.,2001)
を組 み 入 れ る こ とで,健常加 齢 の プ ロセ ス を よ り明確 にす る こ とが で き
るだ ろ う。   1
3つ目に,使用 した検 査 に 関す る限界 で あ る。 本研 究 で は MMsEを用
い て認 知機 能 の評価 を行 った が,MMsEは認 知症 の ス ク リー ンの た め に
開発 され,使用 され て い る検 査 で あ る。MMSEは簡 便 かつ 短 時 間 に実 施
可 能 で あ る ので,身体 的 な負 担 が少 な くて 済 み 百 寿者 に用 い るに は妥 当
だ と考 え られ るが,より詳 細 な評 価 を行 うに は,より複 雑 な知 能 検 査 や
神 経 心理 学 的検 査 を用 い る必 要 が あ るか も しれ な い。
加 えて,本研 究 で は認 知機 能 評 価 の指標 と して,MMsEやCDRを用 い
た が ,これ らは そ もそ も よ り若 い高齢 者 を対 象 に 開発 され た もので あ り ,
百 寿者 にそ のま ま適 用 して も よい か ど うか の検 討 は な され て い な い。 本
研 究 で は,cDRを年 齢 普 遍 的 な基 準 と して 百寿者 を機 能 的 に分 離 し ,
MMSEによ る認 知領 域 ご との評 価 を行 つた。 これ は,CDRが生 活 機 能 も
含 め総 合 的 な評 価 を行 え る こ と,また,評価 に際 し複 数 の 専 門家 に よ る
合 議 に よっ て決 定す る とい う手続 き を踏 ん で い るた め,外的 な基 準 と し
て の信 頼 性 が よ り高 い と考 え た か らで あ る。年齢 普遍 的 な基 準 に よっ て ,
健 常 と病 的 状態 を分 離 して比 較 す る とい う方 法 は,健常加 齢 を検 討 す る
の にオ ー ソ ドックな方 法 と考 え られ るが,障害 が あ る状 態 がマ ジ ョ リテ
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ィで あ る百寿 者 で は,年齢 標 準 的 な基 準 とは か け離 れ る恐 れ が あ る。 こ
の 問題 は,簡単 に は解 決 しない だ ろ う。 今 後 デ ー タ を積 み 重 ね た 上 で ,
百 寿者 にお け る 「健 常 」を定 義 し (年齢 標 準 的 か年 齢 普 遍 的 か),既存 の
尺 度 や 基 準 の 見直 し (例えば,MMSEカッ トオ フ値 や CDRにお け る記 憶
障 害 にお け る年齢 補 正,等)や加 齢 変 化 を加 味 した新 しい尺 度 の 作 成 (例
えば,Kliegcl et al.(2004)は視 聴 覚機 能 の影 響 を排 除 した MMSEの短
縮 版 を作成 して い る),さらには,研究 者 間 で コンセ ンサ ス を構 築 す る こ




本 研 究 の 目的 は,百寿 者 の認 知機 能 の状 態 を記 述 す る こ とで,高度 に
進 行 した加 齢 が認 知機 能 に どの よ うな影 響 を及 ぼす か を検 討 す る こ とで
あ る。 周 知 の よ うに,我が 国 で は 高齢 者 人 口の増加,平均 寿命 の伸延 が
著 しく,「誰 もが長 生 きで き る社 会 」が現 実 の もの とな りつ つ な る。人 口
の 高齢 化 が社 会 に及 ぼす 影 響 を考 え る上 で,加齢 が 高度 に進 行 した年 齢
集 団 で あ る百寿 者 の機 能 状 態 を把 握 す る こ とは,人間 の加 齢 の ゴール 地
点 を示 す とい う意 味 で重 要 な意 味 を持 つ と考 え られ る。 本研 究 で は,い
くつ か の機 能 的側 面 の うち特 に認 知機 能 につ いて着 目 し,先に掲 げた 目
的 に関 して,以下の 点 の検 討 を行 った。 ひ とつ に は,百寿者 研 究 で使 用
され る こ との 多 い認 知機 能 検 査 で あ る Mini‐mental state ExaminatiOn
(MMSE)と,臨床 的 な診 断 ツー ル のひ とつ で あ る Clinical Dementia
Rating(CDR)によ る認 知機 能 評 価 につ い て 記 述 統 計 的 なデ ー タ を提 示
し,それ らに基 づ い て,百寿 者 にお け る MMSEのカ ッ トオ フ値 (認知 障
害 が あ る と され る得 点)を推 定 した。次 に,MMSEで測 定 され る複数 の
認 知領 域 に 関 して,前期 お よび 後 期 高齢者 との比 較 か ら,認知 的 に健 常
な 百寿 者 の認 知機 能 にお け る特 徴 を検 討 した。 こ こで示 され る百寿者 の
機 能 状 態 は健 常加 齢 の結 果 と考 え られ るの で,この報 告 で は認 知機 能 に
対 す る健 常加 齢 の影 響 を示 す こ とがで き るだ ろ う。 最後 に,認知 障害 を
有 す る百寿 者,高齢 者 を含 め て,MMSEによ って測 定 され る認 知領 域 ご
との差 異 を検 討 した。 本 報 告 に よ り,健常加 齢 の影 響 だ けで な く,アル
ツノ)イマ ー型 認 知症 に代 表 され る病 的 変化 の影 響 を検 討 す る こ とがで き
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る。 特 に,健常 百寿 者 と認 知 症 高齢 者 の比 較 に よ り,健常加 齢 と病 的 変
化 の差 異 が浮 き彫 りに され る と期 待 で き る。
(2)方法
本研 究 の対象 となつた百寿者 は,本人 も しくは家族 か ら同意 が得 られ
た 304名(男性 66名,女性 238名)であつた。 この うち,極度 に視 力
や聴 力 が悪 か つた りMMSEに拒否 を示 した 26名を除外 した 278名(男
性 59名,女性 219名,平均年齢 101.1±.70歳)が最 終 的 な分析 対 象
で あった。
認 知機 能 の評価 には,MMSEとCDRを用 いた:MMSEは11項目 (時
間の見 当識,場所 の見 当識,即時再 生,計算・ 逆唱,遅延 再生,物品呼
称:文章反復,視覚指示,聴覚指示,文章作成,三角形模 写 )からな る
認 知症 の簡 易 ス ク リすニ ング検査 で あ る。30点満 点 で,Original版で の
カ ッ トオ フ値 は 20点/21点であ るが:その後 の検討 で 23/24点が一般 的
になってい る。 また,MMSEは,先行研 究 よ り,5つの異 な る認 知機 能
を反 映 してい る と考 え られ た。 各認 知領 域 は,① Concentration(連続
引算/逆唱 :作業記憶 (working memory)を反 映),② Language&Praxis
(物品呼称,視覚指示,聴覚指示,文章作成,図形模 写 :言語 能力 (verbal
ability)および遂行機 能 (executive function)を反 映),③ Orientation
(時間見 当識,場所 見 当識 :見当識 を反 映),④ Memory(遅延 再 生 :長
期記憶 (sec6ndary memory)を反 映),⑤ムttention(即時再生 :短期 記
憶 (primary memory)を反 映)であつた。 文章反復課題 は どの領 域 に
も含 まれ ないが,短期記 憶 また は言語機 能 との関連 が想 定 され る。
CDRは,認知障害 の臨床 的な判 定基 準 として用 いた。CDRは,対象
者 の行動観 察 か ら,5段階 も しくは 7段階 (CDRO:健康,CDRO.5認知
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症 疑 い,CDRl:軽度 障害,CDR2中等 度 障 害,CDR3:重度 障 害,CDR4:
非 常 に重 度,CDR5:末期)で認 知症 の重 症 度 を判 定 す る尺度 で あ る。
本 研 究 で は,訪問 時 に VTRで記録 され た 百寿 者 の 面接 場 面や 参加 者 家族
か ら聴 取 され た 日常 生活 にお け る活動 や 状 態 に も とづ き,実際訪 問 して
対 象 者 本 人 に面接 した検 査 者 を含 む老年 心理 学者 3名が,訪問後 の ミー
テ ィン グで協 議 し決 定 した。
上記 に加 え,基本 的 日常 生活 動 作能 力 (B‐ADL:Barthel指標 に よ り
評 価),視覚 お よび聴 覚 機 能 (それ ぞ れ,5段階),教育歴 (教育 年 数 お
よび最 終 学歴)を尋 ね た。
調 査 は,調査 時 に 百寿者 が住 ん でい る場 所 (自宅,介護 施 設,病院 な
ど)に訪 問 して 実施 した。 本 人や 家族 か ら教 育歴 や 視 聴 覚 能 力 を含 む 背
景 情 報,CDRを評価 す るた め の項 目を聴 取 し,その後 本 人 に対す る個 別
面接 と して MMSEを実施 した。
(3)結果 1:MMSE,CDRによ る認 知 機 能評 価 の概 要 とMMSEカッ
トオ フ値 の推 定
本 章 で は,百寿者 にお け る MMSEおよび CDRの記 述 統 計 的デ ー タ を
提 示 し,それ らに基 づ き,ROC曲線 (receiver Operating charicteristic
curve)を利 用 して,百寿者 にお け る MMSEのカ ッ トオ フ値 の検 討 を行
つ た。
MMSEのカ ッ トオ フ値 を 20/21点とす る と,CDRで認 知症 が ない と
判 定 され な が ら,カッ トオ フ値 の 20点を下 回 つて い る対 象 者 が 46名
(43.4%)にの ぼった:すな わ ち,スク リー ニ ン グ検 査 に よ る判 定 と臨
床 的 な判 定基 準 に よ る判 定 との 間 で乖 離 が示 され た。 この CDR判定 を
元 に, ROC曲線 (Receiver Operating ChaFacteristic Curle)を作成 し
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た。ROC曲線 は,MMSEの各得 点 をカ ッ トオ フ値 に した場 合 の感 度
(sensitivity)および特 異 度 (specificity)をそれ ぞ れ 算 出 し,縦軸 に
「感 度 」 (正しく 目的 の 対 象 を判 定 で き る (「認 知 症 あ り」 を認 知 症 あ り
と判 定 で き る)率),横軸 に 「1-特異 度 」 (目的 の対 象 で は な い の に 目
的 の対 象 と判 定 して しま う(「認 知 症 な し」な の に認 知 症 あ りと判 定 す る )
率)をプ ロ ッ トした もの で あ る。 そ の結 果,17/18点が 百 寿 者 にお け る
最 適 な カ ッ トオ フ値 と推 定 され た (この とき,感度=0.97, 1-特異 度
=0.18)。本研 究 で推 定 され た新 しい カ ッ トオ フ値 (17/18点)では,185
名 (66.6%)がMMSEで認 知 症 あ りと判 定 され た。 ま た,CDR判定 と
253名(91.0%)で一 致 した。 この結 果 は,百寿者 の カ ッ トオ フ値 を従
来 の値 よ りも 3点か ら 6点引 き下 げ る必 要 が あ る こ とを示 唆 され た。
(4)結果 2:MMSEによ る前 期 お よび 後 期 高齢 者 との 比 較
本 章 で は,認知 障 害 が な い と推 定 され る百 寿者 の認 知 機 能 の 状 態 を ,
よ り若 い 高齢 者 と比 較 し,認知機 能 に対 す る健 常加 齢 の 効 果 を検 討 す る
こ とを 目的 と した。先 行 研 究 よ り,MMSE合計 得 点 (全般 的 な認 知機 能 )
は前期 お よび後 期 高齢 者 よ りも低 い こ とが予想 され た。 しか し,認知 領
域 に対 す る加 齢 の影 響 は一 様 で は な く,低下 して い る認 知領 域 もあれ ば
大 きな低 下 を示 さな い認 知 領 域 が あ る と考 え られ た。 す な わ ち ,
COncentration,Orientation,および Memoryは年 齢 効 果 が強 く,百寿
者 の得 点 は よ り若 年 の高齢 者 よ りも低 くな る一方,Language&Praxis,
Attentionにお い て は,年齢 の効 果 は小 さ く,百寿 者 と若 年 の高齢 者 の
得 点 に差 は生 じない こ とが 予想 され た。
本章 での分析対象 は,認知 障害 のない百寿者 (CDRO)68名,対照群
は 60‐74歳96名(前期 高齢者群),75‐89歳46名(後期 高齢者 群)で
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あ つた。 対 照群 では CDR判定 は 実施 で き な か っ た が,全員 が 地 域 で 自
立 生 活 を送 る高齢者 で あ り,認知 障害 は な い と判 断 され た。
前 期 高齢 者 群,後期 高齢 者 群,百寿 者 群 の MMSE総得 点 の平均 及 び
SDはそ れ ぞ れ , 27.2±2.04点, 26.2±2.60点, 22.3±3.32点で, 百 寿
者 の得 点 は対 照 群 よ り低 か った。 5つの認 知領 域 及 び 文 章反 復 に 関 して
は,Orientation,Memory,Attentionで,百寿 者 の得 点 が対 照群 よ り
低 か っ た。Concentration及び Language&Praxis,文章 反 復 課 題 で は ,
得 点 は統 計 的 な差 は示 され なか った。Language&Praxisに関 して,教
育歴 の効 果 が示 され,初等 教 育 だ けの対 象 者 は,高等 教 育 を受 け た対 象
者 に比 べ 得 点 が低 か った。
以 上 の結 果 は,全般 的 な認 知機 能 は,健常加 齢 の影 響 を受 け低 下す る
こ とを示 して い る。 百寿 者 で は,臨床 的 な診 断基 準 で健 常 とされ なが ら
も,得点 が カ ッ トオ フ値 近 く,すな わ ち認 知 的 に 障 害 の あ る状 態 まで低
下 して い た。MemOryとOrientatiOnは,加齢 に ともな って低 下 して い
た。 長 期 記 憶 にお け る低 下 は,加齢 に ともな う低 下 が顕 著 な認 知領 域 と
され て お り,百寿者 の機 能 状 態 は継 続 的 な変化 (低下)の結 果 で あ る と
考 え られ た。Orientationは,MemOryの低 下 影 響 を受 けた 可能 性 ,
お よび廃 用 性 の低 下 で あ る可能性 が考 え られ た。 これ ら 2領域 にお け る
低 下 は,認知症 に よって 引 き起 こ され る特 徴 と類 似 して い た。Attention
は,若い 高齢 者 の先 行研 究 とは一 致 しなか ったが,百寿 者 を対 象 と した
先 行 研 究 とは結 果 が 一 致 して い た。 この こ とか ら,高度 に加 齢 が進 行 し
た段 階 で は ,短期 記憶 も加 齢 に よって影 響 され る と考 え られ た。一 方 で ,
言 語 能 力 や 遂行 能力 で は低 下 は示 され なか った が,教育歴 の効 果 が有 意
だ った。 こ うした能 力 は加 齢 の影 響 は受 け に くく,経験 要 因 (教育歴 )
の影 響 を受 け る可能性 が示 唆 され た。 ConOentratiOnは3つの年 齢 群 の
ム″
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間 で差 は な か つ た。 この結 果 は,先行 研 究 の結果 と矛 盾 して お り,検討
が必 要 で あ る。
(5)結果 3:MMSEによ る認 知 障 害 を有 す る高齢 者 との比 較
認 知 障 害 の な い 百寿 者 で示 され て い る長 期 記憶 お よび 見 当識 の低 下
は健 常加 齢 に起 因す る もの と考 え られ る一 方,病的 変化 で あ る認 知 症 に
お け る初 期 の認 知 障害 の特徴 とも類 似 して い る。 健 常加 齢 が 高 度 に進 行
した状 態 とは,病的変 化 =認知 症 な の で あ ろ うか ?本章 は,百寿 者 と一
般 高齢 者 間,また認 知 障 害 の有 無 に よつて,認知 領 域 ご との状 態 の差 異
を検 討 し,病的 変 化 に よ る状 態 との比 較 か ら,認知機 能 に対 す る健 常加
齢 の影 響 を検 討 す る こ とを 目的 と した。
本 章 の分 析 対 象 者 は,MMSEや教 育歴 に欠 損値 が な く,CDRが0(認
知 障 害 な し=健常),また は,0.5～1(軽度 の認 知 障 害 あ り)の者 で あ つ
た。百寿 者 は健 常群 が 66名,軽度 の認 知 障 害 が あ る群 は 69名で あ った。
高齢 者 は,健常 高齢 者 群 79名,軽度 の認 知 障害 が あ る高齢 者 61名で あ
った。
MMSE合計 得 点 に 関 して,学歴 ,B‐ADL,視覚 障 害 の有 無,聴覚 障 害
の有 無 を共 変 量 と して,年齢 お よび認 知 障 害 の 2要因 に よ る分 散 分 析 を
行 った。そ の結 果 ,年齢 お よび認 知 障 害 の 主効 果 が そ れ ぞれ 有 意 だ った。
年 齢 に 関 して 百寿者 は高齢 者 よ り得 点 が低 く,認知 障 害 に 関 して認 知 障
害 が あ る群 で無 い群 よ りも得 点 が低 か つた。 認 知 領 域 ご とに 同様 の分 析
を行 つた結 果,年齢 の効 果 がす べ て の認 知 領 域 で,認知 障害 の効 果 が
Attentionを除 く 4つの認 知領 域 で示 され た。 いず れ の領 域 で も,百寿
者 群 は高齢 者 群 に比 べ て得 点 が低 く,認知 障 害の あ る群 で 無 い群 よ りも
得 点 が低 か つた。Language&praxisとMemoryでは,年齢 の効 果 と認
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知 障害 の効 果 の 交互 作用 が示 され た。Language&praxisでは,認知 障
害 の あ る百寿 者 が他 の 3群に比 べ て得 点 が低 か つ た。Memoryでは,4
群 間で差 が あ り,健常 高齢 者 が最 も得 点 が 高 く,次に健 常 な 百寿 者,認
知 障害 の あ る高齢者 と続 き,認知 障害 の あ る百寿 者 が最 も得 点 が低 か っ
た。
次 に,年齢 群 と認 知 障 害 の有 無 の組 み合 わせ か ら,「健 常 高齢 者 」,「健
常 百寿 者 」,「認 知 障害 高齢 者 」,「認 知 障 害 百寿者 」の 4群を設 定 し,MMSE
の合 計 得 点 お よび 5つの認 知 領 域 ご との得 点 を比 較 した。 そ の結 果,群
間 の得 点差 に 関 して,4つのパ ター ン が示 され た。 第 1のパ ター ンは ,
Language&Praxis,文章 反 復 課 題 で示 され,認知 障 害 を有す る百寿者
が,他の 3群に比べ て得 点 が低 く,残りの 3群間 で は得 点 に差 が なか っ
た。 第 2のパ ター ン は Memory,Orientationで示 され た。 これ らの認
知 領 域 で は,健常高 齢者 が最 も得 点 が 高 く,続い て健 常 百寿者,次に認
知 障害 高齢 者,そして認 知 障 害 百寿者 で最 も得 点 が低 か った。第 3のパ
ター ンは,COncentratib五と合 計 得 点 で示 され た。 このパ ター ンで は ,
健 常 高齢 者 で最 も得 点 が 高 く,認知 障 害 百寿 者 で最 も低 い点 は,パター
ン Bと同 じだ が,健常 百寿 者 と認 知症 高齢 者 の 間 に得 点 に差 が な い点 が
異 な っ てい た。Attentionは第 4のパ ター ンで,同二 年齢 群 にお いて は
健 常 ―認 知 障 害 間で差 は な い が,認知 障 害 の有 無 に か か わ らず,高齢 者
群 に比 べ,百寿 者群 で得 点 が低 か った。
臨床 的 な判 定 基準 で健 常 と され た百寿者 の認 知機 能 の状 態 は健 常加
齢 の結 果 と解 釈 され るが,MMSEを用 い て年 齢 お よび認 知 障 害 の有 無 の
影 響 を検討 した結果,健常 百寿 者 と認 知 障 害 の あ る高齢 者 で は異 な る特
徴 の あ る こ とが示 され た。 この こ とか ら,健常加 齢 と病 的変化 は認 知機
能 に異 な る影 響 を与 えて い る こ とが示 唆 され た。 百寿 者 の認 知機 能 の特
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徴 と して,短期 記 憶 が低 下す る
もの の健 常 レベ ル で維 持 され る
,長期 記 憶 と見 当識 は,低下 は示 す







お よび作業記憶 は,一般高齢者 で示 され る加齢 変化 と同様 の特徴 を示 し ,
前者 では低 下 しに くく,後者 は低 下 しやす い ことが示 され た。
(6)全体 的討 論
健 常加 齢 の影 響 に よ り認 知機 能 は全 体 的 に低 下す るが,認知 機 能 領 域
ご とに見 る とそ の影 響 は一様 で は な い こ とが示 され た。 言 語 。遂 行機 能
は百 寿 者 にお い て も維 持 され,加齢 の影 響 と病 的変 化 の影 響 が重 な つて
初 め て低 下す る,かな り 「強靭 な」認 知機 能 で あ る こ と と考 え られ た。
一 方,見当識 と長 期 記 憶,短期 記 憶 は低 下 を示 した。 た だ し,見当識 ,
長 期 記 憶 は,健常 百寿者 のパ フ ォー マ ンス は認 知 障 害 の あ る高齢 者 よ り
も高 く,これ ら 2つの機 能 に対 す る健 常加 齢 の影 響 は,病的変 化 よ りも
小 さい こ とが示 唆 され た。 この こ とよ り,健常加 齢 に よ る変 化 と病 的 変
化 の 弁 別 に は これ らの領 域 の課 題 を使 用 す る こ とが 有 効 で あ る と考 え ら
れ た。 短 期 記 憶 に 関 して は,障害 の あ りな しに関 わ らず,百寿者 のパ フ
ォー マ ンス は高齢 者 よ りも低 く,短期 記 憶 の低 下 は超 高齢 期 以 降 の加 齢
変化 に 固有 の特 徴 と考 え られ た。 作 業 記 憶 に 関 して,本研 究 で は矛 盾 し
た結 果 が示 され た が,先行研 究 の知 見 や 方 法 論 上 の 問題 点 を考 慮 し,百
寿者 で は作 業記 憶 は加 齢 に よ り低 下 して い る と結 論 付 け る こ とが 妥 当 と
考 え られ た。 この認 知領 域 は;見当識 や 長 期 記 憶 と同様,健常加 齢 の影
響 も病 的変 化 の影 響 も どち らも受 け低 下す るが,その 2者の影 響 力 は 同
程 度 の もの と考 え られ た。 別 の 見 方 をす れ ば, どち らの変 化 に対 して も
セ ン シテ ィブ な ,「脆 弱 な」認 知領 域 と言 うこ とが で き るの か も しれ ない。
今 後 は,縦断 的 な追跡 に よ る検 討,年齢 や 障 害以外 の要 因 (学歴 や 視 聴
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覚機 能,ライ フス タイル な ど)の影響 の検討,また適 切 な評 価 基 準 の決
定や 評 価 尺 度 の 開発 が課 題 と して検討 して い く必 要 が あ るだ ろ う。
112
8.引用 文 献
1. AIInerican Psychiatric Association: Diagnostic and Statistical manual of
Disorders,4th ed.AInerican Psychiatric Association,Washington D C,
(1994).
2.Andersen HR,Jcune B,Nybo H,Nielsen」B,Anderscn―Ranberg K,
Grandjean P:Low activity of superoxidc dismutasc and high activity of
glutathione rcductaoc in erythrocytcs frolln centcnarians.Age Ageing,27,
643-648,(1998).
3.  Anderscn…Ranberg K,Vasegaard L;Jeunc B:Dementia is not inevitable:a
population―based study of Danish ccntenarians.J Gerontol B Psychol Sci
Soc Sci,56,P152-P159,(2001).
4. Attthony JC,LcResch,L,Niaz U,von Korff MR,Folstein Ⅳl: Lillnits f
thc'Mini―Ⅳlental State'as a scrccning test for dementia and delirium
among hospital paticnts.Psychol NIlcd, 12,397-408,(1982).
5.新井 康 通,広瀬 信 義,稲垣 宏 樹,小島俊 男 :百寿 者 研 究 の現 状 と展 望 .
日本 老 年 医 学会雑 誌 編 集 委員 会 (編),老年 医学update2009-2010,メ
ジカル ビュー社 ,(2009).
6.新井 康 通,広瀬 信 義,川村 昌嗣,本間聡 起,長谷 川 浩,石田浩 之,小
菌 康 範,清水健 二 郎,中村 芳 郎,阪本 琢 也,多田紀 夫,本間 昭:百寿
者 の血 清脂 質組 成 とそ の 特徴 一低 ア ポB血症 と比 較 的HDL2-C高値 ―
一 TOKYO CENTENARIAN STUDY l―。 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌 ,34,
202‐208,(1997).
7.Arai Y,Hirose N,Yamamura K,Shimizu K,Takayama NII,Ebihara Y,
113
Osono Y: Scrum insulin―like grOwth factor-l in centenarians:
ilnplications of IGF-l as a rapid turnover prOtein.J Geront01 A Biol Sci
Med Sci,56A,M79-M82,(2001).
8.Asada T,Yamagata Z,Kinoshita T,Kinoshita A,Karlya T,Asaka A,
Kakuma T:Prevalence of demctttia and distributiOn of ApoE aneles in
Japancsc centenarians: an almost_cottplete survey in Yamanashi
Prcfecturc,Japan.J Am Gcriatr Soc,44,151-155,(1996).
9:粟田主一:認知症`井藤 英喜 。大 島伸一 。鳥羽研 二 (編).統計デー
タで見 る高齢者 医療,p.68,(2009).
10.Baltcs PB,&Mayer KU(Eds.):ThC Berlin aging study:Aging frOm 70 to
100.197…226,Cambridge:Cambridgc University Press,(1999).
11.Blansjaar BA,ThOmassen R,Van Schaick HW:Prevalence of demcntia in
ccntenarians.Int J Geriatr Psychiatry, 15,219-225,(2000).
12.Brayne C:Thc lnini_mental statc cxarnination,will we be using it in
2001?Int J Geriatr Psychiatry, 13,285-290,(1998)。
13.Bruunsgaard H,ostcrgaard L,Andersen―Ranbcrg K,Jeune B,Pedcrsen
BK:Proinflammatory cytokines,antibodics to Chlamydia pneumoniae
and agc―associated discases in Danish centenariatts: is therc a link?
Scand J Infect Dis,34,493-499,(2002).
14.Calvert JF Jr,Hollander―Rodriguez J,Kaye J, Lcahy M: Demcntia―fre e
survival amOng centenarians: an evidence―based revicwo J Gerontol A
Biol Sci ⅣI d Sci,61,951-956,(2006).
15.Choi Y耳,Kim JH,Kim DK,Kim JW,Kim DK,Lec MS,Kim CH,Park sC:
Distributions Of ACE and APOE polymorphisIIns and thcir rclations with
dcmentia status in Korean centcnarians. J Gcrontol A Bi01 Sci NIled Sci,
114
58A, 227 -231, (2003).
16. Craik FIM: Age-related changes in human memory. In: Park DC, Schwarz
N, eds. Cognitive Aging : A Primer. Philadelphia, PA: Psychology Press,
pp.7 5-92, (2000)
17. craik FIM, Jennings JM: Human memory. In: Craik FIM, Salthouse TA,
eds. The Handbook of Aging and Cognition. Hillsdale, NJ: Erlbatm, 1992,
pp.5l-110, (1992).
18. Davey A, Elias MF, Siegler IC, Lele U, Martin P, Johnson MA, Hausman
DB, Poon LW: Cognitive function, physical performance, health, and
disease: norms from the georgia centenarian study. Exp Aging Res, 36,
394-425, (2010).
19. Dello Buono M, Urciuoli O, De Leo D: Quality of life and longevity: a
study of centenarians. Age ageing, 27(2), 207 -216, (1998).
20. Dewey ME, Copeland JR: Dementia in centenarians. Int J Geriatr
Psychiatry, 16, 538-539, (2001).
21. Dodge HH, Meguro K, Ishii H, Yamaguchi S, Saxton J, Ganguil M:
Cross-cultural comparisons of the Mini-mental State Examination
between Japanese and U. S. cohorts. Int Psychogeriatr, 21, 113'I22,
(200e).
22. Elsner RJ: Odor threshold, recognition, discrimination and identification
in centenarians. Archives of Gerontology and Geriatrics, 33, 8l-94,
(200 l ).
23. Evert J, Lawler E, Bogan H, Perls T: Morbidity profiles of centenarians:
survivors, Delayers, and Escapers. J Gerontol A Bol sci Med Sci, 58,
232-237, (2003).
115
24. Folstein MF, Folstein SE, & McHugh, PR: "Mini-mental state" A
practical method for grading cognitive state of patiats for the clinician. J.
psychiat Res., 12, 189-198, (1975\.
25. Fromholt P, Mortensen DB, Torpdahl P, Bender L, Larsen p, Rubin DC:
Life-narrative and word-cued autobiographical memories in
centenarians: comparisons with 80-year-old control, depressed, and
dementia groups. Memory, I l, 8l -88, (2003).
26. Fujiwara Y, watanao. t, Kumagai S, Yoshida Y, Takabayashi K, Morita M,
Hasegawa A, Hoshi T, Yokode M, Kita T, Shinkai S: prevalence and
characteristics of older communiyt residents with mild cognitive decline.
Geriatr Gerontol Int, 2, 57 -67, (2002).
27. Galasko D, Klauber MR, Hofstetter CR, Salmon Dp, Lasker B, Thal LJ:
The mini-mental state examination in elderly diagnosis of Alzheimer's
disease. Arch Neurol, 47, 49-52, ( 1990).
28. Garcia-Sierra F, Hauw JJ, Duyckaerts C, Wischik CM, Luna-Mufroz J,
Mena R: The extent of neurofibrillary pathology in perforant pathway
neurons is the key determinant of dementia in the very old. Acta
Neuropathol, 100, 29-35, (2000).
29. Gelb DJ, St. Laurent RT: Alternative calculation of the global clinical
dementia rating. Alzheimer Dis Assoc Disord, 7, Z0Z-l l, (1993).
30. Giannakopoulos P, Hof PR, Surini M, Michel JP, Bouras c: euantitative
immunohistochemical analysis of the distribution of neurofibrillary
tangles and senile plaques in the cerebral cortex of nonagenarians and
centenarians. Acta Neuropathol (Berl), 85, 602-610, (1993).
31. Giannakopoulos P, Hof PR, Vallet PG, Giannakopoulos AS, Charnay y,
116
Bouras Ci Quantitativc analysis of netropathologic changes in thc
cerebral cortex of centcnarians.Prog Ncuropsychopharmacol Biol
Psychiatry, 19,577-592,(1995).
32.Giannakopoulos P,Hof PR,K6vari E,Vanet PG,Herrmann FR,Bouras C:
Distinct patterns of ncuronal loss and Alzheimcr's disease lesion
distribution in elderly individuals oldOr than 90 ycars.J Neuropathol Exp
Ncurol,55(12), 1210-1220,(1996).
33.Gold G,Bouras C,KOvari E,Canuto A,Glaria BG,NIIalky A,Hof PR,
PItichcl JP,Giannakopoulos P: Clinical validity of Braak
neuropathological staging in thc oldest―old.Acta Neuropathol,99(5),
579-582,(2000).
34.権藤恭 之:百寿者研 究 の現状 と展望.老年社会 科学会,28(4),504-512,
(2007a).
35.権藤 恭 之 :105歳研 究 の 妥 当 性 に つ い て 。厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金
長 寿 科 学 総 合 研 究 事 業「健 康 長 寿 に 関 与 す る 要 因 の 研 究 ―超 百 寿 者 及
び 長 寿 sib調査  平 成 17-18年度 総 合 研 究 報 告 書 (主任 件 研 究 者 :広瀬
作事事言) ,(2007b)
36.Gondo Y,Hirosc N,Arai Y,Inagaki H,NItasui Y,Yamamura K,Shimizu K,
Takayama M,Ebihara Y,Nakazawa Si KitagaWa K:Functional status of
centenarians in Tokyo:Developing bctter phenotypcs of exccptional
longcvity:J Gerontol:Med Sci,61A,305-310,(2006).
37.Hagbcrg B,Samuclsson G:Survival aftCr 100 ycars of agc:a multivariate
modc1 0f exceptional survival in Swedish centenarians.J Gcrontol A Biol
Sci Med Sci,63, 1219-1226,(2008).
38.Hasegawa K:The clinical issues of age―related dcmentia.Tohoku」ournal
117
of Expcrimental Mcdccinc, 161,Suppl,29…38,(1990).
39.Hill RE),Backman L: The relationship betwccn the lnini―mental statc
cxalnination and cognitivc functioning in normal elderly adults: a
componcntial analysis.Agc Agcing,24,440-446,(1995).
40.Holtsberg PA,Poon LW,Noblc CA,Martin P:Mini―Mental Statc Exam
Stat,S Of COnlmunity―dwelling cognitivcly intact centenarians. Int
Psychogeriatr,7,417¨427,(1995).
41.本間 昭 :老年 期 痴 果 の 疫 学 .老年 精 神 医 学 雑 誌 ,10,895-900,(1999).
42.本間 昭 ,下仲 順 子 ,中里 克 治 :100歳老 人 の 精 神 。身 体 機 能 。 日本 老 年
医 学 会 雑 誌 ,29,922-930,(1992).
43.Horn JL,Cattcll RB:Agc diffcrences in fluid and crystallized
intclligencc.Acta Psych01,26, 107-129,(1967).
44.Huang CQ,Dong BR,Wu HM,Zhang YL,Wu JH,Lu ZC,Flaherty JH:
Ass9ciatiOn of cOgnitive impairmcnt with serum lipid/1ipoprotein among
Chincsc nonagenarians and centenarians.Demcnt Gcriatr Cogn Disord,
27, 111-116,(2009)。
45.Hughcs CP,BeFg L,Danziger WL,Coben LA,Martin RL:A new clinical
scale for the staging of dcmentia.B J Psychiatry, 140,566-572,(1982).
46.Inagaki H,Gondo Y,Hirosc N,Masui Y,Kitagawa K,Arai Y,Ebihara Y,
Yamamura K,Takayama M,Nakazawa S,Shimizu K,&Homma A:
Cognitive function in Japanese centcnarians according to the
Mini―NIlental State ExaminatiOn.Demcnt Geriatr Cogn Disord;28,6-12,
(2009).
47.稲垣 俊 明
垣 亜 紀 ,
,荻原 雅 之,水野友 之 ,











































び 医 学 的 研 究 .日本 老 年 医 学 会 雑 誌 ,33,84-94,(1996).
48.稲垣 俊 明 ,山本 俊 幸 ,野倉 一 也 ,橋詰 良 夫 ,新美 達 司,三竹 重 久 ,小
鹿 幸 生 ,山本 正 彦 :老人 施 設 に お け る 百 歳 老 人 の 知 的 機 能 。日常 生 活
動 作 能 力 の 検 討 .日本 老 年 医 学 会 雑 誌 ,29,849-854,(1992)。
49.Ishizaki J,ヽleguro K,Ambo H, Shil■ada NII,Yamaguchi S,Hayasaka C,
Komatsu H,Sckita Y,Yamadori A:A normativc,community―bascd study
of NIlini¨Mental Statc in cld■ly adu ts:The cffect of age and educational
levcl.J Gerontol: Psychological Sci, 53B,359-363,(1998).
50.Itoh Y,Yamada ⅣI,Sucm tsu N,Ⅳ〔atsushita M,Otomo E:An
illlllllnunohistochetrlllical study of centcnarian brains: a comparison.J
Neurol Sci,157,73…8 ,(1998).
51.Jensen GE),Polloi AH:Thc very old of Palau:health and mental statc.
Agc ageing, 17,220-226,(1998).
52.Jones RN,Gallo JJ:Dimensions of thc Mini―Mental State Exanlination
among conll■u ity dwelling older adults.Psychol NIlcd, 30,605-618,
(2000).
53.金子 隆 一 :長寿 革 命 の も た ら す 社 会 =その 歴 的 展 望 と課 題 ―。人 口 問 題
り千多七,66,44-31,(2010).
54.柄澤 昭 秀 :100歳老 人 の 精 神 機 能 .第1回ゼ ロ ン トロ ジ ー 公 開 講 座「百
歳 老 人 の プ ロ ジ ェ ク ト研 究 」 ,pp.17-30,(1973).
55.柄澤 昭 秀 :初老 期 痴 果 の 有 病 率 .老年 精 神 医 学 雑 誌 ,3,637-642,
(1992).
56.加藤 伸 司,下垣 光 ,小野 寺 篤 志 ,植田 宏 樹 ,老川 賢 三 ;池田 一 彦 ,小
坂 敦 二 ;今井 幸 充 ,長谷 川 和 夫 :改訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー




57.川畑 信 也,後藤 千春:アル ツハ イ マ ー型 痴 果 と脳 血 管 性 痴 果 にお け
る認 知機 能 障害 の比較 ―Alzheimer's diseasc assessment scale認知機 能
下位 検 査 日本版 (ADAS―J cog.)での検 討 ―.神経 心理 学,17,69-75,
(2001).
川 畑信 也,後藤 千春,横山 さ く ら:アル ツハ イ マ=型痴 果 と脳 血 管
性 痴 果 にお け る認 知機 能 障 害 の比 較 ‐Mini―Mcntal statc Examination
(MMSE)からみ た検 討 ―.神経 心 理 学,17,223‐29,(2001).
川 畑 信 也,横山 さ く ら,彦坂 しのぶ :Mini_Mntal State Examination
(MMSE)。日本 臨休 61巻増 刊 号9,痴呆 症 学(1),pp.192-197,日本 臨
財ヾ 村1,(2003).
60.Klicgel M,NIIoOr C,Rott C: Cognitivc status and development in the
oldest old:a longitudinal analysis from thc Hcidelbcrg Centenarian Study.
Arch Gerontol Geriatr 39(2):143-156,(2004).
61.厚生 省 :平成 10年国 民 生 活 基 礎 調 査 .(1999).
62.厚生 労 働 省 老 健 局 :百歳 高 齢 者 に 対 す る お 祝 い 状 及 び 記 念 品 の 贈 呈
に つ い て 。平 成 24年9月14日厚 生 労 働 省 報 道 発 表 資 料 。(2012).
63.Lcuba G,Saini K,Zimlncrmann V,Giannakopou10s P,Bouras C:NIlil d
amyloid pathology in the prilnary visual systetrn of nonagcnarians and
centenarians.Dement Gcriatr Cogn Disord,12,146…152,(2001).
64.Light LL:The Organization of Memory in old age.In:Craik FIM,
Salthousc TA,eds.The Handb00k of Aging and COgnitiOn.Hinsdale,NJ:
Erlbaum,pp.Hl-165,(1992).
65.Luczywek E,Gabryelewicz T,Barczak A,Religa D,Pfcffer A,
Styczynska NII,Peplonska B,Chodakowska―Zebrowska Ⅳl,Barcikowska
〔ヽ:Neurocognition of centenarians:ncuropsychological study of elite
120
centenarians.Int J Geriatr Psychiatry,22, 1004-1008,(2007).
66.NIlahoney FI,Barthel DE:Functi6nal evaluation:The Barthel index.NII d
Statc NIled J, 14,61-65,(1965).
67.NIIargrett JA,Daugherty K,ⅣIartin P, NIlacDonald NII,Davcy A,Woodard
JL,Miller LS,Siegler IC,Poon LW:Affcct and lonelincss among
ccntenarians and the oldest old: the role of individual and social
rcsources.Aging Mcnt Hcalth,15,385…396,(2011).
68.松尾 収 二 ,高橋 浩 :検査 診 断 学 に お け るROC曲線 の 利 用 の 実 際 .臨床
"予
週巳,42,585-590,(1994).
69.Morris JC:The Clinical Dementia Rating(CDR):CurrCnt version and
scoring rules.Ncurology,43,2412…2414,(1993).
70.NIIotta Ⅳl,Fcrlito L,NIlagnolfi SU,Pctruzzi E,Pinzani P,NIlalentacchi F,
Petruzzi I,Bennati E,Malaguarncra M;INIIUSCE:Cognitive and
functional status in the extremc longevity.Arch Gerontol Geriatr,46,
245-252,(2008).
71.目黒 謙 一 :痴果 の 臨 床 。医 学 書 院 ,(2004).
72.目黒 謙 一 ,矢冨 直 美 ,朝田 隆 :早期 痴 果 の 概 念 と してMCIとAACDの
ど ち ら が 有 用 か 。Cognition and Dementia,2,235…244,(2003).
73.中里 克 治 ,下仲 順 子 ,本間 昭 :100歳老 人 の 認 知 機 能 ―東 京 都 100歳老
人 か ら の 検 討 ―、発 達 心 理 学 研 究 ,3,H-16,(1992).
74.Ncbes RE): Cognitive dysfunctio,in Alzheilner's disease. In: Craik FIヽ1,
Salthouse TA,eds.The Handbook of Aging and Cognition.Hillsdalc,NJ:
Erlbaum,pp.373-446,(1992).
75,Nybo M,01sen H,Jeunc B,Andersen―Ranbcrg K,Holm Nielsen E,
Sv9hag SE:Increased plasma concentration of serunl amyloid P
121
component in centenarians with impaircd cognitive performance.Dement
Geriatr Cogn Disord,9,126…129,(1 98).
76.尾崎 章 子 ,荻原 隆 二 ,内山 真 ,太田 壽 城 ,前田 清 ,柴田 博 ,小板 谷 典
子 ,山見 信 夫 ,員野 喜 洋 ,大井 田 隆 ,曽根 啓 一 :百寿 者 の Quality Of
Lifc維持 と そ の 関 連 要 因 。 日本 公 衆 衛 生 雑 誌 ,50,697-712(2003).
77.Paolisso G,Gambardella A,Balbi V,Ammendola S,D'Amore A,
Varricchio NII:Body compositiOn,body fat distribution,and resting
mctabolic rate in hcalthy ccntenarians.Anl J Clin Nutr 62,746‐750,
(1995).
78.Paolisso G,AInmcnd01a S,Del Buono A,Gambardena A,RlondinO NII,
Tagliamonte MR,Rizzo MR,Carella C,Varricchio NII: Serum levcls of
insulin―like growth factor―I(IGF―I)and IGF―binding protein-3 in hcalthy
centcnarians: relationship with plasma leptin and lipid concentrations,
insulin actiOn,and cOgnitive function.J Clin Endocrinol lvletab 82,
2204-2209,(1997).
79.Park DC&Shaw R」: Effcct Of envitonmental support on implicit and
cxplicit rncmory in younger and 01der adults.Psychol Aging,7,632-642,
(1992).
80.Pioggiosi P,Forti P,Ravaglia G,Berardi D,Ferrari G,Dc Ronchi D:
Different classification systems yicld different dementia occurrcnce
among nonagenarians and centenarians. Dement Geriatr Cogn Disord, 17,
35-41,(2004).
81.Poon LW,NIlartin P,Clayton GM,ⅣIessner S,Noblc CA,Johnson MA:The
influences of cognitive resources on adaptation and old age.Int J Aging
Hum Dev,34,31-46,(1992).
122
82. Rabbitt P, Lowe C: Patterns of cognitive ageing. Psychol Res, 63,
308-3 I 6, (2000).
83. Rabini RA, Vignini A, Martarelli D, Nanetti L, Salvolini E, Rizzo MR,
Ragno E, Paolisso G, Franceschi C, Mazzanti L: Evidence for reduction
of pro-atherosclerotic properties in platelets from healthy centenarians.
Exp Gerontol 38,367-371 (2003).
84. Ravaglia G, Forti P, Maioli F, Boschi F, Cicognani A, Bernardi M,
Pratelli L, Pizzoferrato A, Porcu S, Gasbarrini G: Determinants of
functional status in healthy Italian nonagenarians and centenarians: a
comprehensive functional assessment by the instruments of geriatric
practice. J Am Geriatr Soc, 45,ll96-1202, (1997).
85. Ravaglia G, Forti P, De Ronchi D, Maioli F, Nesi B, Cucinotta D,
Bernardi M, Cavalli G: Prevalence and severity of dementia among
northern Italian centenarians. Neurology, 53, 416-418, (1999).
86. Ravaglia G, Forti P, Maioli F, Vettori C, Grossi G, Bargossi AM,
Caldarera M, Franceschi C, Facchini A, Mariani E, Cavalli G: Elevated
plasma homocysteine levels in centenarians are not associated with
cognitive impairment. Mech Ageing Dev, 121, 251-261, (2000).
87. Richmond RL, Law J, Kay-Lambkin F: Physical, mental, and cognitive
function in a convenience sample of centenarians in Australia. J Am
Geriatr Soc, 59, 1080- 1086, (201 I ).
88. Rowe JW, Kahn, RL: Human aging: Usual and successful. Science,237,
r43-149, (1987).
89. Rowe JW, Kahn, RL: Successful aging. The Gerontologist, 37,433'440,
(1e97).
r23
90. Salthouse TA: The processing-speed theory of adult age differences in
cognition. Psychol Rev, 103,403 -428, (1996).
91. samuelsson SM, Alfredson BB, Hagberg B, Samuelsson G, Nordbeck B,
Brun A, Gustafson L, Risberg J: The Swedish centenarian Studv: a
multidisciplinary study of five consecutive cohorts at the ase of 100. Int
J Aging Hum Dev, 45, 223-253, (1997).
92. Schaie KW: Intellectual development in adulthood: The Seattle
longitudinal study. cambridge: cambridge university press, (1996).
93. Shimizu K, Hirose N, Yonemoto T, wakida y: circadian heart rate
rhythms in Japanese centenarians. J Am Geriatr Soc, 47, 1094- 1099,
( I ee9).
94. Silver M, Newell K, Hyman B, Growdon J, Hedley-Whyte ET, perls T:
Unraveling the mystery of cognitive changes in old age: correlation of
neuropychological evaluation with neuropathological findings in the
extreme old. Int Psychoger iatr, 10, 25-41, (1998).
95. Silver MH, Jilinskaia E, Perls TT: cognitive functional status of
age-confirmed centenarians in a population-based study. J Gerontol B
Psychol Sci Soc Sci, 56, Pl34-P140, (2001).
96. Silver MH, Newell K, Brady C, Hedley-White ET, perls TT:
Distinguishing between neurodegenerative disease and disease-free
aging: correlating neuropsychological evaluations and neuropathological
studies in centenarians. Psychosom Med, 64,493-501, (2002).
97. Sobel E, Louhija J, Sulkava R, Davanipour Z, Kontula K, Miettinen H,
Tikkanen M, Kainulainen K, Tilvis R: Lack of association of
apolipoprotein E allele epsilon 4 with late-onset Alzheimer's disease
L24
among Finnish centenarians,Neurology,45,903‐907 (1995).
98.総務 省 統 計 局 :日本 の 長 期 統 計 系 列 第 2章「人 口 。世 帯 」 。(2006).
99.総務 省 統 計 局 :平成 22年国 勢 調 査 人 口 等 基 本 集 計 。(2011).
100. Spaan PEJ,Raaijmakers JGW,Jonker C:Alzheimer's discasc versus
■ormal ageing:A revicw of the efficiency of clinical and cxperilncntal
mcmory mcasures.J Clin Exp Neuropsychol,25,216…233,(2003).
101.  Tafaro L,Cicconetti P,NIIartella S,Tedcschi G,Zannino G,Troisi G,
Pastena I,Fioravanti lvl,Mariglia■oV:An invest gation on behavioral
problcms in centenariatts.Arch Gcrontol Geriatr suppl,7, 375-378,
(2001).
102.  Takayama M,Hirosc N,Arai Y,Gondo Y,Shimizu K,Ebihara Y,
Yamamura K,Nakazawa S,Inagaki H,Masui Y,Kitagawa K:Morbidity
of Tokyo¨area Ccntenarians and its Relationship to Functional Status.J
Gerontol A Biol Sci Mcd Sci,62,774-782,(2007).
103: 武 田 純 枝 ,野路 宏 安 ,広瀬 信 義 ,新井 康 通 ,山村 憲 ,清水 健 一 郎 ,
本 間 聡 起 ,海老 原 良 典 ,高山 美 智 代 :超高 齢 者 の 食 事 摂 取 と年 代 に
よ る 変 化 一Tokyo CentOnarian Study 6-.日本 老 年 医 学 会 雑 誌 ,35,
548-558,(1998).
104.  Tinklenbcrg J,Brooks J0 3rd,Tankc ED,Khalid K,Poulsen SL,
Kraemer HC,GaHagher I),Thornton JE,Ycsavage JA:Factor analysis
and prelilninary validation of the mini¨mental sta e exalnination fronl a
longitudinal perspective.Int Psychogeriatr,2, 123-134,(1990)。
105.  Tombaugh TN,NIclntyre NJ:Thc Ⅳ【iniM¨e al State Examination:A
Comprehensive Revicw.J Ame Gcriatr Soc,40,922-935,(1992).
106。 Wcchsler,D.(著),茂木 茂 人 ,安富 利 光 ,福原 真 知 子 (共訳 ):成
125
人 知 能 の 測 定 と評 価 。 日本 文 化 科 学 社 ,(1972).(WeChsler,D.:The
measurement and appraisal of adult intelligence. BaltirnOre: Williams&
Wilkins,(1958).).
107.World Health Organization:Worll health rcpolt 2000.(2000).
108.   World Hellth Organization: Iv10rtality and burdcn of diseaseo Worid
hcalth statistics2009,35¨45, .
http://www.whO.int/whosis/whostat/2009/en/index.html
109.  xie J,NIlatthews FE,Jagger C,Bond J,Brayne C:The 01dest Old in
England and Wales:a dcscript市c analysis based on the MRC Cognitive
Function and Ageing Study.Age agcing,37,396-402,(2008).
126
9.謝辞
本 論 文 の執 筆 に あた り,多くの先 生 方,共同研 究者 の 皆 様,同僚 の研
究 員 の皆様 の ご指 導,ご支援 を頂 きま した。
大 阪 大 学 人 間科 学研 究科 人 間行 動 学 講 座 佐藤 員一 教 授 に は,本論 文
を ま とめ るに あ た り,終始 温 か い ご指 導 とご鞭 撻 を頂 き ま した。 佐 藤 先
生 か らは,老年 心 理 学 的 な視 点 のみ な らず,認知 症 高齢 者 を対 象 と され
て い る ご 自身 の研 究や ケ ア の 実 践 の お 立場 か らも ご助 言 を頂 き,本論 文
の み な らず 私 自身 の研 究 の視 野 を広 げ て頂 き ま した。 本 当 に あ りが と う
ご ざい ま した。
大 阪大 学 人 間科 学研 究科 人 間行 動 学 講 座 権藤 恭 之准 教 授 は,私を百
寿 者 研 究 の世 界 に 引 き込 ん で 下 さつ た 張本 人 で あ り,指導 教 官 と して だ
け で は な く,在学 以 前 か ら共 同研 究者 と して も多 大 な ご指 導 とご助 言 ,
ご協 力 を頂 きま した。 先 生 が い らつ しゃ らな けれ ば本 論 文 は書 かれ る こ
とが あ りませ ん で した。 心 よ り感 謝 申 し上 げ ます 。
ま た,佐藤 先 生,権藤 先 生 の 両先 生 に は,「東 京 か ら大 阪 に通 う社 会
人 院 生 」 とい う厄 介 な立場 の私 を快 く引 き受 けて くだ さつた こ とに も多
大 な る感 謝 申 し上 げた い と思 い ます 。
論 文 審 査 に あた り,大阪大 学 人 間科 学研 究 科行 動 生 態 学 講座 中道 正
之 教 授 に は,たく さん の,また 貴 重 な ご指 導 。ご助 言 を頂 きま した。 直
接 の指 導 生 で は な い私 に も多 くの時 間 を割 い て熱 心 に ご指 導 を頂 き,感
謝 の念 に堪 えませ ん。 誠 に あ りが と うご ざい ま した。
特 にお 礼 を述 べ た い の は,慶応 義 塾 大 学 医 学部 広 瀬 信 義 先 生 で す 。
先 生 は,権藤 先 生 と ともに私 を百寿 者 研 究 に 引 き入 れ て 下 さつた この研
127
究領 野 の 第 一 人者 で あ り,研究 上 の ご助 言 のみ な らず,百寿 者 研 究 の魅
力 につ い て ご教 授頂 きま した。 先 生 と ともに,何年 に もわ た り 日本 各 地
に 百寿 者 の方 を訪 問調 査 した こ とは,大変 で は あ りま した が 楽 しい思 い
出 で,調査 デ ー タ以 上 の か けが えの な い経 験 を頂 きま した。
広瀬 先 生 を代 表 とす る百寿者 調 査 チー ムの方 々 に は,共同研 究者 と し
て,たく さん の ご指 導 とご協 力 を頂 きま した。 東 京 都 健 康 長 寿 医療 セ ン
ター研 究 所 増 井幸 恵 先 生,東北 文 化 学 園大 学 北川 公 路先 生 に は,百
寿 者 調 査 チ ー ム心理 班 と して,調査 項 目の作成 か らデ ー タ収 集,分析 ,
論 文 の執 筆 に至 るま で,ご指 導 と ご協 力 を頂 き ま した。 慶応 義 塾 大 学 医
学 部 新 井 康 通 先 生,高山美 智 代 先 生,中澤進 先 生,また 当時 同講座 に
ご所 属 だ つた海 老原 良典 先 生,山村 憲先 生,清水健 一 郎 先 生 に は,医学
的観 点 か ら多 くの ご助 言 を頂 きま した。 誠 に有 り難 うご ざい ま した。
私 が所 属 す る東京 都 健 康 長 寿 医療 セ ン ター研 究所 の諸 先 生 方 に は ご
助 言 や ご指 導 を頂 い た だ けで な く,論文 の執 筆 に あた り諸 々 の ご配慮 い
た だ き ま した。 認 知 症 介 護 研 究・ 研 修 東 京 セ ン ター 本 間昭 先 生,東京
健 康 長 寿 医療 セ ンター研 究所 粟 田主 一 先 生,佐久 間 尚子 先 生,伊集 院
睦雄 先 生,井藤 佳恵 先 生 に は特 に感 謝 申 し上 げ た い と思 い ます 。
ま た, この研 究 に ご参加 い た だ い た大 勢 の 百寿者 の 皆様 , ご家族 の
方 々が ご提 供 くだ さった 時 間 と支 援 に対 して,感謝 申 し上 げ ます 。 対 象
者 の方 々 の ご親 切 と ご協 力 な く して この研 究 を行 うこ とは で き ませ ん で
した。 ま た,百寿者 の方 々や ご家 族 に直 にお会 い しお 話 を伺 うこ とで ,
研 究者 と して のみ な らず,ひと りの人 間 と して,たく さん の価 値 あ る こ
と (生き る こ と,働くこ と,学ぶ こ と,子どもや 家 族 の こ と,老い る こ
と,死を迎 え る こ と…等 々)を学 び考 え る こ とが で きま した。 誠 にあ り
が と うご ざい ま した。
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最 後 に,大学院進 学 とい うわがまま を受 け入れ て くれ て あ らゆ る面 で
陰 日向 に支援 して くれ た妻 に,また,いかな る時 に も私 に活力 を くれ る
娘 と息子 に心か ら感謝 したい と思 います。彼 ら家族 がいたか らこそ,最
後 まで くじけず本論文 を完成 す るこ とがで き ま した。本 当にあ りが と う
ござい ま した。
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